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●
材
料

（４
人
分
）

玉
ね
ぎ

さ
や
い
ん
げ
ん

パ

セ
リ

（み
じ
ん
切
り
）

昆
布
ロ
ー
リ
エ

（月
桂
樹
の
葉
）

ベ

シ

ャ

メ

ル

ソ

ー

ス

地
粉

塩 ご 地

さ
や
い
ん
げ
ん
は
、
塩
湯
で
色
よ
く
ゆ
で
、

細
か
い
小
口
切
り
に
す
る
。

０
鍋
に
ご
ま
油
小
さ
じ
１
を
熱
し
、
玉
ね
ぎ

を
よ
く
炒
め
、
②
③
さ
や
い
ん
げ
ん
を
加

え
、
塩
加
減
で
味
を
と
と
の
え
る
。

Ｏ
①
を
ひ
ろ
げ
て
お
き
、
⑤
を
大
さ
じ
山
盛

り
１
の
せ
、
包
み
込
む
よ
う
に
巻
き
、
つ

ま
楊
枝
で
止
め
る
。

０
平
鍋
に
⑥
を
並
べ
、
材
料
が
か
ぶ
る
く
ら

い
に
水
を
入
れ
、
塩
小
さ
じ
１
、
昆
布
、

ロ
ー
リ
エ
を
入
れ
、
よ
く
煮
る
。

０
地
粉
は
、
ぉヽ
ま
油
大
さ
じ
１
で
よ
く
炒
め
、

少
々
色
が

つ
い
て
き
た
ら
、
火
か
ら
下
ろ

し
、
水
カ
ッ
プ
ー
を
加
え
、
だ
ま
が
で
き

な
い
よ
う
に
泡
立
て
器
で
手
早
く
か
き
ま

ぜ
る
。
再
び
火
に
か
け
、
⑦
の
煮
汁
カ
ッ

プ
ー
を
加
え
、
よ
く
か
き
ま
ぜ
て
、
ポ
タ

ー
ジ

ュ
く
ら
い
の
か
た
さ
の
ベ
シ
ャ
メ
ル

ソ
ー
ス
に
仕
上
げ
、
塩
で
味
を
と
と
の
え

る
。

（か
た

い
よ
う
な
ら
、
煮
汁
を
適
宜

加
え
る
。）

０
ロ
ー

ル
キ
ャ
ベ
ツ
を
鍋
か
ら
取
り
出
し
、

③
の
中

へ
入
れ
て
、
ベ
シ
ャ
メ
ル
ソ
ー
ス

を
よ
く
か
ら
ま
せ
る
。

⑩
器
に
盛
り
、
上
か
ら
ベ
シ
ャ
メ
ル
ソ
ー
ス

を
た

っ
ぷ
り
か
け
、
パ
セ
リ
の
み
じ
ん
切

り
を
ふ
り
、
花
形
人
参
な
ど
を
色
ど
り
に

飾
る
。

●
材
料

玄
米
粉

硼
グ
ラ
ム

Ⅲ
グ
ラ
ム

可

さ

じ

１

カ
ツ
プ
÷

餅
玄
米
粉

●
作
り
方

●
玄
米
粉
、
餅
玄
米
粉
、
塩
を
よ
く
ま
ぜ
合

わ
せ
、
熱
湯
を
少
し
ず
つ
加
え
な
が
ら
、

耳
た
ぶ
く
ら
い
の
か
た
さ
に
こ
ね
る
。

②
熱
し
た
蒸
し
器
に
ぬ
れ
布
巾
を
し
き
、
①

を
適
宜
に
分
け
、
か
る
く
ま
る
め
、
手
で

つ
か
ん
で
４
本
の
指
を
中
に
く
い
こ
ま
せ

て
桜
貝
の
よ
う
な
形
に
し
、
た
て
に
し
て

並
べ
、
‐５
～
２０
分
蒸
す
。

Ｏ
す
り
鉢
に
ぬ
れ
布
巾
を
し
き
、②
を
入
れ
、

ぬ
れ
布
巾
で
包
み
、
す
り
こ
ぎ
で
よ
く
つ

０
黒
豆
は
、
３
倍
の
水
を
入
れ
、
と
ろ
火
で

時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
煮
る
。
や
わ

ら
か
く
な

っ
た
ら
、
塩
小
さ
じ
÷
、
醤
油

小
さ
じ
÷
を
入
れ
る
。

Ｏ
ぬ
れ
布
巾
の
上
に
③
を
８
ミ
リ
く
ら
い
の

厚
さ
に
四
角
に
の
ば
し
て
お
き
、
そ
の
上

に
黒
豆
を
並
べ
、
ぐ
る
ぐ
る
と
巻
く
。

Ｏ
適
宜
の
厚
さ
に
切
り
、
器
に
盛
る
。

（青

の
り
な
ど
を
ふ
る
と
、
色
取
り
も
よ
く
、

お
い
し
い
。）

キ
ャ
ベ
ツ

コ
ー

フ

生
姜

（み
じ
ん
切
り
）

豆
腐ご

ま
油
・

出
し
汁
、
ご
ま
油
、
塩
、
コ
シ
ョ
ー

●
作
り
方

●
キ
ャ
ベ
ッ
は
、
塩
湯
で
さ
っ
と
ゆ
で
、
芯

の
部
分
の
厚
み
を
そ
ぐ
。

０
コ
ー
フ
ー
は
、
１
セ
ン
チ
厚
さ
に
切
り
、

油
で
揚
げ
、
あ
ら
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

出
し
汁
カ
ッ
プ
＋
、
醤
油
大
さ
じ
サ
で
ょ

く
煮
こ
み
、
汁
気
が
な
く
な
っ
て
き
た
ら

生
姜
の
み
じ
ん
切
り
を
加
え
、煮
つ
け
る
。

０
豆
腐
は
、
水
を
切
り
、
細
か
く
つ
ぶ
し
、

ご
ま
油
大
さ
じ
１
で
よ
く
炒
め
、
塩
小
さ

じ
サ
と
醤
油
小
さ
じ
１
で
味
を
つ
け
る
。

●
玉
ね
ぎ
は
、
あ
ら
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

硼
グ
ラ
ム

小
さ
じ
１

８
枚

８
本
少
々 個 丁

１０
セ
ン
チ枚

カ
ツ
プ
÷

大
さ
じ
１

小
さ
じ
＋

塩 黒 塩｀
豆 :



●
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Ｎ
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Ｔ
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●

新
し
き
世
界

へ
　
５
９
０
号

昭
和
６‐
年

（１
９
８
６
年
）
５
月
号

■%～ZANS新 オーサワ塾⑤は、東京インターマック会館で
開催。講師は宮沢秀明先生、大森英桜先生、川嶋正治先生。
■ 6月 14～ 15日 、 1泊 2日 食養料理集中講座受付中 /
■第12回正食医学講座は、 2月 ～ 7月 まで九州・博多会場で開
かれます。詳細は巻末の別紙をご覧のうえ申し込みくださぃ。

■本紙の表紙デザインは、宇宙の根本構造の「ウズマキJ

(スパイラル)のシリーズで、今年は「マツカサ」です。 ■日本C:協会は毎週木曜休業です。

■ 本誌および日本CI協会のすべての刊行物、桜沢如一、桜沢里真の著作物の内容の全部または一部の、あらゆる形式による
複製は、当協会の文書による承認を必要とします。 (た だし、論文中での正常な範囲の引用は、出典、発行所を明記さ4れ
ば、かまいません。転載のお申し込みは歓迎いたします)

本
誌
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
／
　
今
号

一
部
五
〇
〇
円

⌒送
料
共
）

舞
本
誌
の
用
語
解
説

Ｃ
Ｉ

（
シ
ー
ア
イ
）
…
…

ｒ
ｏ
０
８
一お

Ｈ̈
５
０
「，
３
ｃ
∽

″無
知
な
る
者
の
セ
ン
タ
ー
″
の
意
味
。

無
双
原
理
と
正
食
の
運
動
を
す
る
セ
ン

タ
ー
。
第
二
次
大
戦
後
、
桜
沢
先
生
が

青
年
教
育
の
家
を

″Ｍ
Ｉ
″
　
〓
，
一８
５

Ｈ電
９
，
３
，

と
命
名
。
こ
ぎ
か
し
い
知

恵
を
す
て
、無
知
、
バ
カ
で
あ
る
こ
と
に

徹
底
し
た
も
の
が
真
の
幸
福
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
、
と
い
う
わ
け
。

Ｇ

・
０

（ジ
ー
オ
ー
）
…
０
８
品
８

０
Ｔ

∽
讐
●
　

↑
ン
ョ
ル
ジ
ュ
・
オ
ー
サ
ワ
、

英
語
な
ら
ジ
ョ
ー
ジ
）
桜
沢
如

一
先
生

の
外
国
で
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
。
如

一
を
ジ

ョ
ー
ジ
に
あ
て
た
も
の
。

Ｐ
Ｕ

（ピ
ー
ユ
ー
）
…
…

ｒ
ｏ
フ
一ｇ
】Ｒ

Ｃ
コ
一ｏ
ｃ
ｏ
　
（
ル

・
プ
ラ
ン
シ
ッ
プ

・
ユ

ニ
ッ
ク
）
た
だ

一
つ
の
原
理
、
無
双
原

理
の
こ
と
。
宇
宙
を

つ
ら
ぬ
く
根
本
法

則
の
こ
と
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
…
…

３
‥
３
げ
一９

Ｌ
Ｏ
馬

（
フ
ラ
ン
ス
語
）、
英
語
で
は
マ
ク

ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
ヨ
８
８
σ
口
】９
、
形

容
詞
は

３
Ｘ
８
σ
一０
浄

マ
ク
ロ
バ
イ
オ

テ
ィ
ッ
ク
。
元
の
意
味
は

「長
生
術
、

長
生
き
法
」
だ
が
、
桜
沢
先
生
の
提
唱

に
よ
る
正
食
法
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い

る
。
宇
宙
の
秩
序
、
法
則
に
の
っ
と

っ

た
人
生
の
道
の
こ
と
。
大
自
然
と
と
も

に
生
き
る
生
活
法
。

陰
性

・
陽
性
…
…
あ
ら
ゆ
る
物
の
性
質
を

二
つ
に
分
け
て
、
遠
心

・
拡
散

・
寒
冷

・
カ
リ
ウ
ム
の
多

い
も
の
を
陰
性
（
▽
）

と
呼
び
、
求
心

・
収
縮

・
暖
熱

・
ナ
ト

リ
ウ
ム
の
多
い
も
の
を
陽
性

（
△
）
と

呼
ぶ
。

桜

沢
如

一
先

生

２０
周
年

記
念

執

筆

5

菊
池
富
美
雄
、
日
野
厚
、
田
村

一
二
、
西
塚
等
、
三
木
利
夫
、

本
正
朝
、
坂
口
弘
、
奥
野
春
子
、
金
子
義
太
郎
、
牛
尾
盛
保
、

島
ツ
ユ
子
、
鳥
居
知
弘
、
長
塚
貞
次
郎
、
川
崎
伊
津

鶴 高

桜
沢
里
真

の

食

養

料

理

カ

ー

ド

巻
頭

ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ
ツ
の
ク
リ
ー
ム
煮
、
水
無
月
ロ
ー
ル

イ

ン

タ

ー

マ

ッ
ク

・
ニ

ュ
ー

ス
…

…

…

…

…

…

…

２０

「リ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ
』
特
選
料
理
試
食
会
／
羽
根
木
公
園
、
子
ど
も
行
事

講
演
会

「
エ
イ
ズ
に
治
療
法
は
あ
る
か
」
／
春
の
料
理
教
室
修
了
試
作
会

手
紙

・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
…
…
…
…
…
…
…
２２

友
の
店
紹
介

（八
幡
自
然
食
品
セ
ン
タ
ー
）
／
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
へ
の
要
望
／

博
多
会
場
に
参
加
し
て
／
世
界
連
邦
建
設
同
盟
支
部
総
会
に
招
か
れ
て
ほ
か

，
フ
ツ
ク
レ
ヴ

ユ
ー

『ホ
ロ
ン
古
天
叩
』
ア
ー
サ
ー
・
ケ
ス
ト
ラ
ー
著
…
…
…
・２７

５
月
の
食
養
料
理
／
桜
沢
里
真
…
…
…
…
…
２８

信
田
ち
ま
き
、
コ
ー
フ
ー
み
ぞ
れ
煮
、
豆
腐
ク
ロ
ケ
ッ
ト
、
ガ
ン
モ
と
た
け

の
こ
煮
合
せ
、
さ
や
い
ん
げ
ん
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
和
え
、
野
菜
サ
ン
ド
、
柏
餅

エ
イ
ズ
完
全
攻
略
法
／
村
元
　
騰

30
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桜沢如一先生20周年記念祭

桜沢里真先生米寿パーテイ
●
５
月
３‐
日

（土
）

午
後
２
時
～
７
時

●
チ
サ
ン
ホ
テ
ル
浜
松
町

東
京
都
港
区
芝
浦
１

‐
３
１
‐０

８
０
３

・
４
５
２

・
６
５
１
１

●
定
員
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

至
急
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
会
費
／
２
万
円

◆
海
外
か
ら
出
席
予
定

　

・
第
１
部

吉
見
ク
リ
継
顎
↓
　
・講
演

久

司

僣

代

氏

（
ア
ヴ

エ
リ
ー
ヌ
、
米
国
）

山
本

し
づ

子

氏

（米
　
　
国
）

ほ
　
か

天
野
慶
之
氏

（元

・
東
京
水
産
大
学
学
長
）

竹
井
博
友
氏

（株
式
会
社
地
産
会
長
）

■
シ

ン
ポ

ジ

ウ

ム

『
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
と
無
双

原
理
の
展
望
』

パ

不ヽ
ラ
ー

山
口
卓
三
氏

（正
食
協
会
代
表
理
事
）

佐
々
井
譲
氏

（日
本
正
食
品
研
究
所
）

中
村
二
郎
氏

（ド
イ
ツ
、
オ
ー
サ
ワ
セ
ン
タ
ー
）

■
参
加
者
意
見
発
表

●
第
２
部

桜
沢
里
真
先
生
米
寿

祝
賀
パ
ー
テ
ィ
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南
極
へ
の
旅
立
ち
を

明
日
に
ひ
か
え
て

菊

池

富

美

雄

四
十

一
年
前
の

一
九
四
五
年
八
月
十
五
日
に
敗
戦
の
ど
ん

底
に
転
落
し
て
か
ら
、
全
日
本
列
島
が
絶
望
と
不
安
に
お
の

の
い
て
い
た
二
年
後
の

一
九
四
八
年
に
、
渋
谷
駅
広
場
の
忠

犬

ハ
チ
公
銅
像
前
に
立

っ
て
「敗
戦
国
日
本
青
年
の
行
く
方
」

に
つ
い
て
街
頭
演
説
集
会
を
催
し
た
の
が
き

っ
か
け
と
な

っ

て
、
日
吉
の
Ｍ
Ｉ
で
桜
沢
如

一
先
生
に
め
ぐ
り
会
う
こ
と
に

な
り
、
さ
ら
に
代
々
木
西
原
で
の
Ｍ
Ｉ
活
動
を
跳
躍
台
と
し

て
、
国
際
的
Ｐ
Ｕ
運
動
の
拠
点
を
つ
く
る
べ
く
、　
一
九
五
五

年
十
月
、
オ
ラ
ン
ダ
船
で
ア
フ
リ
カ
経
由
、
南
米
に
渡
り
ま

し
た
。
し
か
も
、
私
ど
も
が
故
郷
の
生
家
を
発

っ
た
日
が
、
奇
し

く
も
八
月
六
日
の
広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
か
ら
十
年
目

の
記
念
す

べ
き
日
で
あ
り
、
神
戸
港
を
発

っ
て
日
本
を
後
に

し
た
の
が
十
五
日
の
終
戦
記
念
日
と
な
り
、
さ
ら
に
私
ど
も

が
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
島
、
ポ
ー
ト

・
エ
リ
ザ

ベ
ス
、
ダ
ー
バ
ン
、
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
等
に
寄
港
し
て
い
る
時

と
同
じ
く
し
て
、
桜
沢
先
生
御
夫
妻
が
同
じ
ア
フ
リ
カ
大
陸

の
赤
道
直
下
で
、
シ
ュ
バ
イ
ツ
ェ
ル
博
士
と
の
対
決
を
前
に

し
た
死
の
横
断
無
銭
旅
行
を
決
行
さ
れ
て
お
ら
れ
た
の
で
あ

り
ま
す
。

こ
う
し
て
、
桜
沢
先
生
御
夫
妻
の
欧
米
に
お
け
る
御
活
躍

に
呼
応
す
る
べ
く
、
南
米
最
大
の
都
市
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
を
中

心
に
、
今
日
ま
で
二
十
年
間
に
わ
た

っ
て
、
無
我
夢
中
で
Ｐ

Ｕ
運
動
を
展
開
し
、
広
大
な
南
米
大
陸
十
力
国

（ブ
ラ
ジ
ル
、

GEθRGE θHSAⅢ

桜 沢 如 一 先 生
(1893～ 1966)

20周 年記念執筆
(2)

ウ
ル
グ
ア
イ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
チ
リ
ー
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、

ペ
ル
ー
、
ボ
リ
ビ
ア
、
エ
ク
ア
ド
ー
ル
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
ヴ
ェ

ネ
ズ
エ
ラ
）
に
強
力
な
根
拠
を
つ
く
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、

ス
ペ
イ
ン
語
に
よ
る
三
十
余
冊
の
主
要
著
書
を
は
じ
め
定
期

出
版
物
を
発
行
し
な
が
ら
、
健
康
人

・
病
人
指
導
か
ら
料
理

教
室
、
正
食
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ら
び
に
合
気
道
道
場
、
無
双
学

園
の
運
営
に
至
る
ま
で
、　
一
応
こ
れ
だ
け
は
絶
対
必
要
と
さ

れ
る
Ｐ
Ｕ
運
動
の
総
合
的
な
基
礎
工
事
だ
け
は
格
好
が
つ
き

ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
ふ
と
我
に
帰

っ
た
瞬
間
、
い
つ
の
間
に
か
私

も
六
十
歳
を
過
ぎ
て
し
ま
い
、
桜
沢
先
生
も
第
七
天
に
旅
立

た
れ
て
か
ら
、
早
く
も
二
十
年
の
歳
月
が
流
れ
去
ろ
う
と
し

て
お
る
の
で
す
。
そ
こ
で
、
か
ね
て
よ
り
の
宿
願
の

一
つ
で

あ
り
ま
し
た
南
極
大
陸
の
踏
破
を
、
私
の
還
暦
と
Ｇ
Ｏ
先
生

の
二
十
年
忌
に
ち
な
ん
で
実
現
す
る
べ
く
、
チ
リ
ー
空
軍
を

通
じ
て
、
ひ
そ
か
に
手
配
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、

こ
の
ほ
ど
や

っ
と
そ
の
手
続
き
が
終
了
、
い
よ
い
よ
明
日
會
一

月
十
四
日
）
サ
ン
パ
ウ
ロ
発
の
ラ
ン

・
チ
リ
ー
航
空
で
サ
ン

チ
ャ
ゴ
に
飛
び
、
チ
リ
ー
空
軍
機
に
乗
り
換
え
て
、
プ
ン
タ

・
ア
レ
ー
ナ
空
軍
基
地
経
由
、
目
的
地
に
向
か
う
こ
と
に
な

り
、
今
、
そ
の
準
備
を
急
ぎ
つ
つ
、
本
文
を
走
り
書
き
し
て

お
り
ま
す
。
恩
師
の
二
十
年
忌
と
朝
露
の
如
き
我
が
六
十
年

を
憶
い
、
こ
の
度
の
南
極
で
の
極
限
と
の
出
合
い
が
、
こ
れ

か
ら
の
生
き
方
に
大
き
な
手
応
え
と
な
る
体
験
で
あ
る
こ
と

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

詳
し
い
御
報
告
は
、
無
事
に
生
還
し
て
か
ら
お
知
ら
せ
致

し
ま
す
が
、
本
年
末
に
日
本
訪
間
が
実
現
で
き
れ
ば
、
こ
ち

ら
の
実
状
を
詳
し
く
ビ
デ
オ

・
テ
ー
プ
に
ま
と
め
た
資
料
と

一
緒
に
、
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
の
参
考
品
や
ら
体
験
記
録

を
持
参
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（１
９
８
６

・
３

・
２
３
）
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桜
沢
如

一
先
生
と
の

出
会
い
を
偲
ん
で

日

野

厚

（１
）
私
が
初
め
て
桜
沢
先
生
に
接
し
た
の
は
、
昭
和
１２
年
、

私
が
１７
歳
で
大
阪
断
食
寮
に
在
寮
中
の
時
で
あ

っ
た
。
断
食

直
前
の
体
重
３２
キ

ロ
、
身
長
１
６
４
セ
ン
チ
で
断
食
を
１０
日

間
敢
行
し
、
文
字
通
り

「決
死
的
」
断
食
行
の
後
の
復
食
に

入

っ
て
間
も
な
く
だ

っ
た
と
思
う
。
全
く
フ
ラ
フ
ラ
の
時
期

で
あ

っ
た
。

桜
沢
先
生
が
入
寮
者
に
講
演
を
さ
れ
た
後
、
寮
長
の
考
え

で
、
数
多
の
人
寮
者
の
中
か
ら
数
名
が
選
ば
れ
て

（難
症
中

の
難
症
と
し
て
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
）、
別
室
で
桜
沢
先

生
の
個
人
指
導
を
受
け
た
が
、
そ
の
中
の

一
名
に
私
が
選
ば

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
時
、
桜
沢
先
生
と
私
と
の
対
話
は
ほ
と
ん

ど
何
も
な
か

っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。
寮
長
か
ら
事
前

に
説
明
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
極
め
て
短

い
言
葉
の
受
け

答
え
が
あ

っ
た
だ
け
だ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
も
し
ば

ら
く
は
、
私
が
な
ぜ
別
室
で
桜
沢
先
生
の
前

へ
呼
ば
れ
た
の

か
、
理
解
で
き
な
か

っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

後
で
寮
長
の
令
息
か
ら

「断
食
後
の
食
養
生
の
仕
方
の
指

導
を
受
け
て
お
い
た
」
と
い
う
説
明
が
あ
り
、
私
の
給
食
に

も
、
そ
の
後
、
あ
る
程
度
の
変
化
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、

少
な
く
と
も
入
寮
中
に
は
、
そ
の
た
め
と
思
わ
れ
る
健
康
上

の
影
響
は
自
覚
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
よ
う
で
あ

つ
た
。

（２
）
桜
沢
先
生
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
に
も
感
想
が
多
過
ぎ

る
が
、　
一
応
、
そ
の

一
部
を
箇
条
書
き
に
し
て
み
る
。

①
何
と
も
エ
ネ
ル
ギ

ッ
シ
ュ
な

一
生
を
送
ら
れ
た
。
た
だ

た
だ
驚
嘆
す
る
の
み
。

②
眼
難
に
敢
然
と
し
て
立
ち
向
か

っ
て
行
き
続
け
る
こ
と

に
生
き
甲
斐
を
深
く
味
わ

っ
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
ま

た
、
大
変
に
意
志
の
強
い

（場
合
に
よ

っ
て
は
強
情
と
言
え

る
か
も
？
）
と
し
か
思
い
よ
う
が
な
い
反
面
、
意
志
の
弱
い

面
も
持

っ
て
お
ら
れ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
人
間
で
あ
る

か
ら
当
然
で
は
あ
る
が
。
陰
陽
か
ら
言

っ
て
も
当
然
で
、
陽

一
点
張
り
と
い
う
事
は
あ
り
得
な
い
か
ら
。

③
大
変
に
感
性
的
な
人
で
あ

っ
た
。

④
後
進

↑
・）
の
指
導

・
教
育
に
非
常
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
投

入
し
続
け
ら
れ
た
。
（凡
人
か
ら
見
る
と
、
時
に
は

「異
常
」

〈？
〉
な
ま
で
に
）

⑤
高
度
の
イ
ン
テ
リ
か
ら

一
般
大
衆
に
い
た
る
ま
で
、
強

力
に
魅
す
る
人
柄
で
あ

っ
た
。

⑥
頭
の
回
転
の
早
い
人
で
あ

っ
た
。

⑦
と
も
か
く
も
種
々
の
面
で
、
た
ぐ
い
稀
れ
な
傑
物
で
あ

っ
た
。
③
案
外

Ｔ
↓
恥
ず
か
じ
が
り
屋
で
あ
り
、
照
れ
屋
の
面
が

あ

っ
た
と
私
に
は
思
わ
れ
る
。

⑨
ス
タ
イ
リ
ス
ト
で
あ

っ
た
。

述
べ
立
て
て
行
け
ば
際
限
が
な
い
が
、
か
よ
う
に
記
し
て

も
桜
沢
先
生
の
イ
メ
ー
ジ
が
何
と
も
適
確
に
は
浮
か
び
出
て

こ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
と
も
か
く
、
桜
沢
先
生
は

欧
米
で
の
東
洋
思
想
、
自
然
食
生
活
ブ
ー
ム
に
火
を

つ
け
ら

れ
た
事
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
功
績
は
極
め
て
大
き

い
と
言
わ
ぎ
る
を
得
ま
い
。

（３
）
桜
沢
先
生
に
初
対
面
後
、
約
３
年
間
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
と
ら
え
て
私
は
桜
沢
先
生
に
ま
つ
わ
り
つ
い
て
勉
強
を
し

た
。
そ
の
間
、
先
生
の
言
行
、
著
作
等
に
よ

っ
て
多
大
の
感

銘
を
受
け
た
。
中
で
も

『歎
異
抄
」
と
カ
レ
ル
の

『人
間
―

こ
の
未
知
な
る
も
の
』
の
勉
強
会
で
の
感
動
は
真
に
深
い
も

の
で
あ

っ
た
。
世
田
谷
の
自
宅
か
ら
田
村
町
の
食
養
会
本
部

へ
の
往
復
の
交
通
費
を
倹
約
す
る
た
め
に
、
ほ
と
ん
ど
毎
日

歩
い
て
通

っ
た
り
、
深
夜
に
お
よ
ん
で

（病
気
休
学
中
で
あ

る
の
に
）
警
官
に
不
審
尋
間
さ
れ
た
り
し
た
。
少
な
く
と
も
、

私
の
青
年
期
以
後
の
歩
み
に
極
め
て
大
き
い
影
響
を
受
け
た

こ
と
は
否
定
し
よ
う
が
な
い
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
桜
沢
先
生
の
言
葉
で
私
の
心
を
最
も

強
く
打
ち
、
か
つ
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、

《
Ｂ
ヨ

Ｑ
＆
ｏ
》

（信
じ
な
い
）
と
い
う
語
で
あ
る
。

「そ
の
理

由
を
書
け
」
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
記
す
ま
で
も
な
い
と

思
わ
れ
る
の
で
、
あ
え
て
記
さ
な
い
。
そ
れ
を
書
き
出
せ
ば

一
冊
の
本
に
も
な
り
か
ね
ま
い
。

（４
）
私
の
近
況
で
あ
る
が
、
私
は
中
学
生
の
時
、
当
時
の
医

学
に
身
を
任
せ
て
い
る
間
、
病
症
は
漸
次
悪
化
し
て
行
き
、

つ
い
に
は
文
字
通
り
死
を
待

つ
ば
か
り
と
な

っ
て
い
た
。
そ

の
時
に
、
当
時
、
全
く
医
師
か
ら
無
視
な
い
し
否
定
さ
れ
て

い
た

「断
食
療
法
」
と
か

「食
養
」
に
よ
り
、
身
心
両
面
で

劇
的
転
換
を
と
げ
、
し
か
も
、
こ
れ
ら
に
よ
る
影
響
が
必
ず

し
も
私
の
み
で
の
例
外
的
事
例
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
こ
と

を
自
ら
の
眼
で
確
か
め
ら
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
そ
の
た

めヽ
に
、
こ
れ
を

「民
間
に
咲
く
花
」
と
し
て
お
く
の
み
で
は

い
け
な
い
と
強
く
心
を
打
た
れ
、
自
ら
医
師
と
な
り
、
自
ら

の
手
で
医
学
の
土
俵
上
で
検
討
す
る
運
び
に
す
る
た
め
の

一

役
を
に
な
お
う

（他
人
頼
み
で
は
進
み
が
た
い
）
と
深
く
決

意
し
た
。

以
来
４０
数
年
、
ま
さ
に
文
字
通
り
悪
戦
苦
闘
の
連
続
。
そ

の
間
、
金
も
な
く
、
一月
書
き
も
、
地
位
も
な
く
、
泥
ま
み
れ

に
な
り
放
し
で
、
私
な
り
に
私
の
真
実

一
路
の
旅
を
続
け
た
。
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子
供
も

一
人
栄
養
失
調
死
し
た
。
私
も
人
体
実
験
の
末
、
何

回
と
な
く
死
線
を
さ
迷

っ
た
。
何
回
か
殺
さ
れ
か
け
も
し
た
。

ま
さ
に
頑
固

一
徹
、
我
が
道
を
歩
み
続
け
た
。

医
学
校
を
卒
業
し
て
約
１２
年
間
、
吊
し
の
服

一
着
も
買
え

ず
、
ズ
ボ
ン
の
折
り
目
は
擦
り
切
れ
、
そ
の
折
り
目
か
ら
下

着
が
見
え
て
い
る
の
も
気
付
か
ず
に
、
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て

の
生
命
保
険
の
審
査
に
大
会
社
の
重
役
に
会

っ
た
際
に
、
そ

れ
を
注
意
さ
れ
た
り
、
靴
も

一
足
を
２０
年
も
履
き
、
天
丼
も

な
い
ト
タ
ン
葺
き
の
小
屋
を
我
が
家
と
し
て
い
た
。
冬
は
小

屋
の
中
に
雪
が
た
ま
り
、
夏
は
４０
度
を
越
え
た
。
余
り
の
暑

さ
に
、
日
中
は
戸
外
に
い
る
方
が
涼
し
く
、
夜
は
あ
ま
り
の

暑
さ
で
赤
ん
坊
が
泣
き
通
す
た
め
に
、
妻
や
年
長
の
娘
が
夜

通
し
戸
外
を
お
ん
ぶ
し
て
歩
き
、
あ
や
し
通
し
た
。

医
師
に
な

っ
て
か
ら
２５
年
も
経
過
し
て
、
な
お
月
給
税
込

み
１２
万
円
（昭
和
４４
年
）
と
い
う
薄
給
で
研
究
に
没
頭
し
続
け

た
た
め
に
、
妻
は
３０
年
間
、
足
を
仲
ば
し
て
寝
る
空
間
も
な

い
生
活
に
耐
え
通
し
て
く
れ
た
。
我
な
が
ら
感
謝
の
涙
な
し

に
は
記
し
が
た
い
。

か
よ
う
な
こ
と
が
、
と
め
ど
な
く
思
い
出
さ
れ
る
。
近
ご

ろ
は

「医
師
」
と
言
え
ば

「悪
徳
医
師
」
と
同
義
語
の
よ
う

に
思
わ
れ
か
ね
な
い
よ
う
で
さ
え
あ
る
が
↑
し
、
私
の
よ
う

な
、
文
字
通
り
馬
鹿
な
気
違
い
医
者
も
い
た
の
で
あ
る
。
か

よ
う
な
歩
み
を
続
け
さ
せ
た
の
は
、

「断
食
道
場
」
と
桜
沢

先
生
と
か
ら
の
影
響
が
極
め
て
大
で
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
、
私
の
表
現
で
説
き
続
け
る

「生
態
学
的
栄
養
学
」

は
、
近
年
は
よ
う
や
く
い
わ
ゆ
る
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
医
学
、

あ
る
い
は
栄
養
学
か
ら
も
、
必
ず
し
も
開
め
出
さ
れ
な
い
よ

う
に
な

っ
て
来
た
と
言
え
る
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
日

本
医
師
会
雑
誌
編
集
部
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
私
の
生
態
学

的
栄
養
学
に
基
づ
く
食
事
療
法
に
関
す
る
論
文
が
同
誌
に
掲

載
さ
れ
た
（昭
和
５８
年
７
月
１５
日
号
）
が
、
お
そ
ら
く
、
か
よ

う
な
こ
と
は
、
明
治
以
来
、
初
め
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
同
上
論
文
が
選
ば
れ
て
、
そ
の
英
訳
文
が
同
会
か

ら
の
英
文
誌
に
も
掲
載
さ
れ
る
に
い
た

つ
た
。
昨
年
、
厚
生

省
の
要
請
に
よ
る

「日
本
人
の
食
生
活
指
針
策
定
検
討
委
員

会
」
か
ら
発
表
さ
れ
た

「食
生
活
指
針
」
で
も
、
私
の
説
く

と
こ
ろ
が
、
間
接
的
に
は
か
な
り
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

な

っ
て
い
る
と
も
、
私
に
は
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
私
は
日
本
栄
養

・
食
糧
学
会
や
日
本
臨
床
栄
養
学

会
の
評
議
員
を
委
嘱
さ
れ
た
り
、
日
本
絶
食
療
法
学
会
の
来

年
度
の
会
長
を
命
じ
ら
れ
た
り
す
る
に
い
た

っ
て
い
る
が
、

か
つ
て
の
事
か
ら
考
え
れ
ば
、
ま
さ
に
文
字
通
り
夢
の
如
し

と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

（５
）
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
感
想
を
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
が
、
記
せ
ば
際
限
の
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、

ひ
と
言
記
す
と
、
《
３
・
３
＆
ｏ
》
と
い
う
言
葉
を
形
骸
化
し

た
り
、
単
な
る
呪
文
と
せ
ず
に
、
行
と
し
て

一
生
行
い
続
け

る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

私
見
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
桜
沢
先
生
の
遺
教
を
少
し
で

も
忠
実
に
身
に
つ
け
て
行
こ
う
と
し
続
け
る
こ
と
と
も
な
ろ

う
し
、
ま
た
、
そ
れ
は
禅
に
も
通
じ
よ
う
し
、
真
の
信
に
も

通
じ
よ
う
と
私
に
は
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
真
に
む

つ
か
し
い
行
で
あ
る
。
し
か
し
、
さ
も
な
い
と
、
「食
養
」
と

か

「玄
米
食
」
と
か

「陰
陽
」
と
か

「東
洋
医
学
」
と
か
の

迷
信
化
に
繋
が
り
か
ね
な
く
な
ろ
う
と
私
に
は
思
わ
れ
る
。

妄
言
多
謝
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（６‐

．
３

・
１０
）

（
〒
‐４６

大
田
区
池
上
２
１
７
１
１０
　
松
井
病
院
食
養
内
科
）

玄

　
米

田

村

一　
一
一

桜
沢
さ
ん
と
い
う
と
玄
米
を
思
い
出
す
の
で
、
そ
う
い
う

題
を
つ
け
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
先
生
が
亡
く
な
ら
れ

て
も
う
二
十
年
、
奥
さ
ん
が
米
寿
と
は
驚
き
ま
し
た
。

お
二
人
で
近
江
学
園
に
来
ら
れ
た
の
は
、
昭
和
二
十
五
、

六
年
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
か
ら
、
学
園
創
設
五
年
目
ぐ
ら

い
の
頃
で
す
。

糸
賀
園
長
先
生
の
紹
介
で
、
学
園
の
幹
部
職
員
数
名
と

一

し
ょ
に
、
桜
沢
先
生
に
お
目
に
か
か
り
ま
し
た
。

そ
の
時
先
生
は
私
の
顔
を
し
ば
ら
く
見
て
お
ら
れ
ま
し
た

が
、

「
田
村
さ
ん
、
あ
な
た
は
邪
食
を
し
て
も
よ
ろ
し
い
」

と
い
わ
れ
ま
し
た
。
邪
食
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
の
で

「邪
食
と
は
な
ん
で
す
か
」
と
き
く
と
、
先
生
は

苦
笑
い
を
さ
れ
て

「今
ま
で
通
り
の
も
の
を
食
べ
て
い
て
よ

い
の
で
す
」
と
い
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
学
園
全
体
が
玄
米
食
に
切
り
か
え
ら
れ
ま
し

た
が
、
職
員
の
中
に
は
玄
米
の
き
ら
い
な
連
中
が
随
分
と
い

て
、
だ
い
ぶ
が
た
が
た
し
ま
し
た
。

「
田
村
、
お
前
、
園
長

先
生
に
玄
米
食
廃
止
を
頼
ん
で
く
れ
や
」
と
い
わ
れ
ま
し
た

が
、

「玄
米
は
体
に
良

い
の
じ
ゃ
、
そ
れ
に
な
か
な
か
う
ま

い
も
ん
じ
ゃ
、
し

っ
か
り
食
べ
ろ
」
と
い
う
と
、　
コ
」
の
野

郎
、
桜
沢
先
生
か
ら
お
墨
附
き
を
貰

っ
て
お
る
と
思
い
よ

っ

て
」
と
呪
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
私
は
玄
米
は
体

に
も
よ
い
し
、
事
実
う
ま
い
の
で
嫌
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
現
在
、
大
萩
に
あ
る
著
荷
村
も
昭
和
五
十
七
年
開
村

以
来
、
ず

っ
と
、
自
分
た
ち
の
つ
く

っ
た
玄
米
を
食
べ
つ
づ

け
て
い
ま
す
。
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時
々
著
荷
村
へ
行
き
ま
す
が
、
玄
米
の
お
こ
わ
に
山
菜
、

野
菜
を
添
え
た

「著
荷
村
弁
当
」
を
食
べ
る
の
が
大
き
な
楽

し
み
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（６‐

．
３

・
１２
）

（
〒
５２０
１
３‐
　
滋
賀
県
甲
賀
郡
石
部
町
東
寺
８
２
９
　
作
家
）

信
念
と
意
志
と
情
熱
を

持

て
な

い
人
生
は

生
き
る
に
値
し
な

い

西

塚

等

一
九
六
二
年
元
旦
の
昼
、
プ
リ

ュ
ッ
セ
ル
の
ホ
テ
ル
の
レ

ス
ト
ラ
ン
で
、
私
は
先
生
と
向
か
い
合

っ
て
坐

っ
て
い
た
。

目
の
前
に
は
二
つ
の
ホ

ッ
ト
ミ
ル
ク
が
置
か
れ
て
い
た
。
私

は
先
生
に
、
十
五
年
間
の
お
礼
と
お
詫
び
と
そ
し
て
お
別
れ

の
た
め
に
ベ
ル
ギ
ー
ま
で
行

っ
た
の
だ

っ
た
。

先
生
は
だ
ま

っ
て
聞
い
て
下
さ

っ
た
。
そ
し
て
、

「
し
ば

ら
く
オ

・
り

・
ド
ー
レ
に
泊
ま

っ
て
な
さ
い
。
も
う
い
ち
ど

よ
く
考
え
て
、
で
き
る
こ
と
な
ら
こ
の
ま
ま
ベ
ル
ギ
ー
に
い

な
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
。
市
の
中
心
に
あ
る
玄
米
レ
ス
ト
ラ

ン
、
オ

・
り

・
ド
ー
レ
に
十
日
ほ
ど
泊
ま

っ
た
が
、
や
は
り

私
は
日
本
へ
帰

っ
た
。
も
う
先
生
と
お
会

い
す
る
こ
と
も
な

い
だ
ろ
う
。
か
と
い
っ
て
、
ナ
ニ
を
し
よ
う
と
い
う
ア
テ
も

な
か

っ
た
。

五
月
、
い
き
な
り
「
フ
ラ
ン
ス
ヘ
来
い
」
と
い
う
お
手
紙
と

船
の
切
符
が
送
ら
れ
て
き
た
。
船
は
十
日
後
に
横
浜
を
出
る
。

パ
タ
バ
タ
と
手
続
き
を
し
て
六
月
九
日
フ
ラ
ン
ス
船
に
乗
り
、

三
十
日
後
に
西
海
岸
の
キ
ャ
ン
プ
に
着
い
た
の
だ

っ
た
。

先
生
に
お
会
い
し
て
か
ら
二
十
九
年
が
過
ぎ
た
。
想
い
出

が
ビ
デ
オ
で
見
る
よ
う
に
、
時
間
や
場
所
に
か
か
わ
り
な
く

次
ぎ
次
ぎ
に
目
の
前
に
現
わ
れ
る
。

最
近
に
な

っ
て
、
し
き
り
に
考
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。

「先
生
は
ナ
ニ
を
言
わ
ん
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
？
　
そ
し
て
、

ナ
ニ
を
な
さ
ん
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
。
本
を
ひ

つ
ぱ

り
出
し
て
、
く
り
返
し
読
ん
で
、
答
え
を
探
そ
う
と
努
め
て

い
る
。

「確
固
た
る
信
念
と
、
強
烈
な
意
志
と
、
燃
え
る
よ
う
な
情

熱
を
持
て
な
い
よ
う
な
人
生
は
生
き
る
に
値
し
な
い
よ
」
と
、

壁
に
掛
け
て
あ
る
先
生
の
写
真
が
見
下
ろ
し
て
い
る
よ
う
に

思
え
て
な
ら
な
い
か
ら
。

（６‐

．
３

・
３
）

（
〒
‐６０
　
東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
８
１
５
１
３
　
ス
ト
ー
ク

新
宿
小
岩
井
ビ
ル
６
０
３
　
サ
ン
ゴ
草
本
舗
内
　
Ｐ
Ｕ
ネ
ー

ム
、
カ
ー
ン
）

桜
沢
先
生
と
の

出
会

い
と
お
別
れ

〓
一
木

不lJ

夫

昭
和
二
十
二
年
十
月
頃
で
あ

っ
た
ろ
う
か
。
当
時
学
生
だ

っ
た
私
は
神
田
の
本
屋
で

『人
間
―
こ
の
未
知
な
る
も
の
』

を
立
ち
読
み
す
る
う
ち
、
そ
の
訳
者

（桜
沢
先
生
）
の
あ
ま

り
に
も
型
破
り
の
解
説
文
に
魅
せ
ら
れ
、
つ
い
購
入
し
た
。

こ
れ
が
き

っ
か
け
で
、
感
銘
の
ま
ま
を
感
想
文
に
託
し
て
、

発
送
し
た
と
こ
ろ
、　
一
週
間
も
経
た
な
い
う
ち
に

「十

一
月

×
日
に
、
大
倉
山
文
化
科
学
研
究
所
に
お
い
て
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

が
あ
る
。
直
ち
に
参
加
せ
よ
＝
」
と
ま
る
で

一
方
的
に
命
令

調
の
葉
書
が
舞
い
こ
ん
で
来
た
。

カ
レ
ル
の
も
の
を
訳
さ
れ
た
有
名
な
哲
学
者
で
か
つ
作
家

か
ら
の
お
呼
び
か
け
と
あ

っ
て
は
、
ち
ゅ
う
ち
ょ
も
遠
慮
も

あ

っ
た
も
の
で
な
く
。
指
定
さ
れ
た
当
日
、
会
場

へ
す

っ
飛

ん
で
行

っ
た
も
の
で
あ
る
。

す
で
に
五
十
人
ぐ
ら
い
の
受
講
者
た
ち
が
、
ぎ

っ
し
り
と

つ
め
か
け
、
目
を
輝
か
せ
て
坐

っ
て
い
た
。

十
代
か
ら
六
十
歳
代
ま
で
の
年
齢
層
の
違
い
も
驚
い
た
が
、

服
装
も
ま
ち
ま
ち
で
、
旧
軍
人
服
、学
生
服
、
女
性
た
ち
の
色

と
り
ど
り
の
服
装
の
中
に
、
当
時
の
敗
戦
国
民
に
と

っ
て
は

畏
敬
の
的
で
あ

っ
た
進
駐
軍
の
将
校
服
が
ま
ぶ
し
く
、
こ
れ

に
は
再
び
驚
い
た
。
い
よ
い
よ
桜
沢
先
生
が
壇
上
に
立
ち
講

義
が
始
ま
る
と
、
ま
こ
と
に
ユ
ニ
ー
ク
な
話
し

っ
ぷ
り
で
、

ま
る
で
四
次
元
の
世
界
を
越
え
た
宇
宙
人
の
話
を
聞
い
て
い

る
塩
梅
で
あ
る
。

講
義
の
内
容
は
、
確
か

「世
界
政
府
樹
立
運
動
」
に
関
す

る
も
の
で
あ

っ
た
が
、
と
に
か
く
次
々
と
英
語
や
フ
ラ
ン
ス

語
が
飛
び
出
す
の
で
、
意
味
も
内
容
も
未
消
化
の
ま
ま
、　
一

応
最
後
ま
で
聴
講
し
た
。

し
か
し
こ
の
講
義
の
雰
囲
気
は
、
当
時
敗
戦
に
う
ち
の
め

さ
れ
国
民
総
沈
滞
ム
ー
ド
の
中
に
、
異
様
な
ま
で
に
活
気
あ

ふ
る
る
人
々
の
顔
々
、
瞳
に
日
を
見
は

っ
た
も
の
で
あ
る
。
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そ
れ
か
ら

一
週
間
後
、
Ｍ
Ｉ
生
と
し
て
桜
沢
先
生
の
膝
下

に
入

っ
た
。
や
が
て
新
生
活
協
会
理
事
を
命
ぜ
ら
れ
、
何
カ

月
か
の
先
輩
た
ち
で
あ

っ
た
佐
藤
登
氏

（現
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク

・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
五
番
街
在
住
）
と
安
原
久
雄
氏

（現
、

ベ
ル
ギ
ー
在
住
）
の
二
人
が
、

「
コ
ン
パ
』
編
集
と
発
行
の

お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
間
は
短
か

っ
た
が
、
印
刷
が
仕
上
が
る
と
、
神
田
の

印
刷
所

（佐
藤
氏
の
実
家
）
か
ら
、
「
コ
ン
パ
』
を
二
人
で
手

わ
け
し
、
そ
れ
ぞ
れ
リ

ュ
ッ
ク
に
積
み
こ
ん
で
は
中
央
線
、

東
横
線
に
乗
り
こ
み
、
妙
蓮
寺
の
桜
沢
先
生
宅
ま
で
せ

っ
せ

と
運
ん
だ
も
の
だ
。
時
に
は
間
屋
と
間
違
え
ら
れ
、
中
身
を

調
べ
ら
れ
る
と
い
う
傑
作
も
あ

っ
た
が
、
実
に
楽
し
い
思
い

出
の
多
い
時
期
で
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
当
時
の
桜
沢
先
生
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
正
に

超
人
的
な
も
の
で
、
言
一、
三
時
間
の
睡
眠
の
日
が
ほ
と
ん
ど

で
、
起
き
て
お
ら
れ
る
間
は
、
た
い
て
い
は
各
地
に
講
演
、

講
義
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
席
の
あ
た
た
ま
る
間
も
な
い
状
態
で
、

そ
の
間
隙
を
ぬ
う
よ
う
に
し
て
は
、
せ

っ
せ
と

「新
政
府
樹

立
運
動
」
の
原
稿
書
き
、
『
コ
ン
パ
』
の
原
稿
、
そ
の
合
間
に

『永
遠
の
少
年
ヽ
天
国
の
鍵
』
そ
の
他
二
、
四
冊
の
図
書
の

原
稿
を
書
き
綴

っ
て
お
ら
れ
た
。

わ
れ
わ
れ
ス
タ
ッ
フ
は
、
息
を
ひ
そ
め
、
書
斎
の
方
か
ら

「ホ
イ
″
　
浄
書
だ
」
と
手
渡
さ
れ
た
原
稿
を
、
そ
れ
ぞ
れ

手
分
け
し
、
浄
書
を
し
た
り
、
整
理
を
し
た
り
、
割
付
表
の

作
成
に
か
か
る
わ
け
で
あ
る
が
、
先
生
の
機
関
銃
の
よ
う
な

速
筆
ぶ
り
に
は
、
二
人
が
か
り
で
も
容
易
に
追
い
つ
け
る
も

の
で
は
な
い
。
コ
」
の
時
間
ド
ロ
ボ
ー
」
「
ノ
ロ
マ
の
ト
ン
マ

の
ウ
ス
ノ
ロ
野
郎
」
と
そ
の
た
び
に
ハ
ッ
パ
を
か
け
ら
れ
た

も
の
だ
が
、
あ
せ
れ
ば
あ
せ
る
ほ
ど
、
ミ
ス
は
多
く
な
り
、

罵
声
の
方
も
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
く
る
。

し
か
し
、
辛
い
陰
に
は
楽
し
い
救
い
が
あ
る
も
の
で
、
あ

の
時
代
で
、
も

っ
と
も
楽
し
く
、
嬉
し
か

っ
た
思
い
出
と
い

え
ば
、
せ

つ
せ
と
編
集
中
、
リ
マ
夫
人
か
ら
の
す
ば
ら
し
い

差
入
れ
が
あ

っ
た
こ
と
で
あ
る
。

食
養
番
茶
に
、
コ
ン
ガ
リ
焼
け
た
玄
米
パ
ン
、
そ
れ
に
黒

砂
糖
の
入

っ
た
ガ
ト
ー

（菓
子
）
類
を
、
そ
―
っ
と
私
ど
も

の
机
の
上

へ
置
い
て
下
さ

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
あ
の
あ

っ
た

か
い
香
ば
し
い
味
わ
い
は
、
常
に
飢
え
渇
え
て
い
た
時
で
あ

っ
た
だ
け
に
涙
が
出
る
ほ
ど
嬉
し
く
、
お
互
い
に
合
掌
し
、

お
し
頂
い
て
食
べ
た
思
い
出
は
、
今
も
な
お
忘
れ
ら
れ
な
い

貴
重
な
思
い
出
の

一
つ
と
し
て
大
切
に
心
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
秘

め
て
い
る
。

し
か
し
、
若
さ
も
あ
り
、
我
が
ま
ま

一
ぱ
い
の
年
代
だ
け

に
、
毎
日
雨
、
ア
ラ
レ
の
よ
う
な
先
生
か
ら
の
ハ
ン
マ
ー
リ

ン
グ
に
は
耐
え
き
れ
ず
、
つ
い
に
夜
逃
げ
同
様
の
状
態
で
先

生
の
膝
下
か
ら
去

っ
た
の
で
あ
る
。
た
し
か
、
夜
逃
げ
の
前

夜
の
こ
と
だ

っ
た
と
思
う
が
、
安
原
氏
と
二
人
で
お
ず
お
ず

と
辞
職
願
い
を
し
、
事
務
交
代
を
申
し
入
れ
た
と
き
の
こ
と
、

先
生
の
怒
り
は
本
当
に
す
ご
か
っ
た
。

「キ
ミ
た
ち
の
職
場
放
棄
は
、
軍
人
が
戦
場
で
敵
前
逃
亡
と

同
じ
だ
。
銃
殺
も
の
だ
″
　
銃
殺
を
覚
悟
な
ら
出
て
行
け

っ

″
」
こ
の
時
の
こ
わ
さ
が
、
そ
れ
か
ら
何
十
年
た

っ
た
今
で

も
時
折
り
、
夢
に
出
て
く
る
ん
だ
か
ら
、
ど
ん
な
に
お
そ
ろ

し
い
も
の
で
あ

っ
た
か
想
像
が
つ
く
も
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

と
も
あ
れ
、　
一
週
間
ぐ
ら
い
た

っ
て
、
二
人
は
四
国
の
山
奥

へ
逃
げ
帰

っ
た
。
以
後
、
先
生
か
ら
よ
く
云
わ
れ
た
予
言
の

と
お
り

「月
給
ド
ロ
ボ
ー
」

「
ド
レ
イ
が
ら
み
」
の
人
生
を

た
ど
る
結
果
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

選
び
も
選
ん
だ
り
、
二
人
の
就
職
先
は
、
不
自
由
人
の
収

容
所

（刑
務
所
）
に
就
職
の
道
を
選
ん
だ
の
だ
か
ら
、
先
生

に
対
す
る
大
き
な
反
逆
行
為
を
犯
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

桜
沢
先
生
の
許
を
去

っ
て
十
年
も
た

っ
た
頃
、　
″縁
は
異

な
も
の
奇
な
る
も
の
″
と
い
う
が
、
全
く
偶
然
な
が
ら
、
元

『
コ
ン
パ
』
の
編
集
に
た
ず
さ
わ

っ
た
ス
タ
ッ
フ
が
二
人
、

同
じ
市
内
に
住
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
山
口
卓
二
氏
と
安
原
久
雄
氏
と
小
生
の
二
人
で
あ

っ

た
。
（こ
の
経
過
に
つ
い
て
は

『正
食
』
誌
二
〇
〇
号
記
念
号

に
掲
載
し
て
い
る
の
で
省
略
し
ま
す
）

以
来
、
岡
田
周
三
先
生
と
の
縁
が
出
来
、
「よ
み
が
え
り
』

『健
康
と
平
和
」

『正
食
」
と
約
十
五
年
に
わ
た

っ
て
、
細

細
な
が
ら
、
こ
の
編
集
に
就
か
せ
て
も
ら

っ
た
が
、
十
年
前

に
仕
事
上
の
都
合
で
引
退
し
、
今
日
に
い
た

っ
て
い
る
。

桜
沢
先
生
と
の
出
会
い
が
あ

っ
て
、
今
日
ま
で
、
常
に
私

の
心
の
中
に
は
、
桜
沢
先
生
は
、
父
親
的
存
在
と
し
て
仰
い

で
い
た
こ
と
、
岡
田
先
生
を
母
親
的
存
在
と
し
て
仰
い
で
い

た
こ
と
が
、
こ
の
歳
に
な
り
し
み
じ
み
と
有
難
く
味
わ
え
て

く
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
元
来
、
人
前
に
出
て
し

ゃ
べ
っ
た
り
、
ま
た
人
よ
り
率
先
し
て
事
に
当
る
こ
と
の
も

っ
と
も
苦
手
な
自
分
の
性
格
か
ら
し
て
、
か
つ
て
コ
ツ
コ
ツ

と
裏
方
役
と
し
て
編
集
に
従
事
し
て
い
た
時
が
、
最
も
心
豊

か
な
充
実
し
た

一
刻
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

少
く
と
も
そ
れ
に
よ

っ
て
、
先
生
方
に
対
す
る
万
分
の

一
の

報
謝
行
に
つ
な
が
る
と
思
え
た
か
ら
…
…
…
と
も
あ
れ
、
自

分
も
こ
の
二
月
で
現
役

（刑
務
官
）
を
引
退
す
る
こ
と
と
な

っ
た
が
、爾
後
は
、
得
度
を
受
け
、
僧
籍
に
入
る
つ
も
り
で
あ

２つ
。そ
し
て
今
は
亡
く
天
国
に
お
わ
す
御
両
親

（神
）
桜
沢
先
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生
、
岡
田
先
生
の
御
冥
福
を
秘
か
に
念
じ
な
が
ら
、
人
様
に

邪
魔
に
な
ら
ず
苦
に
も
さ
れ
な
い
余
生
を
送
り
た
い
と
思
う

今
日
こ
の
こ
ろ
で
あ
る
。

（６‐
．
２

・
２‐
）

（
〒
７７９
‐
３４
　
徳
島
県
麻
植
郡
山
川
町
舟
戸
）

高

木

正

朝

桜
沢
先
生
二
十
周
年
と
は
月
日
の
経
つ
の
の
早
さ
に
は
驚

く
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。
私
が
初
め
て
先
生
に
お
目
に
掛
か

っ
た
の
は
、
戦
後
間
も
な
い
確
か
二
十
四
年
頃
、
原
爆
の
荒

れ
果
て
た
爆
心
地
に
近
い
広
島
市
紙
屋
町
の
角
に
あ

っ
た
ガ

ス
ビ
ル
の

一
室
で
す
。

私
は
九
州
出
身
で
す
が
、
家
内
が
広
島
の
田
舎
だ

っ
た
の

で
、　
一
時
、
田
合
に
居
り
ま
し
た
が
、　
一
人
の
知
人
も
い
な

い
広
島
市
に
住
み
つ
き
、
何
と
か
市
の
復
興
に
寄
与
す
べ
き

で
あ
る
と
考
え
、
戦
前
、
中
国
電
力
社
長
で
あ

っ
た
鈴
川
貫

一
先
生
を
会
長
に
、
日
銀
支
店
長
森
下
新
氏
、
中
国
四
国
地

方
建
設
局
長
、
広
島
大
学
教
授
の
諸
先
生
、
そ
れ
に
外
地
か

ら
引
き
揚
げ
た
有
力
諸
氏
と
、
今
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
式

な
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
プ
を
結
成
、
毎
月

一
回
、
会
費

百
円
で
会
合
し
て
い
た
、
そ
の
グ
ス
ト
と
し
て
先
生
を
お
迎

え
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

私
は
第

一
回
か
ら
司
会
者
と
し
て
市
当
局
に
沢
山
の
建
設

的
意
見
を
提
出
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
私
の
基
本
的
姿
勢
は

人
間
は
初
対
面
で
心
が
通
じ
合
わ
な
か
っ
た
ら
、
何
べ
ん
会

っ
て
も
意
味
が
な
い
と
考
え
て
い
る
も
の
で
す
が
、
先
生
の

人
を
食

っ
た
よ
う
な
堂
々
た
る
哲
学
の
深
さ
に
感
動
し
て
、

初
対
面
で
心
が
通
じ
あ

っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

以
来
私
は
、
荒
廃
の
中
に
あ

っ
た
青
少
年
育
成
の
た
め
に

は
偉
大
な
空
手
道
の
開
祖
、
船
越
義
珍
先
生
の
も
と
で
修
業

し
た
空
手
道
の
振
興
を
図
る
べ
き
だ
と
の
決
意
に
燃
え
て
、

現
在
の
社
団
法
人
日
本
空
手
道
協
会
を
結
成
、
日
本
全
国
は

も
と
よ
り
世
界
に
五
百
団
体
の
会
員
を
養
成
す
る
に
至
り
ま

し
た
。
上
京
以
来
、
た
び
た
び
先
生
に
御
目
に
か
か

っ
て
い

ま
し
た
が
、
先
生
は
私
に

「貴
方
は
戦
車
だ
、
こ
れ
と
思

っ

た
ら

一
直
線
に
前
進
す
る
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

も

一
つ
大
切
な
こ
と
は
、
御
令
室
リ
マ
さ
ん
の
こ
と
で
あ

る
。
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
昭
和
十
二
年
か
ら
蒙
彊
新
聞
社

の
北
京
と
天
津
の
支
局
長
と
通
信
部
長
を
し
て
い
た
当
時
、

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
多
大
の
関
心
を
抱
き
、
中
央
ア
ジ
ア
横
断

鉄
道
建
設
論
な
ど
を
連
載
し
て
い
ま
し
た
が
、
リ
マ
さ
ん
の

従
弟
の
須
田
正
継
氏
が
厚
和
に
で
ん
と
居
す
わ
り
、
多
く
の

西
北
問
題
の
中
心
人
物
と
し
て
信
頼
さ
れ
て
い
た
の
で
親
交

を
結
ん
で
い
ま
し
た
。
戦
後
は
日
本
大
学
で
講
義
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
私
が
四
谷
に
空
手
の
道
場
を
開
設
し
た
の
で
、

た
び
た
び
私
を
訪
れ
て
往
年
の
話
を
し
て
、
雄
大
な
蒙
占
高

原
に
思
い
を
馳
せ
た
も
の
で
す
。

リ
マ
さ
ん
は

一
昨
年
か
ら
骨
折
さ
れ
た
の
で
心
配
し
て
い

ま
す
。
数
年
前
、
日
本
武
道
館
で
挙
行
し
た
全
日
本
空
手
道

選
手
権
大
会
に
列
席
さ
れ
た
時
、
三
笠
宮
殿
下
が

「お
珍
し

い
、
リ
マ
先
生
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
自
ら
挨
拶
さ
れ
た

こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

桜
沢
先
生
の
教
え
が
リ
マ
さ
ん
に
引
き
継
が
れ
、
物
質
文

明
の
と
り
こ
と
な

っ
て
生
命
の
尊
さ
を
忘
れ
て
し
ま

っ
た
人

類
救
済
の
国
際

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ツ
ク
運
動
が
、
さ
ら
に
二

十
周
年
記
念
を
転
機
に

一
大
躍
進
さ
れ
ん
こ
と
を
切
望
し
て

私
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
　

　

　

　

　

　

（６‐

．
２

・
１３
）

（
〒
‐５０
　
渋
谷
区
恵
比
寿
西

一
―
六
―

一　

社
団
法
人
日
本

空
手
協
会
常
任
相
談
役
）

坂

口
　
　
弘

高
校

（旧
制
）
時
代
、
運
動
部
生
活
に
明
け
暮
れ
た
私
は
、

大
学
入
試
を
前
に
し
て
無
理
な
勉
強
を
し
た
。
夜
半
眠
く
な

る
と
、
隣
室
の
沖
縄
出
身
の
友
人
が
く
れ
る
砂
糖
菓
子
を
食

べ
て
眠
気
を
払

っ
た
。
便
秘
が
起
こ
る
と
バ
ナ
ナ
を
買

っ
て

き
て
食
べ
る
と
い
う
毎
日
で
、
や

っ
と
四
月
に
大
学
に
入
学

し
た
が
、
全
く
ひ
ど
い
神
経
衰
弱
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
朝

食
の
箸
を
持
つ
の
も
重
い
位
に
肩
こ
り
が
ひ
ど
い
。
こ
ん
な

筈
で
は
な
い
と
思
案
し
つ
つ
、
あ
る
時
本
屋
で

『新
し
い
栄

養
学
』
と
い
う
本
が
目
に
つ
い
た
。
桜
沢
―
ど
こ
か
で
見
た

こ
と
の
あ
る
人
と
考
え
て
み
る
と
、
高
校
時
代
に
愛
読
し
た

ア
レ
キ
シ
ス

・
カ
レ
ル
の

『人
間
―
こ

の
未
知
な
る
も
の
』

の
訳
者
で
あ
る
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
し
か
も
そ
の
序
文
に

訳
者
が
、
カ
レ
ル
が
な
げ
か
け
た
人
間
に
関
す
る
疑
間
に
東

洋
医
学
は
答
え
る
多
く
の
も
の
を
持

っ
て
い
る
、
と
書
い
て

い
る
こ
と
が
鮮
明
に
思
い
出
さ
れ
た
。

早
速
、
桜
沢
氏
を
訪
ね
て
話
を
聞
き
、
本
を
読
む
う
ち
に
、

私
の
神
経
衰
弱
の
原
因
も
す
べ
て
わ
か

っ
た
。

こ
の
学
問
を
や
り
た
い
。
も
と
も
と
高
校
時
代
に
マ
ッ
カ

ラ
ム
の

『栄
養
新
説
』
や
鈴
木
梅
太
郎
の

『栄
養
読
本
』
を

読
ん
で
い
た
の
で
、
栄
養
と
東
洋
医
学
に
は
興
味
が
あ

っ
た
。

当
時
、
戦
争
中
で
困
難
は
あ

っ
た
が
、
東
京
大
学
理
学
部
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よ
り
、
無
双
原
理
講
究
所
に
近
い
京
都
大
学
医
学
部

へ
移

っ

と
だ

。

以
後
大
学
生
活
の
間
、
ま
た
卒
業
し
て
医
師
に
な

っ
て
か

ら
も
た
び
た
び
話
を
聞
き
、
大
津
の
道
場

へ
行
き
、
夏
期
大

学
へ
も
参
加
し
て
教
え
を
受
け
た
。

そ
し
て
医
師
に
な

っ
て
か
ら
も
、
陰
陽
の
東
洋
哲
学
を
基

本
と
す
る
漢
方
医
学
を
専
攻
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

○
桜
沢
先
生
よ
り
学
ん
だ
こ
と

青
年
時
代
の
多
感
な
頃
に
教
え
を
受
け
た
わ
け
で
、
知
ら

な
い
間
に
し
み
こ
ん
で
い
る
こ
と
が
多
い
と
思
う
。

一
番
よ
く
思
い
出
す
こ
と
は
、

「
ノ
ン
　
ク
レ
ド
ー
」
と

よ
く
言
わ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

既
成
の
概
念
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
頭
で
納
得

が
い
く
ま
で
よ
く
考
え
る
よ
う
に
教
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
本

当
に
有
難
い
こ
と
だ
と
思
う
。

ま
た
、
雑
巾
を
真

っ
白
に
な
る
ま
で
ゆ
す
ぎ
出
せ
、
便
所

へ
入

っ
た
ら
履
物
を
き
ち
ん
と
揃
え
て
お
け
な
ど
、
お
寺
で

や
る
よ
う
な
修
行
も
い
つ
の
間
に
か
身
に
つ
い
て
、
他
家
の

履
物
で
も
揃
え
て
い
る
自
分
を
み
て
、
面
白
く
思
う
こ
と
が

あ
る
。

ま
た
、
い
ろ
ん
な
本
を
教
え
て
も
ら

っ
た
。
ク
ロ
ー
ニ
ン

の

『
シ
タ
デ
ル
』
と
か
、
杉
本
さ
ん
の

『武
士
の
娘
』
な
ど

を
思
い
出
す
が
、
本
を
読
む
コ
ツ
や
そ
の
中
か
ら
自
分
の
糧

を
抽
き
出
す
コ
ツ
の
よ
う
な
も
の
を
教
え
て
も
ら

つ
た
と
思

う
。
ア
ラ
ビ
ヤ
の
ロ
ー
シ
ン
ス
と
か
ラ
フ
ル
ズ
と
い
っ
た
人

の
こ
と
も
教
え
て
も
ら

っ
た
。

病
原
菌
を
恐
れ
て
、
消
毒
し
た
リ

マ
ス
ク
を
し
た
り
す
る

考
え
方
か
ら
、
ケ
ガ
や
負
傷
も
自
分
の
邪
食
の
結
果
で
あ
る

と
考
え
る
生
命
の
力
を
教
え
て
も
ら

っ
た
こ
と
は
最
大
の
幸

福
だ
と
思

っ
て
い
る
。

現
在
の
私
は
、
臨
床
医
と
し
て
、
多
く
の
病
人
に
食
養
に

よ
り
健
康
を
回
復
す
る
よ
う
に
指
導
し
、
東
洋
医
学
の
専
門

家
と
し
て
、
陰
陽
原
理
に
よ
る
医
学
を
整
理
し
、
あ
ま
り
に

も
物
質
的
に
走

っ
た
医
学
の
矯
正
に
力
を
尽
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

ま
た
、
国
際
東
洋
医
学
会
会
長
と
し
て
国
際
協
調
に
努
力

し
て
い
る
の
も
、
若
く
し
て
フ
ラ
ン
ス
ヘ
飛
び
出
し
た
桜
沢

先
生
の
教
え
が
国
際
的
活
動
へ
と
導
い
て
く
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（６‐

．
２

・
１４
）

（
〒
鍋
　
一示
都
市
左
京
区
鹿
ケ
谷
上
宮
ノ
前
町
５４
　
聖
光
園

細
野
診
療
所
）

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

ヘ
奥

野

春

子

昭
和
十
六
年
九
月
、
島
根
県
邑
智
郡
田
所
村
の
真
清
寺
に

在
住
の
折
、
高
田
義
人
氏
が
講
演
に
来
ら
れ
て
、
食
養
の
話

を
聞
い
た
の
が
始
め
で
し
た
。
そ
の
頃
体
調
が
わ
る
く
、
健

康
の
こ
と
に
関
心
が
あ
り
、
特
別
に

「む
す
び
誌
」
を
頂
き

玄
米
食
を
実
行
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
実
行

が
む
つ
か
し
く
、
翌
年
の
夏
、
大
津
で
の
講
習
会
に
参
加
し

て
、
桜
沢
如

一
先
生
と
森
山
シ
マ
先
生
の
指
導
を
う
け
て
、

食
養
こ
そ
生
命
の
も
と
で
あ
る
こ
と
に
感
銘
し
、
食
箋
を
実

行
し
、
昭
和
十
八
年
に
田
所
村

へ
桜
沢
先
生
、
森
山
先
生
を

招
待
し
て
村
の
人
に
も
、
食
養
と
平
和
思
想
の
講
演
を
三
日

間
し
て
頂
き
ま
し
た
。
感
銘
を
受
け
た
人
が
、
二
、
三
実
行

し
ま
し
た
が
、
病
人
は
意
志
が
弱
く
長
く
つ
づ
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

そ
の
頃
、
物
質
が
不
足
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
私
は
ま
が

り
な
り
に
実
行
し
て
、
昭
和
二
十
二
年
に
意
を
決
し
て
、
こ

れ
こ
そ
私
の
進
む
べ
き
道
と
し
て
、横
浜
の
日
吉
Ｍ
Ｉ
に
、参

り
ま
し
た
。
リ
マ
先
生
に
や
さ
し
く
料
理
を
教
え
て
頂
き
、

Ｍ
Ｉ
生
と
共
に
た
の
し
く
、
き
び
し
い
毎
日
で
、
生
き
甲
斐

を
感
じ
ま
し
た
が
、
三
カ
月
位
し
て
、
主
人
が
怒
り
、
母
が

嘆
願
す
る
の
で
、
と
う
と
う
私
は
家
に
か
え
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
貰
い
子
を
し
て
育
て
る
こ
と
に
な
り
、
二
十
五

年
に
広
島

へ
来
て
住
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

広
島
で
同
志
が
集

っ
て
、
会
を
持
ち
、
如

一
先
生
リ
マ
先

生
を
迎
え
て
の
勉
強
会
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
道
は
、
昔

の
修
行
僧
に
も
似
て
、
き
び
し
い
道
で
す
。

先
生
の
教
え
は
、
食
よ
り
始
め
て
、
平
和
の
大
理
想

へ
の

実
行
が
と
も
な
い
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
本
当
の
教
育
と
思
い
ま

す
。
先
生
に
お
会
い
出
来
て
、
こ
の
道
を
教
え
て
頂
い
た
こ

と
を
有
難
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。
然
し
私
の
意
志
が
弱
く
て

こ
の
道
を
は
ず
れ
た
こ
と
を
大
変
は
ず
か
し
く
思
い
ま
す
。

け
れ
ど
、
こ
の
春
七
十
二
歳
を
つ
つ
が
な
く
迎
え
て
、
生

命
の
不
思
議
を
お
も
い
ま
す
。

短
歌
を
作

っ
て
五
十
年
、
吟
詠
を
二
十
年
、
こ
れ
は
つ
づ

け
て
お
り
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
、
育
て
た
娘
が
結
婚
し
て
、

そ
の
家
族
と
共
に
、
日
下
五
人
の
生
活
で
す
。
主
人
は
昨
年

十
月
、
八
十
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

-11-



桜
沢
如

一
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
は
、
大
変
残
念
で

し
た
が
、
リ
マ
先
生
が
健
在
で
、
活
躍
な
さ

っ
て
い
る
こ
と

を
う
れ
し
く
存
じ
ま
す
。

日
本
Ｃ
Ｉ
が
、
ま
す
ま
す
栄
え
ま
す
こ
と
を
念
じ
ま
す
。

（６‐

．
２

・
１９
）

（
〒
鵠
　
広
島
市
西
区
三
滝
本
町
１
１
３４
１
７
　
Ｐ
Ｕ
ネ
ー

ム
、
フ
ラ
ン
シ
ス
カ
）

金

子

義

太

郎

昭
和
二
十
六
年

一
月
の
あ
る
日
の
午
後
、
私
は
新
宿
駅
の

ホ
ー
ム
に
い
た
。
当
時
は
朝
鮮
戦
争
の
真

っ
最
中
で
、
新
宿

の
伊
勢
丹
デ
パ
ー
ト
の
三
階
か
ら
上
は
全
部
ア
メ
リ
カ
軍
に

接
収
さ
れ
て
い
て
、
軍
用
地
図
の
秘
密
工
場
に
な
っ
て
い
た
。

私
は
そ
こ
で
、
と
て
つ
も
な
い
大
型
の
特
殊
複
写
機
を
使

っ

て
、
朝
鮮
、
満
州
の
地
図
を
作
製
す
る
仕
事
を
し
て
い
た
。

二
十
四
時
間
制
の
早
番
の
勤
務
を
お
え
て
、
さ
て
こ
れ
か
ら

何
を
し
よ
う
か
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
へ
、

「世
界
政
府
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
新
間
で
す
。　
一
部
い
か
が

で
す
か
」

と
い
っ
て
、
可
愛
い
女
の
子
が
寄

っ
て
き
た
。

「世
界
政
府
！
　
そ
ん
な
も
の
で
き
る
わ
け
な
い
よ
」

と
軽
く
あ
し
ら
い
な
が
ら
応
対
す
る
と
、
彼
女
は

「世
の
中
に
で
き
な
い
こ
と
な
ん
て
あ
り
ま
せ
ん
わ
。
あ
な

た
は
こ
ん
な
私
が
フ
ラ
ン
ス
に
出
か
け
る
な
ん
て
信
じ
ら
れ

ま
す
か
？
　
し
か
し
本
当
の
話
な
の
で
す
よ
」

と
い
っ
て
、
び

っ
く
り
す
る
私
を
話
の
中
に
引
き
ず
り
込

ん
だ
。
当
時
は
ま
だ
占
領
下
で
、
現
職
の
大
臣
で
も
海
外
に

行
く
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
り
、
ま
た
、
海
外
に
出
た
い

と
い
う
こ
と
が
、
全
て
の
青
年
た
ち
の
、
か
な
わ
ぬ
ま
で
も

一
種
の
あ
こ
が
れ
に
似
た
夢
で
あ

っ
た
。
そ
れ
こ
そ
、
海
の

外
に
出
ら
れ
る
な
ら
誰
で
も
悪
魔
に
魂
を
売

っ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
麻
薬
の
よ
う
な
言
葉
は
私
に
大

い
な
る
シ
ョ
ッ
ク
を

与
え
た
。
彼
女
は
自
分
達
は
桜
沢
如

一
先
生
と
い
う
先
生
の

元
で
、
無
双
原
理
と
い
う
哲
学
の
よ
う
な
も
の
を
勉
強
し
て

い
る
こ
と
、
そ
れ
に
よ

っ
て
世
の
中
を
改
革
し
た
い
こ
と
、

こ
の
原
理
は
陰
と
陽
の
二
極
で
世
の
中
の
も
の
全
て
を
理
解

す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
な
ど
を
話
し
始
め
た
。

つ
り
込
ま
れ
て
、
私
も
自
分
で
考
え
て
い
た
宇
宙
観
な
ど

に
つ
い
て
話
し
出
し
た
。
説
得
の
う
ま
い
彼
女
は
私
を
う
ま

く
の
せ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、

「あ
な
た
の
話
は
先
生
の
話
と
全
く
同
じ
で
す
。
あ
な
た
は

先
生
に
ぜ
ひ
と
も
会
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
わ
。
先
生
は

あ
な
た
を
気
に
入

っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
派
遣
さ
れ
ま
す
よ
」

こ
れ
で
私
は
完
全
に
落
と
さ
れ
た
。
新
聞
を
買
わ
さ
れ
、

翌
週
、
日
吉
の
Ｍ
Ｉ
を
訪
間
す
る
約
束
を
さ
せ
ら
れ
た
。

こ
の
時
の
彼
女
が
久
司
偕
代

（ア
ヴ
ェ
リ
ー
ス
）
女
史
。

す
な
わ
ち
ボ
ス
ト
ン
の
久
司
道
夫
氏
の
奥
さ
ん
で
あ
る
。

さ
て
、
次
の
週
の
約
束
の
日
は
雪
が
降

っ
て
い
た
。
初
め

て
お
と
ず
れ
た
日
吉
の
Ｍ
Ｉ
の
玄
関
で
は
、
女
の
子
が
二
人

で
た
く
さ
ん
の
靴
を
前
に
し
て
靴
み
が
き
を
し
て
い
た
。
連

絡
が
良
く
出
来
て
い
て
、
早
速
に
も
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
行
わ
れ

る
部
屋
に
招
じ
入
れ
ら
れ
た
。
若
い
男
女
が
大
勢
い
て
、
み

な
礼
儀
正
し
く
気
持
ち
の
よ
い
応
対
ぶ
り
で
感
心
し
た
。

や
が
て
時
間
が
来
て
全
員
が
そ
ろ
い
、
桜
沢
先
生
が
お
出

ま
し
に
な
り
、

「ボ
ン
ジ
ュ
ー
ル
」
と
皆
に
挨
拶
を
さ
れ
た
。

先
生
は
私
の
予
想
よ
り
も
年
と

っ
て
お
り
、顔
色
は
土
色
で
、

シ
ワ
が
多
く
、
不
健
康
そ
う
に
み
え
た
。
そ
れ
に
引
き
か
え

リ
マ
夫
人
は
若
く
美
し
く
や
さ
し
く
、
画
の
中
の
貴
婦
人
が

抜
け
出
し
た
か
の
よ
う
に
み
え
た
。

残
念
な
が
ら
、
こ
の
記
念
す
べ
き
日
の
講
義
の
内
容
を
記

憶
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
桜
沢
先
生
の
慈
愛
に
満
ち
た
目

と
抑
揚
の
低
い
声
、
万
遍
な
く
平
等
に
教
室
中
に
気
を
配
ら

れ
な
が
ら
の
レ
ク
チ
ャ
ー
は
、
教
わ
る
青
年
男
女
ら
の
熱
心

な
勉
強
ぶ
り
と
相
ま

っ
て
、
室
内
は
素
晴
ら
し
い
雰
囲
気
を

か
も
し
出
し
て
い
た
。

や
が
て
講
義
が
終
る
と
、私
は
先
生
の
部
屋
に
案
内
さ
れ
た
。

そ
こ
は
四
畳
半
の
茶
室
で
、
人
口
は
背
を
か
が
め
て
く
ぐ

っ

て
入
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。
リ
マ
先
生
が
コ
ー
ヒ
ー
の
よ

う
な
も
の
を
入
れ
て
下
さ

っ
た
。
桜
沢
先
生
は
、

「
こ
れ
は
食
養
の
コ
ー
ヒ
ー
で
、ヤ
ン
ノ
ウ
と
い
う
も
の
で
す

よ
。
と
こ
ろ
で
、
今
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
す
か
」

と
間
か
れ
た
。

私
が
軍
用
地
図
の
話
を
す
る
と
、

「グ

ッ
ド

・
ジ
ョ
ブ
」

と
い
っ
て
、
気
楽
に
応
対
し
て
下
さ

っ
た
。
そ
し
て
上
手
に
、

固
く
な

っ
て
い
る
私
の
気
分
を
ほ
ぐ
し
な
が
ら
、
よ
も
や
ま

の
話
題
に
入

っ
て
い
っ
た
。

最
後
に
、

「何
か
質
問
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
い
わ
れ
、

「先
生
、
意
志
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？
」
と
き
く
と
、
先
生

は
し
ば
ら
く
黙

っ
て
い
て
、

「何
で
、
そ
ん
な
こ
と
を
き
く
ん
で
す
か
」
と
い
わ
れ
た
。

「
い
や
、
私
は
常
に
意
志
が
弱
い
と
悩
ん
で
い
る
ん
で
す
が
」

と
い
う
と
、
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「あ
な
た
は
死
に
た
い
で
す
か
？
」
と
い
わ
れ
た
。
私
は
す

か
さ
ず
、

「
い
や
、
ち

っ
と
も
死
に
た
く
な
ん
か
あ
り
ま
せ

ん
」
と
き

っ
ば
り
答
え
た
。
す
る
と
先
生
は

「そ
れ
な
ら
少
し
も
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
は
意
志

が
強
い
で
す
よ
」
と
い
わ
れ
た
。
こ
れ
で
私
は
納
得
し
た
。

そ
の
後
の
こ
と
だ
が
、
Ｍ
Ｉ
の
朝
の
セ
ミ
ナ
ー
に

「意
志

と
は
何
か
？
」
と
い
う
ク
ラ
ッ
ク
ス
が
先
生
か
ら
出
さ
れ
た
。

二
、
三
日
、
Ｍ
Ｉ
生
の
間
で
議
論
が
争
わ
れ
た
す
え
、
先
生

は

「意
志
と
は
オ
ー
ダ
ー
で
す
」
と
明
快
な
答
え
を
出
さ
れ

とに
。そ

の
当
時
の
Ｍ
Ｉ
は
生
き
た
哲
学
を
勉
強
す
る
場
で
あ

っ

た
。
先
生
も
、病
人
は
病
気
を
す
る
人
が
悪
い
の
で
あ

っ
て
、

治
し
て
や

っ
て
も
、
ま
た
悪
く
な
る
か
ら
、
も
う
病
人
治
し

は
止
め
た
、
と
言
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
健
康
な
青
年
た
ち

に
と

っ
て
、
病
気
は
、
好
奇
心
の
対
象
に
は
な
り
に
く
く
、

病
気
治
し
は
話
題
に
も
な
ら
な
か

っ
た
。

話
は
元
に
も
ど
る
が
、
初
め
て
桜
沢
先
生
ご
夫
妻
に
接
し

て
、
私
は
、　
一
も
二
も
な
く
Ｍ
Ｉ
入
り
を
決
め
た
。

Ｍ
Ｉ
に
入

っ
て
か
ら
は
、
先
生
ご
夫
妻
か
ら
大
変
可
愛
い

が
ら
れ
、
私
の
人
生
で

一
番
充
実
し
た
、　
一
番
長
い
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
後
の
私
は
、
Ｍ
Ｉ
で
教
わ

っ

た
Ｐ
Ｕ
精
神
で
生
き
続
け
て
い
る
。

私
に
と

っ
て
の
桜
沢
先
生
は
、
慈
父
の
如
き
存
在
で
あ
り
、

人
生
の
生
き
方
を
教
え
ら
れ
た
尊
師
で
も
あ

っ
た
。

（６‐

．
３

・
７
）

（
〒
‐３５
　
東
京
都
江
東
区
豊
州
五
―
五
―
三
六
―
九
〇
四

Ｐ
Ｕ
ネ
ー
ム
、
ザ
ッ
ク
）

（１
）
昭
和
三
十
六
年

一
月
十
五
日
か
ら
、
先
生
が
亡
く
な

ら
れ
た
昭
和
四
十

一
年
四
月
二
十
四
日
ま
で
の
五
年
ニ
カ
月

九
日
と
い
う
短
い
年
月
、
桜
沢
先
生
に
つ
い
て
お
話
を
聞
い

た
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
お
伴
を
し
た
り
、
関
西
方
面
に
つ
い

て
行

っ
た
り
、
欧
米
に
も
つ
い
て
行
き
ま
し
た
か
ら
、
先
生

に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
の
思
い
出
が
ご
ざ

い
ま
す
。

戦
後
の
Ｍ
Ｉ
時
代
の
人
々
の
話
を
聞
く
と
、
先
生
は
実
に

「き
び
し
か

つ
た
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

私
の
会

っ
た
先
生
は
、
円
熟
の
時
代
で
し
ょ
う
。

先
生
は
大
変
な
読
書
家
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
新
幹
線
の

車
中
で
も
、
飛
行
機
の
機
内
で
も
、
日
を

つ
ぶ

っ
て
仮
眠
し

て
い
る
時
以
外
は
読
書
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
本
は
科
学
的

な
も
の
が
多
か

つ
た
よ
う
で
す
。
雑
誌
は

《
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
》
か

《
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
　
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
》
、
新
間
は
奨
字
新
聞
で
し
た
。

日
本
の
い
わ
ゆ
る
週
刊
誌
な
ど
を
見
て
い
る
の
を
私
は
見
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「く
だ
ら
な
い
週
刊
雑
誌
は
見
る
ん
じ
ゃ
な
い
よ
」

と
、
よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
。

先
生
の
望
診
は
す
ば
ら
し
い
も
の
で
す
か
ら
、
先
生
の
前

に
居
る
と

「身
も
心
も
」
見
抜
か
れ
て
し
ま
う
よ
う
で
、
昭

和

■́
卜
八
年
八
月
ま
で
は
、
繁
張
し
て
い
ま
し
た
。

昭
和

．́
卜
八
年
八
月
二
日
か
ら
九
月
十
五
日
ま
で
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
に
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
旅
行
を
し
ま

し
た
。
そ
の
間
、
南
フ
ラ
ン
ス
、
バ
ロ
ン
で
の
サ
マ
ー
・キ
ャ

ン
プ
、
パ
リ
で
の
生
活
、
ア
メ
リ
カ
、
チ
コ
市
で
の
生
活
、

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
の
生
活
で
、
先
生
の
外
人
に
接
す
る
時
の

態
度
、
先
生
の
フ
ラ
ン
ス
語
、
英
語
で
の
講
演
と
聴
衆
の
態

度
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
会
食
す
る
時
の
先
生
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

の
角
度
か
ら
教
え
ら
れ
、考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

先
生
は
誰
に
会
う
時
も
、
話
し
て
い
る
時
も
、

（
一
）
実
に
や
さ
し
く
、
微
笑
み
が
あ
り
、
ゴ
ー
マ
ン
で
な

い
。
講
義
、
講
演
の
内
容
は
、

（二
）
む
ず
か
し
い
こ
と
を
実
に
や
さ
し
く
話
し
て
い
る
。

（三
）
教
え
て
や
る
の
だ
と
い
う
の
で
な
く
、
話
し
な
が
ら

共
に
考
え
る
。

（四
）
分
か
ら
な
い
人
も
い
る
だ
ろ
う
と
思

っ
て
、
途
中
で

必
ず

「質
問
は
？
Ｌ
メ
長

Ｏ
Ｘ
■
９

一
〓
と
呼
び
か
け
る
。

す
る
と
、
外
人
は
遠
慮
な
く
質
問
す
る
が
、
日
本
人
は
遠
慮

し
て
い
る
。

（五
）
先
生
は
若
い
時
か
ら
外
国
を
知
り
、
理
解
し
て
い
る

の
で
、
日
本
の
伝
統
的
良
さ
、
す
ば
ら
し
さ
を
十
分
知

っ
て

い
る
。
ま
た
、
日
本
人
の
欠
陥
も
知

っ
て
い
る
。
欠
陥
を
知

っ
て
い
る
の
で
、
軍
国
主
義
化
の
時
代
に

『白
色
人
種
を
敵

と
し
て
」
を
書
か
れ
た
の
で
す
。
要
す
る
に
先
生
は
自
由
人

な
の
で
す
。

（六
）
先
生
は
私
に
と

っ
て
恩
師
で
あ
り
、
私
は
不
肖
の
弟

ｒ
。
先
生
は
私
に
と

っ
て
慈
父
の
よ
う
な
人
だ

っ
た
。

（２
）
先
生
の
言
葉
で
感
銘
の
深
い
も
の
は
、

「学
問
と
は
自
ら
問
い
、
学
ぶ
こ
と
で
あ
る
」

学
問
と
い
う
と
、
学
校
で
、
大
学
で
教
授
が
教
え
る
こ
と

が

「学
問
」
だ
と
思

っ
て
い
る
人
が
多
い
。
教
授
た
ち
の
中

に
は
学
問
を
自
分
た
ち
の
専
門
、
私
物
だ
と
思

っ
て
い
る
人

震芭
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が
多
い
が
、
そ
ん
な
も
の
で
は
な
い
。

「禍
を
転
じ
て
福
と
な
す
」

無
双
原
理
、
Ｐ
Ｕ
は
私

（Ｇ

・
０
）
が
発
明
し
た
も
の
で

は
な
い
。
東
洋
の
易
の
考
え
方
で
あ
る
。
西
洋
で
は
、
正
義

と
は
力
、
金
、
物
質
が
凡
て
だ
か
ら
、
行
き
づ
ま
る
と
自
殺

す
る
。
東
洋
の
哲
学
の
真
髄
は

「陰
を
転
じ
て
陽
」

「禍
を

転
じ
て
福
と
為
す
」
―
―
こ
れ
に
つ
き
る
。

こ
の
考
え
が
私
を
元
気
づ
け
て
く
れ
る
。

「有
難
し
」

難
有
り
即
ち
有
り
難
し
。
苦
し
い
こ
と
、
悲
し
い
こ
と
、

つ
ら
い
こ
と
を
嫌

っ
て
は
い
け
な
い
。
陰
、
お
か
げ
が
あ
る

か
ら
陽
が
あ
る
。
暗
が
あ
る
か
ら
陽
が
あ
る
、
明
る
さ
が
あ

る
。
人
生
の
生
き
方
の
根
本
思
想
で
あ
り
、
哲
学
だ
。

（３
）
先
生
の
本
で
感
銘
を
受
け
た
も
の
は
、

「新
食
養
療
法
』

（こ
と
に
前
半
の
部
分
）

『ガ
ン
は
人
類
の
仇
敵
か
恩
師
か
』
（３３８
３３９
合
併
号
）

『人
間
―
こ
の
未
知
な
る
も
の
』

（Ａ

・
カ
レ
ル
著
、
桜
沢

如

一
訳
）

（４
）
私
の
近
況

一
、
財
団
法
人
愛
生
会
、
多
摩
成
人
病
研
究
所
所
長
。
厚
生

荘
病
院
院
長

二
、
社
会
福
祉
法
人
大
和
会
理
事
長
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
和
光
園
園
長

私
は
、
亡
父
が
開
設
し
た
結
核
療
養
所
を
、
昭
和
二
十
六

年
、
財
団
法
人
と
し
、
母
が
理
事
長
、
私
は
昭
和
三
十
八
年

か
ら
院
長
と
し
て
、
高
齢
者
の
成
人
病
の
病
院
経
営
と
診
療

に
あ
た

っ
て
い
る
。
時
折
り
、
食
養
指
導
を
受
け
た
い
人
は

私
が
直
接
指
導
し
て
い
る
。

社
会
福
祉
法
人
大
和
会
は
、
昭
和
三
十
八
年
、
デ
ン
マ
ー

ク
の
国
際
老
年
医
学
会
に
参
加
し
た
の
が
基
礎
と
な
り
、
厚

生
省
の
推
奨
に
よ
り
誕
生
し
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
和
光

園
が
、
昭
和
四
十
年
に
開
園
し
ま
し
た
。
今
年
、
国

・
都
の

補
助
金
を
受
け
、
二
億
円
の
借
金
を
し
て
、
総
工
費
八
億
五

千
万
円
で
、
定
員
百
名
、
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
も
併
設
し
た
も
の

を
竣
工
さ
せ
た
。

私
の
現
在
の
主
た
る
勤
務
は

（
一
）

（二
）
で
す
。
そ
こ

で
、
老
人
社
会
と
な

っ
て
い
る
日
本
の
中
の
高
齢
者
の
人
々

と
日
々
会

っ
て
い
る
。
話
し
て
い
る
。
大
部
分
の
人
は
明
治

生
ま
れ
、
次
は
大
正
で
す
。
昭
和
は
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
い

る
人
々
は
医
療
と
老
人
福
祉
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
。
そ
こ

で
動
務
し
て
い
る
人
々
は
、
私
も
合
め
て
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で

す
。
私
の
生
き
方
、
考
え
方
で
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
あ
る
け

れ
ど
も
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
根
性
に
は
な
ら
な
い
。

自
分
の
勤
務
し
て
い
る
場
所
以
外
に
も

っ
と
大
切
な
活
動

が
ひ
そ
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
す
。
そ
う
思

っ
て

日
々
動
い
て
る
の
で
す
。

（５
）

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
意
見
。

ま
ず
名
称
で
す
が
、
名
称
は
、
言
わ
れ
て
す
ぐ
分
か
る
も

の
と
、
分
か
ら
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
Ｇ

・
０
先
生
の
健

在
な
時
代
で
も
、

「日
本
Ｃ
Ｉ
と
大
阪
の
正
食
協
会
と
は
ど

う
い
う
関
係
で
す
か
」

「
Ｃ
Ｉ
と
は
な
ん
で
す
か
」
と
い
う

こ
と
を
、
よ
く
質
問
さ
れ
ま
し
た
。
今
で
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。日

本
Ｃ
Ｉ
協
会
…
…
分
か
る
人
に
は
坊
か
る
ん
で
す
。
Ｃ

Ｉ
と
言
う
だ
け
で
分
か
ら
な
い
人
に
、
本
誌

『新
し
き
世
界

へ
』
の
目
次
の
ペ
ー
ジ
の
用
語
解
説
の
よ
う
に
、
Ｃ
Ｉ
と
は

ｏ
９
”お

ど
３
〓
ヨ
‘
い
の
略
で
「無
知
な
る
者
の
セ
ン
タ
ー
」

と
説
明
す
る
の
も
大
変
で
す
け
れ
ど
、
私
は
今
ま
で
も
、
今

で
も
説
明
す
る
の
で
す
。

「
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
」
の
方
は
、
今
日
で
は
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
言
葉
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
あ
え
て
く
ど
く

ど
説
明
し
な
く
て
も
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

で
も
、

「
Ｃ
Ｉ
」
は
説
明
が
必
要
で
す
。
私
は

「
マ
ク
ロ
ビ

オ
テ
ィ
ッ
ク
を
実
践
、
Ｐ
Ｒ
す
る
グ
ル
ー
プ
」
と
、
こ
の
頃

は
言
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

自
然
食
、
健
康
食
と
い
う
言
葉
は

一
般
化
し
た
し
、
商
品

は
次
々
に
開
発
さ
れ
売
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
Ｃ
Ｉ
」
は
マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
、
正
食
の
元
祖
で
す
。
今
や
、
あ
ぐ
ら
を

か
い
て
る
わ
け
に
も
ゆ
き
ま
せ
ん
。
Ｇ

・
０
先
生
の
思
想
、

哲
学
も
多
く
の
人
々
に
広
が

っ
て
ゆ
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
も

っ
と
広
が
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
広
げ
る
よ
う
に
、
私

は
講
演
の
中
で

「私
の
話
し
て
る
こ
と
は
、
私
の
発
明
、
発

見
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｇ

・
０
先
生
の
考
え
を
話

し
て
る
の
で
す
」
と
注
釈
を
つ
け
ま
す
。
事
実
、
そ
う
な
の

で
す
。

私
の
知

っ
て
る
Ｃ
Ｉ
は
、
Ｇ

・
０
時
代
も
今
も
小
さ
な
グ

ル
ー
プ
で
す
が
、
大
き
な
力
が
潜
在
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ

け
私
た
ち
は
謙
虚
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
常
に
感
謝
、

報
恩
の
念
を
も

っ
て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

最
高
判
断
力
を
め
ざ
し
て
日
々
行
く
こ
と
、
み
が
く
こ
と

は
、
お
こ
た

っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ゴ
ー
マ
ン
に
な

っ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、
た
だ
玄
米
を
食
べ
、
自
分
の
健

康
だ
け
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
字
宙
の
秩
序
、
法
則
に
の

っ
と

っ
た
人
生
の
道
を
歩
む
者
た
ち
で
す
か
ら
、
音
し
い
こ

と
も
、
い
ば
ら
の
道
も
あ
り
ま
す
。苦
し
み
を
の
り
こ
え
て
、

あ
り
が
た
く
生
き
た
い
と
思
う
の
で
す
。

Ｇ

・
０
先
生
の
時
代
は
、
Ｇ

・
０
先
生
を
頂
点
と
し
て
皆
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が
プ
ラ
サ
ガ

ッ
テ
い
ま
し
た
。

今
日
で
は
、
縦
と
横
が
十
分
お
り
こ
ま
れ
て
ゆ
か
ね
ば
な

ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
に
調
和
が
生
ま
れ
て
く
る
で
し

よ
いつ
。

支
部
は
大
い
に
生
ま
れ
た
方
が
よ
い
し
、
認
め
た
方
が
よ

（６‐

．
３

・
１
）

（
〒
２０６
　
多
摩
市
和
田
　
厚
生
荘
病
院
内
　
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

副
会
長
　
Ｐ
Ｕ
ネ
ー
ム
、
モ
ー
リ
ス
）

こ
の
道
に

生
か
さ
れ
て
４０
年

鶴

島

ツ

ユ

子

終
戦
後
、　
ツ
ル
シ
マ
〔編
注
／
故

・
鶴
島
丈
夫
氏
〕
が
桜
沢

先
生
に
再
会
し
ま
し
た
の
は
、
昭
和
２８
年
３
月
Ｈ
日
で
す
。

所
は
佐
賀
県
武
雄
市
で
し
た
。
当
時
の
写
真
を
見
ま
す
と
、

桜
沢
先
生
ご
夫
妻
を
中
心
に
、
今
は
ベ
ル
ギ
ー
に
い
る
高
浪

市
太
郎
さ
ん
、
三
年
番
茶
の
創
始
者
、
熊
谷
綱
次
郎
さ
ん
、

長
崎
県
の
正
食
料
理
大
家
、
小
川
法
慶
先
生
、
宮
崎
市
の
小

牧
祐
夫
先
生
、
北
九
州
市
の
自
然
食
品
店
主
、
甲
斐
大
策
さ

ん
、
ツ
ル
シ
マ
と
、
片
な
つ
か
し
い
皆
若
か
り
し
日
の
面
影

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
中
に
長
崎
県
湯
江
の
光
宗

キ
の
楠
原
き
く
え
さ
ん
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

私
と
結
婚
す
る
ま
で
、医
学
に
見
放
さ
れ
た
ツ
ル
シ
マ
は
、

日
野
春
の
講
究
所
や
田
村
町
の
食
養
会
、
鎌
倉
ホ
ー
ム
と
、

救
い
を
求
め
て
桜
沢
先
生
の
元

へ
と
参
上
し
て
お
り
ま
し
た
。

鎌
倉
ホ
ー
ム
人
会
は
、
昭
和
１５
年
２
月
と
当
時
の
健
康
手
帳

に
詳
し
く
記
し
て
お
り
ま
す
。
あ
ま
の
じ
ゃ
く
の
ツ
ル
シ
マ

は
、
道
の
キ
ビ
シ
サ
に
耐
え
か
ね
て
、
再

二^
帰

っ
て
き
ま
し

た
が
、
そ
れ
で
も
先
生
の
思
想
に
ひ
か
れ
て
、
幾
度
も
出
入

り
し
て
お
り
ま
す
。

私
が
ツ
ル
シ
マ
と
上
京
し
た
の
が
昭
和
２９
年
の
春
で
し
た
。

（２９
歳
）
代
々
木
西
原
の
Ｍ
Ｉ
の
大
き
な
建
物
で
桜
沢
先
生

に
初
め
て
お
会
い
し
ま
し
た
。
当
時
、
河
内
先
生
、
フ
ロ
ー

ラ
、
リ
ベ
ラ
ル
、
コ
ル
ネ
リ
ヤ
、
エ
リ
ー
、
ジ
ャ
ン
ヌ
、
ダ

ー
ビ
ン
、
シ
ド
ニ
ー
、
ド
ロ
ー
テ
ィ
と
桜
沢
先
生
か
ら
つ
け

ら
れ
た
Ｐ
Ｕ
ネ
ー
ム
の
人
が
多
く
居
ら
れ
ま
し
た
。
ツ
ル
シ

マ
は

「
イ
グ
ナ
ー
ス
」
、
な
―
ん
て
素
敵
で
し
よ
う
？

私
は
、
１３
歳
か
ら
２０
歳
ま
で
骨
盤
カ
リ
エ
ス
と
い
う
難
病

に
か
か
り
、
最
終
的
に
は
正
食
で
助
け
ら
れ
て
現
在
ま
で
生

か
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
当
時
、
何
も
知
ら
な
い
私
、

「め
く

ら
蛇
」
同
様
で
し
た
。
そ
れ
以
来
、
ツ
ル
シ
マ
と
二
人
で
鍼

灸
治
療
の
か
た
わ
ら
、
山
口
県
、
島
根
県
、
福
岡
県
、
佐
賀

県
と
、
飛
び
歩
い
て
正
食
普
及
活
動
を
し
て
来
ま
し
た
。
こ

の
頃
よ
り
純
正
食
品
の
手
作
り
を
ボ
ツ
ボ
ツ
と
始
め
て
お
り

ま
す
。

山
口
県
に
は
桜
沢
先
生
に
何
度
も
講
演
に
来
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。
そ
う
い
う
機
会
に
親
し
く
お
会
い
出
来
ま
し
た
。

し
か
し
、
い
つ
も
人
集
め
や
お
世
話
に
忙
し
く
、
会
が
始
ま

る
と
料
理
の
裏
方
で
、
席
に
座

っ
て
お
話
を
ゆ

っ
く
り
伺

っ

た
こ
と
が
な
い
の
で
、
こ
こ
に
記
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
、
門
前
の
小
僧
、
私
な
り
に
い
つ
か
ば
ん
や
り
な

が
ら
正
食
が
身
に
つ
い
て
き
て
お
り
ま
す
。

食
品
を
作
り
出
し
て
か
ら
、
鉄
火
み
そ
な
ど
色
々
と
作
り

ま
し
て
ご
指
導
を
頂
い
て
お
り
ま
し
た
。
手
焼
き
せ
ん
べ
い

を
焼
い
て
送
り
ま
し
た
ら
、

「鹿
の
エ
サ
だ
」
と
笑
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の

「鹿
の
エ
サ
」
も
ず
い
ぶ
ん
皆
様
に
食
べ
て
い

た
だ
い
て
喜
ば
れ
ま
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
お
陰
で

食
品
作
り
も
だ
ん
だ
ん
と
上
手
に
な
り
、
現
在
で
は
９０
種
く

ら
い
あ
り
ま
す
。

山
口
県
に
は
、
桜
沢
先
生
が
第
．
の^
お
母
さ
ん
と
呼
ば
れ

て
い
た
高
津
泰
子
さ
ん
や
、
詩
人
の
中
原
中
也
の
お
母
さ
ん

も
お
ら
れ
ま
し
た
。
あ
る
時
、
桜
沢
先
生
が
私
の
肩
を
た
た

い
て
、

「山
口
県
を
頼
ん
だ
よ
」
と
言
わ
れ
た
大
き
な
意
味

を
今
で
も
私
は
強
く
胸
に
抱
い
て
お
り
ま
す
。

一
九
八
五
年
、
ツ
ル
シ
マ
が
正
食
普
及
の
た
め
、
ト
ー
ハ

ツ
の
単
車
に
乗

っ
て
日
本

一
周
の
旅
に
出
ま
し
た
時
、
桜
沢

先
生
か
ら
頂
い
た
直
筆
の
素
晴
ら
し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
。
こ
こ
に
載
せ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

◇
　
　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

人

生

は

冒

険

で

あ

る

一
分
後
の
事
も
分
ら
な
い
世
界
え
イ
ヤ
応
な
し
に
飛
び
こ

ん
で
ゆ
く
の
だ
か
ら
、
人
生
は
冒
険
で
あ
る
。

人
は
ダ
レ
で
も
こ
の
冒
険
に
成
功
し
た
い
と
思
う
。
し
か

し
目
的
を
果
す
人
は
マ
コ
ト
に
少
い
。
そ
の
ワ
ケ
は
人
ミ
ナ

健
康
と
幸
福
の
ヒ
ミ
ツ
を
し
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
に
無
双
原
理

（東
洋
精
神
―
―
五
大
宗
教
の
母
胎
）

と
正
食
法
の
優
越
性
が
あ
る
。
こ
れ
さ
え
身
に
つ
け
た
ら
人

は
ダ
レ
で
も
ス
キ
ナ
コ
ト
ば
か
り
や

つ
て
、
や

っ
て
、
や
り
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ぬ
き
、
楽
し
い
楽
し
い
楽
し
い

一
生
を
送
る
事
が
で
き
る
。

そ
の
見
本
が
こ
の
鶴
島
君
で
あ
る
。
同
君
は
こ
の
ヒ
ミ
ツ
を

万
人
に
伝
え
た
い
と
云
う
情
熱
に
燃
え
て
、
日
本

．
週
の
旅

に
出
る
と
云
う
。

大
方
の
諸
君
の
御
後
援
を
切
望
し
ま
す
。

一
九
五
人

・
八
月
十
二
日
　
　
　
　
桜

沢

如
　
＾

桜
沢
先
生
亡
き
後
は
、
里
真
先
生
に
親
し
く
お
教
え
を
頂

い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
道

一
筋
に
生
き
て
き
た
こ
と
を
誇
り

と
し
て
、
生
命
の
つ
づ
く
限
り
精
進
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（６‐

．
２

・
２０
）

⌒
〒
７４７
　
山
口
県
防
府
市
南
松
崎
町
５
１
４
）

鳥

居

知

弘

妻
は
娘
を
出
産
後
、
身
体
が
よ
わ
か
っ
た
の
で
、
近
所
の

人
か
ら
、
渋
谷
の
河
野
漢
方
医
薬
品
販
売
所

へ
行
く
こ
と
を

す
す
め
ら
れ
、
漢
方
業
を
服
み
始
め
て
か
ら
、
次
第
に
元
気

に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
玄
米
食
を
す
す
め
ら
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
玄
関
に
、
主
婦
連
合
会
ｌｉｌｌ
会
長

・
春
野
鶴
ｒ
１１

宰
の

『ま
づ
健
康
」
と
い
う
雑
誌
が
置
い
て
あ
り
、
御
自
由

に
お
持
ち
ド
さ
い
と
の
こ
と
で
、毎
月
持

っ
て
帰
り
ま
し
た
。

そ
の
雑
誌
で
「ま
づ
健
康
』
の
月
例
会
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、

妻
ｒ
と
出
席
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
普
通
に

売
ら
れ
て
い
る
菓
子
類
は
す
べ
て
人
工
着
色
し
た
も
の
ば
か

り
で
し
た
。
あ
る
月
例
会
の
時
、
日
本
Ｃ
Ｉ
と
い
う
と
こ
ろ

で
人
Ｉｉ
着
色
し
な
い
も
の
を
売

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
教

え
て
く
れ
た
人
が
あ
り
ま
し
た
。
妻
と
共
に
そ
こ
へ
行
き
、

圧
力
釜
や
い
ろ
い
ろ
な
食
品
と
い
っ
し
ょ
に
桜
沢
先
生
の
本

を
ほ
と
ん
ど
買

っ
て
き
ま
し
た
。
著
書
は
夢
中
に
な

っ
て
読

み
ま
し
た
。

翌
年
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
先
生
が

一
時
帰
国
さ
れ
、
年
始
に

■
日
間
の
講
話
が
恵
比
寿
の
光
雲
閣
で
あ
る
と
い
う
の
で
、

聞
き
に
行
き
ま
し
た
。
全
く
普
通
の
講
話
と
は
違

っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
話
に
魅
せ
ら
れ
、
こ
の
人
は
現
代
の
救
世
主
だ

と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
先
生
の
講
話
が
あ
る
た
び
に
聞

き
に
出
掛
け
ま
し
た
。

「新
し
き
世
界
へ
』
を
読
み
だ
し
た

の
も
、
そ
の
時
か
ら
で
す
。
講
話
に
は

一
度
も
欠
か
さ
ず
出

ま
し
た
。

ぼ
ん
せ
ん
は
初
め
小
山
内
さ
ん

（日
本
純
正
食
品
株
式
会

社
）
が
手
動
で
作

っ
て
い
て
生
産
量
が
少
な
い
の
で
、
機
械

で
作
る
こ
と
を
考
え
、
試
作
品
を
ま
ず
桜
沢
先
生
に
試
食
し

て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、

「な
か
な
か
、
よ
ろ
し
い
」
と
い

う
の
で
、
こ
れ
を
全
自
動
で
造
る
機
械
を
考
え
た
。
自
動
化

す
る
に
は
、
〈
′
ま
で
の
知
識
で
は
足
り
な
い
と
こ
ろ
が
多
く
、

片
心
し
た
。

そ
の
後
、
桜
沢
先
生
が
急
死
さ
れ
、
こ
の
仕
事
を
な
ん
と

か
早
く
完
成
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
努
力
し
、
ま
ず

．
台
完
成
し

た
。
Ｆ
づ
く
り
が
多
い
の
で
見
映
え
は
よ
く
な
い
。
改
良
に

改
良
を
加
え
た
。
二
台
目
が
完
成
し
た
。
改
良
す
べ
き
点
は

ま
だ
あ

っ
た
が
、
２
台
の
自
動
機
で
自
宅
で
製
造
し
よ
う
と

大
学
を
辞
職
し
た
。

ぽ
ん
せ
ん
だ
け
で
は

一
家
を
養

っ
て
行
く
こ
と
が
出
来
な

い
の
で
、
自
然
食
品
の
販
売
に
も
手
を
出
し
た
。
そ
の
う
ち

に
、
ぼ
ん
せ
ん
の
製
造
を
ま
か
せ
て
く
れ
、
君
に
は
重
要
な

仕
事
が
あ
る
、
と
言
う
人
物
が
現
わ
れ
、
私
は
こ
の
仕
事
か

ら
手
を
引
ド
た
。
そ
し
て
ま
ず
高
森
卓
庵
で
農
作
業
を
し
な

が
ら
修
道
生
活
を
９
カ
月
し
た
。
そ
の
後
、
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ

バ
ン
で
仕
事
を
し
た
が
、
前
記
の
ぼ
ん
せ
ん
製
造
会
社
が
倒

産
し
た
の
で
、
ふ
た
た
び
前
の
仕
事
に
戻́
っ
た
。

そ
の
う
ち
、
農
作
物
が
我
々
の
体
を
作
る
の
だ
、
こ
れ
が

重
要
だ
と
考
え
、
有
機
農
業
研
究
会
に
入
り
、
農
作
の
勉
強

に
も
入

っ
た
。
福
岡
正
信
先
生
を
訪
れ
、
田
畑
と
み
か
ん
山

を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。
み
か
ん
の
樹
の
あ
る
山
に
は
鶏

が
い
る
。
そ
し
て
、
空
高
く
飛
び
上
が
る
の
に
は
驚
い
た
。

野
山
に
放
ち
飼
い
に
し
て
お
け
ば
、
こ
う
な
る
の
だ
。
み
か

ん
の
味
は
極
め
て
美
味
、
自
然
の
味
だ
。

有
機
農
業
研
究
会
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
知

っ
た
。

一
つ
は

『共
栄
植
物
と
そ
の
利
用
』

（富
民
協
会
発
行
）
と

い
う
本
を
手
に
入
れ
た
こ
と
。
こ
の
本
で
大
根
と
ね
ぎ
が
共

栄
植
物
だ
と
い
う
こ
と
を
知

っ
た
。
自
宅
か
ら
二
里
ほ
ど
の

と
こ
ろ
の
休
耕
地
を
借
り
て
野
菜
類
を
作
り
、
大
根
と
ね
ぎ

を
共
に
育
て
た
ら
、
私
の
家
だ
け
で
は
有
り
余
る
ほ
ど
出
来

た
の
で
売

っ
た
。

も
う

一
つ
は
、

「グ
ル
マ
酵
素
」
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ

を
使
う
と
堆
肥
が
早
く
仕
ｌｌ
が
る
。
積
み
上
げ
た
草
が

一
、

‐
力
月
で
立
派
な
肥
料
に
な

っ
た
。
青
森
県
平
内
町
の
五
光

と
い
う
会
社
が
売

っ
て
い
る
。
発
オ

・
生
育
促
進
、
根
瘤
菌

増
加
…
…
今
熟
促
進
、
増
収
な
ど
の
効
果
が
あ
る
と
い
う
。

庭
の
い
ろ
い
ろ
な
果
樹
で
試
し
て
み
た
。
野
草
、
薬
草
、
野

菜
を
自
然
農
法
で
育
て
て
行
く
。
我
が
家
の
庭
の
変
わ
り
よ

う
が
楽
し
み
だ
。
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冬
時
は
六
時
十
五
分
起
床
、
室
温
が
十
三
度
以
上
に
な
れ

ば
四
時
起
床
。
台
所
の
掃
除
か
ら

一
日
が
始
ま
り
ま
す
。
二

十
年
ほ
ど
前
は
、
よ
く
過
食
し
た
り
頭
痛
が
あ

っ
た
り
し
た

も
の
で
す
が
、
今
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
頭
蓋
骨
陥
没
そ
の

他
の
重
傷

（九
年
前
の
交
通
事
故
）
の
た
め
、
右
不
全

マ
ヒ

は
あ
り
ま
す
が
健
康
で
す
。
私
の
食
事
は
す
べ
て
自
分
で
作

っ
て
い
ま
す
。

桜
沢
先
生
の

「新
食
養
療
法
』
は
机
上
に
置
い
て
あ
る
。

こ
の
巻
頭
言
が
好
き
だ
。
印
象
の
深
い
書
籍
や
文
が
多
々
あ

る
が
、
そ
の

一
つ
は

『新
し
き
世
界
へ
』
３
４
３
号
Ｌ
ｌ
９

６
４
年
７
月
号
）
で
あ
る
。
こ
の
中
の

『原
子
の
伝
記
』
、
特

に

『ダ
ニ
エ
ル
書
に
つ
い
て
』
「
無
双
原
理
・易
』
所
収
〕
が

印
象
的
だ
。
ダ
ニ
エ
ル
書
と
は
旧
約
聖
書
中
の

一
書
で
、
ダ

ニ
エ
ル
は
十
日
間
、
乾
燥
し
た
五
穀
と
水
だ
け
で
ス
バ
ラ
シ

イ
健
康
を
身
に
つ
け
た
と
い
う
。
先
生
が
旧
約
聖
書
ま
で
目

を
通
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
驚
き
で
あ
る
。
私
は
時
々
旧

約
聖
書
を
読
む
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
知
ら
な
か
っ
た
。

ま
た
、
科
学
の
問
題
に
も
関
心
が
深
か

っ
た
。
だ
か
ら
ケ
ル

プ
ラ
ン
の

「原
子
転
換
」
に
も
取
り
組
ん
だ
の
だ
。

私
に
残
さ
れ
た
仕
事
は
い
く
つ
も
あ
る
。
そ
れ
に
は

「ま

ず
健
康
」
。
私
た
ち
の
天
命
が
完
う
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。

（６‐

．
２

・
２４
）

（
〒
贈
１
０１
　
神
奈
川
県
津
久
井
郡
相
模
湖
町
与
瀬
８
１
８
）

生
き
て
い
る

桜
沢
先
生
の
教
え

長

塚

貞

次

郎

食
養
の
話
を
聞
い
た
の
は
、
昭
和
６
年
の
夏
で
し
た
。
芝

の
増
上
寺
で
、
手
の
ひ
ら
治
療
の
講
習
が
、
江
口
俊
博
師
に

よ

っ
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
話
の
内
に
、
病
気
を
治
す
こ
と

は
大
切
だ
が
、
自
身
の
健
康
は
食
養
に
あ
る
、

「お
し
も
の

の
み
ち
」
と
云
わ
れ
、
玄
米
を
中
心
に
し
て
、
す
べ
て
の
食

物
を
全
体
食
で
葉
か
ら
根
ま
で
自
然
に
調
理
し
て
化
学
調
味

料
を
使
わ
な
い
と
の
こ
と
で
、
す
ぐ
食
養
会
に
入
会
し
て
桜

沢
先
生
の
本
を
読
ま
し
て
も
ら

っ
た
。

先
生
は
昭
和
九
年
に
帰
国
さ
れ
、
今
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

前
身
、
オ
ー
ト
ジ
イ
ロ
〔編
注
／
超
小
型
飛
行
機

『プ
ー
』
の

こ
と
か
〕
を

フ
ラ
ン
ス
か
ら
持

っ
て
き
て
国
内
を
わ
か
し
ま

し
た
。

昭
和
十

一
年
に
は

『根
本
無
双
原
理

・
易
』
の
本
を
出
版

さ
れ
、
私
は
何
度
も
繰
り
返
し
勉
強
し
ま
し
た
。
陰
・陽
の
こ

と
が
少
し
ず

つ
わ
か
る
よ
う
に
な
り
、
食
養
に

一
そ
う
の
は

げ
み
が
出
ま
し
た
。
田
村
町
の
食
養
会
で
は
多
く
の
方
々
に

食
養
で
の
健
康
法
の
指
導
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
お
し
く
も

色
ん
な
問
題
で
桜
沢
先
生
は
食
養
会
を
や
め
ら
れ
ま
し
た
。

お
別
れ
の
会
に
出
席
し
ま
し
た
が
、
お
話
を
聞
き
な
が
ら
涙

が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ひ
じ
き
入
り
の
玄
米
ご
飯
を
頂

き
ま
し
た
。

渋
谷

・
道
元
坂
上
の
ガ
ス
ビ
ル
の
会
場

〔編
注
／
無
双
原

理
講
究
所
の
時
代
〕
で
は
家
内
が
食
養
料
理
の
講
習
を
受
け

ま
し
た
。
今
も
料
理
の
た
び
に
、
あ
の
時
、
桜
沢
先
生
に
教

え
て
頂
い
た
料
理
の
お
か
げ
と
感
謝
の
毎
日
で
す
。
戦
争
中

は
食
生
活
に
い
ろ
い
ろ
気
を
つ
け
て
、
何
と
か
自
分
な
り
に

い
つ
も
食
養
的
に
や
れ
た
こ
と
は
、
感
謝
の
至
り
で
す
。

戦
後
は
、
茅
場
町
、
世
田
谷
、
恵
比
寿
の
旅
館
、
池
袋
の

洞
雲
寺
で
の
集
会
、
ま
た
、
夏
は
逗
子
の
お
寺
で
の
練
成
会

に
出
ま
し
た
。
リ
マ
先
生
、
牛
尾
先
生
、
小
川
先
生
に
教
え

て
頂
き
、
有
難
さ
に
つ
き
る
思
い
で
す
。
二
男
が
フ
ラ
ン
ス

留
学
の
時
は
、
桜
沢
先
生
、
リ
マ
先
生
に
大

へ
ん
な
お
世
話

に
な
り
、
今
で
も
よ
く
話
し
合

っ
て
居
り
ま
す
。
食
養
を
少

し
な
り
と
も
知

っ
て
い
た
お
か
げ
で
、
薬
な
ど
持
た
ず
、
梅

千
、
醤
油
な
ど
を
持
参
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
連
れ
の
者

は
皆
、
バ
ッ
グ
に
い
っ
ぱ

い
、
い
ろ
ん
な
薬
を
入
れ
て
、
売

り
に
行
く
の
か
と
思
う
く
ら
い
持

っ
て
行

っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

私
は
子
供
が
男
四
人
、
そ
の
家
族
全
員
２０
人
、
そ
れ
が
食

養
の
お
か
げ
で
大
患
い
も
せ
ず
、
薬
も
の
み
ま
せ
ん
。
私
は

８２
歳
、
家
内
は
７４
歳
、
毎
日
楽
し
い
生
活
で
す
。
桜
沢
先
生

の
陰
陽
食
養
の
お
か
げ
で
す
。
自
分
な
り
に
こ
の
こ
と
を
次

の
世
代
に
話
す
こ
と
を
毎
日
の
生
活
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

日
本
刺
し
ゅ
う
が
私
の
業
で
、
ま
だ
針
目
が
通
る
う
ち
は
仕

事
を
つ
づ
け
る
と
楽
し
さ

一
パ
イ
で
す
。

一
時
は
桜
沢
先
生
の
お
供
を
し
て
勉
強
さ
せ
て
も
ら
う
考

え
を
お
こ
し
た
が
、
と
う
と
う
出
来
ず
じ
ま
い
で
し
た
。
先

生
は
百
歳
以
上
大
文
夫
と
思

っ
て
い
た
の
に
、
お
会
い
し
た

一
週
間
後
に
７４
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
知
ら
せ
が
あ

っ
た
時
に
、
ど
う
し
て
も
信
じ
ら
れ
ず
、
も
う

一
度
、
ほ
ん

と
で
す
か
と
問
い
合
わ
せ
ま
し
た
。
家
の
者
皆
、
ほ
ん
と
に

悲
し
み
ま
し
た
。

後
に
な
り
日
が
た
つ
に
つ
れ
て
考
え
る
と
、
先
生
は
他
人

の
何
十
倍
も
仕
事
を
な
さ
れ
、
寿
命
と
し
た
ら
二
百
歳
以
上

に
あ
た
る
。
そ
の
先
生
が
も
し
も
長
患
い
を
し
て
亡
く
な

っ

て
は
、
人
様
は
何
と
い
う
だ
ろ
う
、
あ
の
急
死
さ
れ
た
こ
と

が
、
永
遠
に
皆
の
心
に
焼
き
つ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
る
と
思

い
か
え
し
て
い
る
今
で
す
。

戦
争
中
、
長
男
の
次
男
が
学
童
疎
開
に
行

っ
た
時
、
三
百

五
十
人
の
学
童
の
中
に
兄
弟
組
が
１３
組
も
い
た
。
ど
の
兄
弟
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も
ひ
ど
い
争
い
を
す
る
の
に
、
長
塚
兄
弟
は
し
た
事
が
な
い

と
先
生
に
言
わ
れ
ま
し
た
。
食
養
の
す
ば
ら
し
さ
だ
と
思
い

ま
し
た
。
小
学
校
に
行
く
ま
で
は
玉
子
を
食
べ
さ
せ
ま
せ
ん

で
し
た
。
母
親
が
玉
子
を
食
べ
た
母
乳
を
飲
ん
で
も
、
そ
の

赤
子
は
、
む
ず
か
り
、
ぐ
ず
り
、
長
泣
き
す
る
。
妊
娠
中
か

ら
家
内
は
玉
子
を
食
べ
ま
せ
ん
で
し
た
。
生
ま
れ
た
子
供
に

も
、
い
じ
わ
る
、
い
じ
め
の
行
動
が
お
き
な
か

っ
た
。

今
の
、
い
じ
め
の
問
題
も
食
養
的
に
考
え
る
べ
き
だ
と
思

う
。
世
間
に
話
し
て
も
、
な
か
な
か
聞
き
入
れ
ら
れ
な
い
。

自
然
食
ば
や
り
で
、士冗
る
た
め
の
自
然
食
品
に
な

っ
て
い
る
。

何
を
人
々
は
考
え
て
い
る
の
か
。
手
塩
に
か
け
て
食
品
を
陰

陽
に
手
造
り
す
る
こ
と
が
自
然
食
で
あ
る
。
こ
れ
は
大

へ
ん

な
こ
と
で
、
世
間
に
わ
か
る
の
は
何
時
の
こ
と
か
。
食
物
と

い
っ
て
マ
ー
ガ
リ
ン
や
豆
乳
を
宣
伝
し
て
い
る
。
接
着
剤
で

つ
な
い
だ
ビ
フ
テ
キ
、
冷
凍
食
品
…
…
。
国
の
行
政
が
第

一

に
考
え
て
ほ
し
い
が
、
い
つ
の
事
か
わ
か
ら
な
い
。
各
人
が

よ
く
考
え
て
や
り
ぬ
き
た
い
。

い
く
ら
良

い
教
え
で
も
、
実
行
者
が
い
な
け
れ
ば
何
に
も

な
ら
な
い
。
い
く
ら
科
学
や
知
識
が
盛
ん
で
も
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
知
恵
袋
、
お
ふ
く
ろ
の
味
の
よ
う
に
、
知
識
を
通
し
て

よ
く
知
恵
と
な

っ
た
食
養
料
理
を
自
然
に
さ
か
ら
う
こ
と
な

く
や
っ
て
行
く
こ
と
を
念
願
し
て
毎
日
を
お
く
る
考
え
で
す
。

桜
沢
先
生
二
十
周
年
記
念
と
し
て
書
け
た
の
は
う
れ
し
い
こ

と
で
す
。

（６‐

．
２

・
１８
）

（
〒
脱
　
東
京
都
新
宿
区
神
楽
坂
６
１
５４
）

項
い
た
こ
の
喜
び
と
宝
物

川

崎

伊

津

省
み
て
走
馬
灯
の
よ
う
に
様
々
の
想
い
出
が
浮
か
び
、
今

更
な
が
ら
二
十
年
間
の
重
ふ
を
し
ふ
じ
み
味
わ

っ
て
お
り
ま

す
。
初
め
て
お
目
に
か
か

っ
た
昭
和
２‐
年
の
夏
か
ら
、
ご
他

界
さ
れ
る
ま
で
の
二
十
余
年
間
、　
一
時
期
、
お
そ
ば
に
置
い

て
頂
い
た
頃
も
あ
り
、
つ
か
ず
離
れ
ず
の
ご
指
導
を
頂
き
、

私
の
人
生
に
と

っ
て
実
に
大
き
な
影
響
と
転
機
を
与
え
ら
れ

た
偉
大
な
存
在
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
、
昭
和
二
十

一
年
の
夏
休
み
前
、
友
人
か
ら

一
通
の
ハ

ガ
キ
が
舞

い
込
み
ま
し
た
。
六
波
羅
蜜
寺
で
開
か
れ
る
夏
季

健
康
講
座
の
お
誘
い
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
東
洋
医
学
の
事
も

宇
宙
の
神
秘
に
つ
い
て
も
全
く
無
知
で
、
内
容
の
こ
と
は
何

も
考
え
ず
、
当
時
、
保
健
婦
を
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
た

だ

「健
康
」
と
い
う
文
字
に
ひ
か
れ
て
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
時
、
初
め
て
桜
沢
先
生
に
お
目
に
か
か
り
ま
し
た
。

六
波
羅
で
の
八
日
間
の
生
活
と
先
生
の
お
話
に
は
全
く
驚
き

と
感
激
の
連
続
で
、
自
分
の
存
在
さ
え
忘
れ
る
ほ
ど
夢
中
の

中
に
い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
考
え
て
も
み
な
か
っ
た
宇
宙
の

弁
証
法
的
展
開
、
有
限
界
の
中
で
の
陰
陽
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、

日
常
生
活
の
中
で
の
陰
陽
、
そ
れ
ら
の
応
用
法
等
々
、
解
り

易
い
言
葉
で
話
さ
れ
、
そ
れ
こ
そ
天
地
が
ひ

っ
く
り
返
る
ほ

ど
の
驚
き
と
素
晴
し
い
世
界
の
あ
る
こ
と
に
有
頂
天
で
し
た
。

講
座
の
終
り
に

一
同
で
見
に
行

っ
た

『幽
霊

ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
を
歩
く
』
の
面
白
か

っ
た
こ
と
。
物
の
視
点
を
変
え
る
だ

け
で
様
々
な
物
が
見
え
る
不
思
議
を
味
わ
い
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
と
い
う
も
の
、
京
都
で
の
月
例
会
に
は
必
ず
出
席
、
各

地
の
健
康
学
園
に
も
仕
事
を
さ
し
お
い
て
参
加
い
た
し
ま
し

た
。
あ
げ
く
、
妙
蓮
寺
の
先
生
の
お
宅
に
飛
び
込
ん
で
し
ま

い
ま
し
た
。
当
時
は
日
野
春
か
ら
移
ら
れ
、
日
吉
に
居
を
定

め
ら
れ
る
ま
で
の
わ
ず
か
な
期
間
の
お
住
居
の
よ
う
で
、
あ

ま
り
人
の
出
入
り
も
な
く
、
静
か
な
日
々
で
し
た
。
こ
の
機

に
食
事
の
作
法
や
お
掃
除
の
や
り
方
を
徹
底
的
に
教
え
て
頂

き
、
後
年
に
至
る
ま
で
そ
の
恩
恵
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

当
時
は
ま
だ
食
物
も
限
ら
れ
た
時
期
で
、　
一
日
お
き
に
重

い
石
臼
で
粟
や
ヒ
エ
、
キ
ビ
な
ど
を
ひ
い
て
ガ
ト
ー
を
作
り

ま
し
た
。
見
掛
け
は
悪
い
が
、
噛
む
ほ
ど
に
味
わ
い
の
あ
る

珍
し
く
お
い
し
い
も
の
で
し
た
。
ま
た
、　
一
週
間
に

一
度
、

榊
原
夫
人
の
お
住
居
の
近
く
の
田
ん
ぼ
に
出
掛
け
、
清
流
の

中
の
ク
レ
ソ
ン
を
リ

ュ
ッ
ク
に
い
っ
ば

い
摘
み
ま
し
た
。
い

つ
も
行
動
は
ポ
リ
ー
と
い
っ
し
ょ
で
し
た
。
帰
れ
ば
さ

っ
そ

く
ク
レ
ソ
ン
は
み
そ
汁
の
実
に
、
お
ひ
た
し
に
、
天
プ
ラ
に

サ
ラ
ダ
に
、
自
あ
え
に
と
変
身
、
当
分
食
卓
を
豊
か
に
し
て

く
れ
ま
し
た
。

ま
た
よ
く
伊
勢
佐
木
町

へ
洋
画
を
観
に
い
か
せ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
が
ま
た
私
に
と

っ
て
は
大
変
な
仕
事
で
、
ス
ト
ー

リ
ー
と
感
想
を
か
い
て
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
と
め
る

事
、
話
す
事
の
苦
手
な
私
に
は
苦
行
で
し
た
。　
一
つ
の
物
語

を
繰
り
返
し
見
て
、　
一
日
中
、
映
画
館
に
座
り
こ
ん
で
い
た

事
も
今
で
は
懐
か
し
い
想
い
出
で
す
。

そ
の
頃
よ
く
訪
れ
た
人
に
、
佐
藤

ロ
メ
ン
、
医
学
生
の
近

藤
様
、
コ
カ
コ
ー
ラ
の
支
社
長
様
が
お
ら
れ
、
先
生
は
ご
機

嫌
で
こ
れ
ら
の
人
々
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
さ
れ
、
そ
ば
で

伺
う
の
も
楽
し
い

一
刻
で
し
た
。

昭
和
二
十
九
年
に
嫁
い
で
か
ら
は
、
し
ば
ら
く
お
目
に
か

か
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
後
、
国
内
に
お
ら
れ
る
間
は

光
雲
閣
で
の
講
座
に
必
ず
出
席
し
ま
し
た
。

二
、
私
に
と

っ
て
の
先
生
は
、
父
以
上
、
神
様
的
存
在
の
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方
で
す
。
先
生
の
お
か
げ
で
、
そ
れ
ま
で
強
く
持

っ
て
い
た

劣
等
感
か
ら
解
放
さ
れ
、
誰
と
で
も
人
間
同
士
と
し
て
語
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
私
に
と

っ
て
非
常
に

大
き
な
喜
び
で
あ
り
、
世
間
が
広
く
な
り
、
生
き
る
事
が
楽

し
く
な
り
ま
し
た
。
食
養
を
知

っ
た
事
で
、
貧
し
さ
の
た
め

に
栄
養
が
取
れ
な
い
と
嘆
い
て
い
た
多
く
の
人
々
を
勇
気
づ

け
、
励
ま
し
、
喜
び
と
生
命
力
を
与
え
て
あ
げ
る
事
が
出
来

自
分
も
他
を
も
共
に
喜
び
、
豊
か
に
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

先
生
は
、
と
て
も
厳
し
い
反
面
、
慈
愛
に
満
ち
た
方
で
し

た
。
接
し
た
人
は
誰
で
も
が
先
生
を

「私
の
パ
パ
」
と
心
か

ら
そ
う
呼
ば
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
親
し
み
を
与
え
ら
れ
ま
し

た
。
先
生
の
お
話
は
、
い
つ
も
新
鮮
で
内
容
が
充
実
し
て
い

て
、
魅
力
的
で
し
た
。
相
手
の
心
を
つ
か
ん
で
離
さ
な
い
自

由
自
在
の
表
現
で
、　
一
つ
の
事
を
、
た
と
え
ば
宇
宙
の
秩
序

を
と
く
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
誰
に
も
解
る
言
葉
で

話
さ
れ
、
無
学
無
知
の
者
に
も
わ
か
る
よ
う
心
遣

い
さ
れ
ま

し
た
。
眠
る
間
も
惜
し
ん
で
愚
か
な
私
達
に
わ
か
ら
せ
る
た

め
に
血
み
ど
ろ
の
努
力
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
ず

い
ぶ
ん

歯
が
ゆ
か

っ
た
ろ
う
と
今
に
な

っ
て
思
い
ま
す
。

ま
た
、
物
を
大
切
に
す
る
こ
と
、　
一
枚
の
広
告
ホ
ゴ
紙
で

も
利
用
で
き
る
も
の
は
徹
底
的
に
利
用
し
、
無
駄
の
な
い
生

活
を
す
る
こ
と
も
妙
蓮
寺
時
代
に
身
に
つ
い
た
賜
物
で
す
。

三
、
根
来
寺

（和
歌
山
）
で
健
康
講
座
が
あ

っ
た
時
、
お

料
理
を
手
伝

っ
て
い
た
私
が
塩
の
量
を
間
違

っ
て
、
塩
か
ら

い
味
噌
汁
を
作

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
百
名
く
ら
い
の
参
加

者
の
面
前
で
大
目
玉
を
頂
き
、
味
加
減
、
塩
梅
に
つ
い
て
こ

ん
こ
ん
と
さ
と
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
、
調
味
料
、
粉
類
、
穀

類
の
計
量
を
丹
念
に
表
示
し
、
目
ば
か
り
、
手
ば
か
り
を
会

得
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
日
吉
で
の
会
合
で

一
人

一
人
発
言
す
る
こ
と
に
な

り
、
思
い
の
ま
と
ま
ら
な
い
う
ち
に
自
分
の
番
に
な
り
、
先
生

に
責
め
た
て
ら
れ
る
ほ
ど
に
貝
の
よ
う
に
口
が
閉
ぎ
さ
れ
、

ど
う
し
て
も
言
葉
が
出
て
こ
な
い
の
で
す
。
頑
固
、
し
ゃ
べ

れ
な
い
人
と
、
さ
ん
ざ
ん
で
、
恥
ず
か
し
い
思
い
を
し
た
こ

と
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
先
生
は
、
こ
れ
か
ら
は
誰
で
も
国

際
人
に
な
る
、
話
し
下
手
で
自
己
を
表
現
出
来
な
い
者
は
落

伍
者
だ
、
と
話
す
機
会
を
与
え
て
下
さ

っ
た
の
で
す
。

先
生
は
ま
た
人
々
の
長
所
を
と
ら
え
る
こ
と
が
巧
み
で
、

誰
に
で
も

一
点
の
美
点
を
見
出
し
、
大
勢
の
前
で
引
き
出
し

て
自
信
を
持
た
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
座
右
の
銘
と
し
て
い

る
言
葉
に

「三
分
の
飢
え
と
三
分
の
寒
さ
」
が
あ
り
常
に
戒

め
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ハ
ン
デ
を
持
た
な
い
人
は
リ
ー
ダ

ー
に
な
れ
な
い
、
人
並
み
に
ね
て
食
べ
て
い
て
は
す
ぐ
れ
た

人
に
は
な
れ
な
い
等
々
多
く
の
人
生
訓
を
自
ら
示
さ
れ
ま
し

た
。
小
川
み
ち
先
生
や
竹
原
様
、
山
口
久
子
夫
人
な
ど
、
お

そ
ば
近
く
に
い
た
方
々
が
書
い
て
下
さ

っ
た
通
り
で
す
。

ま
た
、

『食
養
人
生
読
本
」
と

『永
遠
の
少
年
』
は
多
大

の
影
響
を
与
え
ら
れ
た
忘
れ
得
ぬ
書
で
す
。

四
、
現
在
、
六
十
七
歳
を
過
ぎ
、
病
い
知
ら
ず
に
鍼
灸
の

道
に
精
進
し
て
お
り
ま
す
。
若
い
時
か
ら

一
貫
し
て
医
療
に

従
事
出
来
た
こ
と
、
二
十
歳
台
で
先
生
を
知
り
、
食
養
を
実

践
出
来
た
こ
と
は
本
当
に
有
難
く
幸
せ
で
す
。
頂
い
た
こ
の

喜
び
と
宝
物
を
精

一
ぱ

い
他
の
人
々
に
も
お
わ
け
し
て
、
充

実
し
た
生
涯
を
と
希

っ
て
お
り
ま
す
。

昭
和
五
十
八
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
ま
い
り
ま
し
た
が
、
ウ

ィ
ー
ン
に
も
、
ま
た
フ
ラ
ン
ス
の
地
方
都
市
ナ
ン
シ
ー
に
も

自
然
食
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
り
、
先
生
の
ご
苦
心
が
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
端
々
に
も
実

っ
て
い
る
様
を
拝
見
し
て
嬉
し
く
な
り
ま

し
た
。
た
だ
、
ど
こ
で
も
塩

っ
辛
い
も
の
が
強
調
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
残
念
で
し
た
。
も

っ
と
美
味
し
い
食
養
料
理
が
拡

が
る
よ
う
何
か
し
た
い
な
あ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

（６‐

．
２

・
２２
）

（
〒
２３８
‐
０２
　
神
奈
川
県
三
浦
市
天
神
町
４
１
９
）

（以
下
次
号
）

桜
沢
先
生
に
会
わ
れ
た
方
　
へ

た
だ
今
、
記
念
執
筆
を
お
願

い
し
て

い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
編
集
部
あ
て
に
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

本
誌
編
集
部

本
号
に
執
筆
さ
れ
た
長
塚
貞
次
郎
氏
は
４
月
１５
日
に
永
眠
さ

れ
ま
し
た
。
謹
し
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
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●
家
庭
的
な
雰
囲
気
で
い
た
だ
き
ま
し
た

３
月
１６
日

『リ
マ
ク
ツ
キ
ン
グ
』
特
選

料
理
試
食
会

桜
沢
流
食
養
普
茶
料
理
の
集
大
成
で
あ
る

豪
華
カ
ラ
ー
版
『
リ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ
』
か
ら
、

献
立
を
え
ら
び
、
著
者
の
桜
沢
里
真
先
生
指

導
で
お
料
理
を
作

っ
て
い
た
だ

い
た
。

試
食
に
先
だ
ち
、
新
宿
文
化
セ
ン
タ
ー
で

公
演
さ
れ
た
劇

『癌
が
消
え
た
？
』
の
ビ
デ

オ
試
写
と
里
真
先
生
解
説
に
よ
る

「四
季
の

お
も
て
な
し
料
理
」
の
カ
ラ
ー
ス
ラ
イ
ド
映

写
も
あ
り
好
評
で
し
た
。

イ
ン
タ
ー
マ
ッ
ク
ニ
ュ
ー
ス

①
五
日
ち
ら
し
寿
司
、
②
野

菜
天
ぶ
ら
、③
庄
内
魅
吸
物
、

④
そ
ば
寿
司
、
⑤
ク
レ
ー
プ

ふ
く
さ
包
み
、
⑥
セ
リ
、
フ

キ
胡
麻
和
え
、
⑦
シ
ョ
ソ
ン

●
３
月
の
子
ど
も
行
事

書
か
ぜ
　
そ
よ
そ
よ
　
羽
根
木
公
園

３
月
１６
日

（日
）
梅
の
花
は
満
開
。
花
を

は
こ
ん
で
き
た
春
か
ぜ
さ
ん
と
、
ひ
が
な

一

日
あ
そ
び
ま
し
た
。

こ
ま
ま
わ
し
、

エ
ス
け
ん
、
ド

ッ
チ
ボ
ー

ル
、
本
の
ぼ
り
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
…
…
帰
る

の
を
忘
れ
て
し
ま

っ
た

一
日
で
し
た
。

い
つ
の
ま
に
か
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
こ
ま
ま

わ
し
の
お
友
だ
ち
が
ふ
え
て
い
た
り
、
大
人

の
ひ
と
が
入

っ
て
き
た
り
、
公
園
で
玄
米
た

べ
て
い
る
お
友
だ
ち
と
お
母
さ
ん
に
出
会

っ

た
り
、
遊
び
の
わ
が
ひ
ろ
が
り
ま
し
た
。

＊
５
月
１８
日

（日
）、
６
月
２２
日

（日
）、
羽

根
木
公
園
で
、
キ
ャ
ン
プ
の
た
め
の
テ

ン
ト
張
り
、
ご
は
ん
炊
き
の
練
習
を
し

ま
す
。

集
合
場
所
と
時
間
―
―
小
田
急
線

「梅

ケ
丘
駅
」
北
口
、
午
前
１０
時
。
参
加
費

＝
三
百
円
、
弁
当
持
参
。

●
南
喬
生
さ
ん
の
中
国
精
進
料
理
試
食
会

日
時
／
５
月
１８
日

（日
）
１
時
～
４
時

会
費
／
五
千
円

（六
菜

一
湯
の
コ
ー
ス
）

＊
５
月
１４
日

（水
）
ま
で
に
要
予
約
。

●
今
ず
り
玄
米
の
宣
伝
試
食
会

日
時
／
５
月
１７
日

（土
）
１２
時
～
３
時

会
費
／
千
円
（オ
ー
サ
ワ
帥
か
ら
粗
品
進
呈
）

▲ こままわし。羽根松ロプレイパークにて。

-20-



●
２０
世
紀
の
ベ
ス
ト
と
も
い
う
べ
き
難
病

エ
イ
ズ
に
つ
い
て
、
３
月
８
日
、
大
森

英
桜
先
生
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

エ
イ
ズ

（後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
）
は

８‐
年
に
ア
メ
リ
カ
で
発
見
さ
れ
て
以
来
、
年

年
急
増
し
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ

（世
界
保
健
機
関
）
の

発
表
に
よ
る
と
、
世
界
の
エ
イ
ズ
患
者
は
、

２
月
１０
日
現
在
で
７５
カ
国
、
一
一万
八
十
八
名
。

日
本
で
は
、
約
十
二
名
が

エ
イ
ズ
患
者
と
し

て
厚
生
省
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

エ
イ
ズ
患
者
の
症
状
を
追

っ
て
い
く
と
、

初
期
に
み
ら
れ
る
の
が
、
風
邪
に
似
た
原
因

不
明
の
発
熱
ｃ
４０
度
く
ら
い
の
熱
が
続
き
、

し
き
り
に
寝
汗
を
か
く
。
こ
の
寝
汗
は
、
大

森
先
生
に
よ
る
と
、
塩
ぬ
け
の
状
態
で
の
陰

性
症
状
と
い
う
ｃ
エ
イ
ズ
の
末
期
症
状
は
、

＞

、
エ
イ
ズ
に
治
療
法
は
あ
る
か
，

」

皮
膚
に
赤

い
斑
点
が
現
わ
れ
、
中
央
ア
フ
リ

カ
の
風
土
病
と
同
じ
カ
ボ
シ
肉
腫
と
い
う
悪

性
腫
瘍
に
発
展
す
る
。

エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
療

法
に
、
現
代
医
学
は
治
療
法
を
模
索
し
て
い

る
が
、
血
液
の
浄
化
法
に
気
づ

い
て
い
な

い

と
大
森
先
生
は
指
摘
し
た
。

●
第
１
期
Ａ
Ｎ
Ｓ
、
い
よ
い
よ
大
詰
め

Ｇ
Ｏ
資
料
と
ゲ
ス
ト
講
師
、
本
講
師
に
よ

る
、
実
質
１１
の
講
演
活
動
を
展
開
中
の

「新

オ
ー
サ
ワ
塾
」
。
Ｇ
Ｏ
を

「今
」
に
生
き
か

え
さ
せ
る
発
展
の
道
筋
を
模
索
中
で
あ
る
。

●
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

リ
マ

・
ク
ッ
キ
ン
グ
ア
カ
デ
ミ
ー
第
４４

回

「春
期
修
了
試
作
会
」

４
月
１３
日
は
、
料
理
教
室
に
通
う
生
徒
さ

ん
の
作
品
を
、
校
長
の
桜
沢
里
真
先
生
、
講

師
の
吉
成
知
江
ｒ
先
生
、
浮
津
宏
子
先
生
に

試
食

。
講
評
し
て
い
た
だ
く
、
恒
例
の
試
作

会
。
生
徒
さ
ん
に
と

っ
て
の
楽
し
み
は
、
お

免
状
を
も
ら
う
こ
と
と
、
み
ん
な
の
作

っ
て

き
た
作
品
を
食
べ
る
こ
と
ｃ
コ
ー
フ
ー
の
焼

鳥
や
、
た

い
焼
を
形
づ
く

っ
た
お
稲
荷
さ
ん

な
ど
、
こ
っ
た
作
品
も
あ
り
ま
し
た
。

各
級
の
お
免
状
を
授
与
さ
れ
た
方
の
お
名

前
は
、
次
の
通
り
で
す
。

＊
初
級
―
有
竹
和
ｒ
、
石
田
桂
子
、
日
佳
麗
、

鳥
越
路
代
、
薮
下
京
子
、
李
富
士
子
、
菅
野

え
り
子
、
本
幡
恵
、
大
谷
由
美
Ｆ
、
人
内
保

１
、
千
川
節
子
、
下
地
敏
文
、
川
内
笙
子
、

月
花
愛
子
、
杉
本
恭
子
、
加
藤
美
代
子
、
大

西
美
代
、
川
日
智
Ｌ
、
ス
ー
ザ
ン

・
フ
ァ
ー

バ
ー
、
山
岸
正

＊
中
級
―
片
山
君
代
、
新
堀
弘
乃
、
下
地
放

文
、
ス
ー
ザ
ン

・
フ
ァ
ー
バ
ー
、
高
橋
み
つ

子
、
人
塚

ヨ
ウ
コ
、
小
川
ブ
リ
ギ
ッ
テ

＊
上
級
―
肥
田
洋
子
、
岩
城
る
り
子
、
竹
内

博
子
、
落
合
郁
β

＊
師
範
―
木
塚
智
恵
子
、
磯
崎
ち
づ
子
、
長

島
鏡
紀
江
、
湯
川
夏
緒
里
、
高
力
香
代
み
、

桜
片
多
賀
子
、
落
合
郁
子
、
釣
谷
美
陽
子
、

中
里
敦
チ
　
　
　
　
（順
不
同
、
敬
称
略
）

▲ 3月 9日 、毎年恒例の手作り

みそ講習会。講師は酢屋茂商

店主人の今井荘司さん。

▲沼田勇先生 (ゲス ト講師 )

2月 22日 、「熱海温泉道場Jで
の A・ N o S12,

tイタン
腱機働性 職自・伝綺 の1腱正食品

ビン入  180,  V350 1
機 入  ‐1009・I  V350

帥 純 正 食 品 マ ル シ マ
T 722  F已力自FF剰 ,お罠1-6-21  8 0848・ 22・ 2506

-21-



fEfo“協ガo■    E

八
幡
自
然
食
品
セ
ン
タ
ー
は
、
鹿
児
島

本
線

「黒
崎
駅
」
か
ら
歩

い
て
１０
分
く
ら

い
の
と
こ
ろ
、
商
店
街
通
り
を
抜
け
て
黒

崎
公
民
館
を
目
印
に
、
そ
の
す
ぐ
裏
む
こ

う
に
あ

っ
た
。

こ
の
あ
た
り
八
幡
西
区
は
、
鉄
道
を
は

さ
ん
で
片
側
は
工
場
の
エ
ン
ト
ツ
が
林
立

す
る
工
業
地
区
、
も
う
片
側
は
商
店
や
住

宅
地
区
と
、
は

っ
き
り
分
か
れ
て
い
る
の

が
印
象
的
だ

っ
た
。

甲
斐
さ
ん
夫
妻
が
自
然
食
品
店
を
は
じ

め
た
の
は
昭
和
四
十
四
年
。
そ
の
き

っ
か

け
に
な

っ
た
の
は
、
今
か
ら
二
十
年
く
ら

い
前
だ

っ
た
ろ
う
か
、
山
口
県
の
鶴
島
さ

ん
の
と
こ
ろ
で
主
催
し
た
座
談
会
だ

っ
た
。

ご
主
人
の
甲
斐
秋
夫
さ
ん
（
７６
歳
）
は
、
祖

父
の
代
か
ら
の
稼
業
を
継

い
で
、
お
兄
さ

ん
と
い
っ
し
ょ
に
パ
ン
屋
を
営
ん
で
い
た

の
だ
が
、
座
談
の
時
、
故
桜
沢
先
生
に

「
パ

ン
屋
は
自
砂
糖
を
使
う
か
ら
、
パ
ン
屋
を

や
め
な
い
と
命
が
危

い
」
と
言
わ
れ
て
考

え
て
し
ま

っ
た
。

甲
斐
さ
ん
が
食
養
に
縁
あ

っ
た
の
は
、

『わ
が
闘
病
記
』
の
著
者
で
知
ら
れ
た
瓦

本
淑
子
女
史
が
、
下
関
の
商
工
会
議
所
に

桜
沢
如

一
先
生
を
招

い
た
と
き
の
こ
と
だ

っ
た
。
そ
れ
か
ら
甲
斐
さ
ん
は
、

東
京
の

食
養
会
付
属

「瑞
穂
医
院
」
を
知
り
、
肺

結
核
の
弟
を
連
れ
上
京
し
た
。

瑞
穂
医
院
に
は

一
カ
月
半
ぐ
ら
い
い
て
、

そ
の
あ

い
だ
に
渋
谷
の
ガ
ス
ビ
ル
で
開
か

れ
て
い
た
食
養
料
理
講
習
会
や
昭
和
十
三

年
の
高
野
山
で
の
夏
季
大
学
に
も
出
席
し

た
。
こ
の
夏
季
大
学
は
高
野
山
の
萱
堂
上

池
院
で
開
催
さ
れ
、
四
～
五
十
名
く
ら
い

の
参
加
者
、
ご
飯
は
半
つ
き
米
だ

っ
た
そ

う
だ
。
森
山
シ
マ
先
生
、
そ
れ
に
日
野
厚

少
年
が
お
姉
さ
ん
と
参
加
し
て
い
た
、
と

語
る
甲
斐
さ
ん
の
顔
は
昨
日
の
こ
と
の
よ

う
に
懐
し
そ
う
だ

っ
た
。

結
局
、
パ
ン
屋
の
方
を
お
兄
さ
ん
に
任

せ
て
、
甲
斐
さ
ん
は
自
然
食
品
店
を
は
じ

め
る
こ
と
に
し
た
。

亡
く
な
ら
れ
た
岡
田
楚
代
先
生

（元

・

世
界
正
食
協
会
会
長
・岡
田
周
三
氏
夫
人
）

に
来
て
も
ら
い
、
定
期
的
に
公
民
館
で
料

理
教
室
を
開
い
た
。
そ
の
う
ち
、
玄
米
粉
を

ひ
い
て
い
っ
て
お
兄
さ
ん
の
パ
ン
屋

（北

九
州
市
若
松
区
老
松
町
）
で
「玄
米
パ
ン
」

「自
然
食
パ
ン
」
を
焼

い
て
も
ら
い
、
お

店
に
お
い
た
。
こ
の
パ
ン
は
、
無
漂
白
小

麦
粉
、
イ
ー
ス
ト
、
黒
砂
糖
、
天
然
塩
、

菜
種
油
を
材
料
に
、
こ
ね
る
の
に
６
時
間

も
か
け
て
作
る
か
ら
、
粉
の
持
味
を
失
わ

な
い
。
ふ
つ
う
の
パ
ン
屋
さ
ん
は
促
成
剤

（発
酵
助
成
剤
）
を
使

っ
て
作
業
時
間
を

短
縮
し
、
流
動
パ
ラ
フ
ィ
ン
、
乳
化
剤
、

保
存
料
、
酸
化
防
止
剤
、
着
色
料
、香
料
、

膨
張
剤
、
化
学
調
味
料
、
過
酸
化
ベ
ン
ゾ

イ
ル
な
ど
を
添
加
し
て
い
る
が
、
お
兄
さ

ん
の
パ
ン
屋
さ
ん
で
は
、
で
き
る
だ
け
添

加
物
を
入
れ
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
。

そ
れ
が
で
き
る
の
は
、
手
づ
く
り
で
し
か

も
イ
ー
ス
ト
の
な
い
時
代
か
ら
パ
ン
を
作

っ
て
き
た
強
味
だ
。
今
後
は
正
食
家
向
き

天
然
酵
母
パ
ン
も
ほ
し
い
。
野
菜
は
、
熊

本
の
生
産
者
か
ら
除
草
剤
や
殺
虫
剤
、
化

学
肥
料
を

一
切
使
わ
な
い
無
農
薬
野
菜
を

い
れ
て
い
る
。
虫
食

い
泥
だ
ら
け
で
、
見

て
く
れ
は
悪

い
が
、
毎
週
水
曜
木
曜
に
本

物
の
野
菜
を
宅
配
す
る
。

ち
ょ
う
ど
取
材
で
立
寄

っ
た
日
は
、
な

じ
み
の
お
客
さ
ん
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
た
。

フ
ジ
ヨ
お
ば
さ
ん

（夫
人
）
に
お
茶
を

い

れ
て
い
た
だ

い
て
、
お
店
が
そ
の
ま
ま
サ

ロ
ン
に
変

っ
て
い
た
。
　

　

（編
集
部
）

〔北
九
州
市
八
幡
西
区
八
千
代
町
６
１
２２

８
究
一一丁
奎
下
四
六
四
第
①
③
日
曜
休
日
〕

５
１
６
月
の
食
事
相
談
日

５

・
‐０
０
　
２
時
～
５
時
　
大
森
英
桜
先
生

５

，
１８
０
　
Ｈ
時
～
４
時
　
橋
本
宙
八
先
生

６

・
３
ω
　
２
時
～
５
時
　
大
森
英
桜
先
生

６

・
１５
０
　
Ｈ
時
～
４
時
　
橋
本
宙
八
先
生

※
相
談
希
望
の
方
は
、
予
約
し
て
下
さ
い
。

▲鹿児島本線「黒崎駅」から歩いて10分くらい。

甲斐秋夫さん、フジヨさん夫妻が迎えてくれる。
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優   手 紙

先
日
は

「正
食
医
学
講
座
」
博
多
会
場

に
お
招
き
を

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ

い
ま
し
た
。
家
内
と
出
か
け
ま
し
て
、

嫁
と
ほ
か
に
二
人
の
参
加
者
で
、
会
場
の

天
理
教
鎮
西
大
教
会

へ
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

そ
の
折
、
橋
本
編
集
長
や
協
会
の
方
に
お

目
に
か
か
り
、
い
ろ
い
ろ
お
話
、
お
願

い

致
し
ま
し
た
が
、
改
め
て
書
面
を
差
上
げ

た
方
が
よ
い
か
と
思

っ
て
筆
を
取
り
ま
し

二た
。（１

）
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
発
行
の
桜
沢
先
生

の
著
書
に
、　
一
般
の
書
籍
に
つ
い
て
お
り

ま
す
よ
う
な
帯
と
い
い
ま
す
か
、
内
容
を

紹
介
し
、
ま
た
推
薦
す
る
言
葉
を
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

（
２
）

『新
し
き
世
界
へ
』
誌
に
オ
ー
サ

ワ
ジ
ャ
パ
ン
で
取
扱
う
商
品
の
紹
介
を
必

ず
掲
載
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

同
じ
心
で
運
営
さ
れ
て
い
る
日
本
Ｃ
Ｉ

と
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
パ
ン
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

一
読
者
も
同
じ
心
で
受
取
る
こ
と
で
、
正

食
の
食
生
活
が
受
肉
す
る
と
思

い
ま
す
。

決
し
て
、
営
利
主
義
と
か
商
売
と
か
い
う

感
じ
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
か
え

っ
て
、

「親
切
で
あ
る
」

「よ
か

っ
た
」

「助
か

っ
た
」
と
い
う
具
体
的
な
声
が
出
て
来
る

と
思
い
ま
す
。
何
と
い
っ
て
も
、
考
え
方

を
実
行
に
移
す
第

一
歩
は
、
食
品
な
り
食

べ
方
な
り
で
、
そ
れ
に
は
食
品
を
知
ら
さ

れ
、
そ
し
て
食
べ
方
、
料
理
の
仕
方
を
教

え
て
い
た
だ
く
こ
と
か
ら
始
ま
る
と
思
う

か
ら
で
す
。

桜
沢
先
生
が
ご
在
世
で
あ
れ
ば
、
先
生

の
言
葉
そ
の
ま
ま
で
意
味
が
あ
り
ま
す
が
、

先
生
の
言
葉
を
他
の
誰
か
が
活
字
と
し
て

発
行
す
る
以
上
は
、
発
行
者
の
読
者
に
対

す
る
解
説
が
必
要
で
す
。
ま
た
具
体
化
す

る
食
品
や
器
具
が
必
要
な
の
は
当
然
で
、

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
と
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
パ
ン
と

が
、
陰
と
陽
が

一
体
で
あ
る
よ
う
に
、
私

た
ち

一
人

一
人
に
対
し
て
、

「新
し
き
世

界
へ
』
誌
が
模
範
を
示
し
て
下
さ
い
。

大
変
勝
手
な
こ
と
を
申
す
よ
う
で
、
第

二
者
の
放
言
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
正
食

に
縁
あ

っ
た

一
個
人
と
し
て
正
直
な
気
持

ち
を
述
べ
て
見
ま
し
た
の
で
、
何
か
の
ご

参
考
に
、
お
心
に
お
と
め
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
　

　

　

　

（
３
月
１４
日
）

私
が
博
多
会
場
の

「正
食
医
学
講
座
」

に
参
加
い
た
し
ま
し
た
の
は
、
ご
寄
贈

い

た
だ

い
た

『新
し
き
世
界
へ
』
１２
月
号
の

中
の
大
森
英
桜
先
生

「講
義
録
」
に
あ

っ

た

「血
が
キ
レ
イ
に
な
る
」

「血
が
ヨ
ゴ

く

「正
食
医
学
講
座
」
博
多
会
場

レ
て
い
る
」
と
い
う
文
で
し
た
。

と
い
う
の
は
、
血
が
キ
レ
イ
で
な
け
れ

ば
心
の
浄
化
は
な
い
と
の
考
え
方
が
小
生

の
中
に
あ

っ
た
か
ら
で
す
。

時
に
人
は
動
物
を
殺
し
て
食
用
に
供
し

ま
す
が
、
子
供
で
も
可
愛
が

っ
た
ペ
ッ
ト

の
墓
を
作
り
ま
す
し
、
食
用
に
供
し
た
鯨

に
対
し
て
も
塚
を
立
て
る
の
が
人
間
で
あ

り
ま
す
。
殺
生
の
罪
を
、
人
間
で
あ
れ
ば

古
来
か
ら
感
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

正
し
い
人
間
に
な
る
基
本
的
条
件
と
し
て
、

キ
レ
イ
な
血
液
よ
り
ほ
か
に
な

い
と
思

い

ま
す
。

大
森
先
生
の
講
義
で

「肉
体
労
働
だ
け

を
望
む
な
ら
魚
を
食
べ
て
も
よ
い
。
し
か

し
、
人
間
的
、
知
的
人
間
と
し
て
生
き
る

の
な
ら
、
魚
を
食
べ
て
い
て
は
到
達
で
き

な
い
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
の
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
し
た
。
人
は
誰
で
も
心
の
生
活
を

求
め
て
い
ま
す
。
肉
体
労
働
し
な
が
ら
で

も
精
神
的
生
活
が
中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
。

七
号
食
と
は
、
心
の
食
を
意
味
し
ま
す
。

心
の
浄
化
は
血
液
に
あ
り
。
正
し
く
生
き

る
根
本
的
条
件
と
し
て
、
健
康
道
と
し
て
、

七
号
食
の
意
義
を
血
液
の
浄
化
と
心
の
浄

化
に
結
び

つ
け
て
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

こ
の
七
号
食
精
神
を
も

っ
て
、
志
を
同

じ
く
す
る
人
々
と
共
に
歩
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
と
こ
の
講
座
で
、
千
変
万
化

す
る
玄
米
食
の
深
み
の
あ
る
料
理
を
楽
し

ま
せ
て
い
た
だ
き
有
難
く
存
じ
ま
す
。

一
、
会
の
主
旨

正
食
は
す
ば
ら
し
い
健
康
法
で
あ
り
治

病
法
で
す
が
、　
一
般
に
あ
ま
り
普
及
さ
れ

て
い
な
い
の
が
実
状
で
す
。
そ
の
中
で
本

会
の
存
在
は
、
希
少
の
も
の
で
す
。

今
日
は
あ
な
た
を
手
助
け
し
て
喜
ん
で

い
た
だ
き
、
明
日
は
私
が
お
世
話
に
な
る
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(毎月一回畿行 ) 第  6■ 号  ・̀:

世 界 政 府 協 ●

か
も
知
れ
ま
せ
ん
―
―

こ
ん
な
つ
も
り
で

は
じ
ま

っ
た
会
で
す
。
手
助
け
を
ほ
し
い

方
と
手
助
け
の
で
き
る
方
の
助
け
合

い
精

神
の
会
で
す
。

一
、
会
の
運
営

手
助
け
を
依
頼
さ
れ
る
方
は
、
本
会
で

は
、
食
セ
ン
の
献
立
や
手
当
て
に
つ
い
て

判
断
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
自
分
で
考
え
ら

れ
る
か
、
あ
る
い
は
食
養
団
体
の
指
導
者

に
相
談
し
て
か
ら
依
頼
し
て
下
さ
い
。

料
金
は
２
時
間
＝
３
千
円
を
基
本
金
と

し
て
、
１
時
間
増
す
ご
と
に
千
円
を
追
加

し
、
交
通
費
を
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

手
助
け
を
ほ
し
い
方
、
手
助
け
の
で
き

る
方
の
連
絡
先
は
、
〒
２‐４
川
崎
市
多
摩
区

菅
地
浦
２
の
１３
の
１４
の
翻
　
８
０
４
４
１

９
４
４
１
４
３
５
９
　
堀
し
げ

さ

っ
そ
く

『世
界
政
府
』
６
号
、
８
号

の
コ
ピ
ー
を
お
送
り
く
だ
さ
り
あ
り
が
と

う
。
こ
の
こ
ろ
の

『世
界
政
府
』
新
聞
は

創
刊
当
時
で
も
あ
り
、
敗
戦
に
よ
る
日
本

人
の
虚
脱
状
態
の
中
で
、
人
々
は
思
想
的

に
も
よ
り
ど
こ
ろ
を
失

っ
て
い
ま
し
た
か

ら
、
Ｇ
Ｏ
の
意
気
込
み
も
そ
の
ま
ま
紙
面

に
溢
れ
て
感
じ
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

さ
る
２
月
２３
日
、
世
界
連
邦
建
設
同
盟

一
九
五
五
年
に
は
世
界
政
府
が
で
ぎ
る
＝

¨
　

☆

一
つ
の
地
球
に
ナ
ゼ
職
瞬
が
た
え
な
い
の
か
？

一　　　　　　　　　　「押却Ъ』́
」】♂̈
『”ぁクる̈
紳だ］
一

1040・ 0。

が
Ｌ
‘
，
一ｏ
ロ
マ
ン
・
●
１
ツ

自
甍
り
自
”
螢

り̈
で
な
し
く

と
が
私
に
分
り
出
―́
手
ヽ

私
ｂ
自
分
の
営

斡

■

し

か
ヽ

カ
ズ
ン
ズ
氏
の
思
想
一
鰐
魏
語
誦
猟
ド
脚
精

水

野

海

曖

１

の
ス

て
あ

饉

、
ド

〉『世界政府』第6号

「世界政府新聞」は昭和23年 8月 30日に創刊、約11年間つづき、「新しき世界へ」に改題した。

蜂
世
界
政
府
は

繊
一　
　
出
螢
鼎
で
あ
る

一
カ

　̈
　

　
　

Ｕ
Ｓ
世
界
政
府
副
墨
コ

ノ
‥

マ
ン
・
カ
ズ

ン
ズ

ｋ
ｌ

檀

ち

、
あ

認

陥

一τ

孝

澤

に
優

な

い

だ

京
都
支
部
の
総
会
に
招
か
れ
て

「健
康
と

平
和
」
と
題
す
る
講
演
を
し
ま
し
た
。
久

し
ぶ
り
に
世
界
政
府
に
つ
な
が
る
こ
の
運

動
体
に
ふ
れ
ま
し
た
。

湯
川
ス
ミ
夫
人
、
上
田
み
の
る
参
院
議

員
、
民
社
党
京
都
府
連
書
記
長
、
社
民
連

代
議
士
秘
書
、
元
京
都
府
会
議
員
な
ど
、

鉾
々
た
る
メ
ン
バ
ー
も
い
て
約
４０
名
の
集

会
で
し
た
。

世
界
連
邦
の
思
想
に
は
多
く
の
人
が
共

鳴
し
や
す

い
よ
う
で
す
。
私
た
ち
は
、
Ｗ

Ｇ

（世
界
政
府
）
運
動
を
掲
げ
な
が
ら
無

双
原
理
や
食
養
を
も

っ
て
人
々
に
対
応
し

て
き
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
社
会
的
課
題

も
や
は
り
と
り
あ
げ
る
必
要
が
あ
る
と
改

め
て
感
心
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

『世
界
政
府
』
新
聞
は
１
号
か
ら
ず

っ
と

綴
じ
込
み
に
し
て
製
本
し
、
ア
メ
リ
カ
ヘ

持

っ
て
行

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
帰
国
す

る
と
き
、
ま
た
渡
米
す
る
か
ら
と
知
人
に

預
け
て
し
ま

っ
た
の
が
大
ミ
ス
で
、
な
く

な

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。

湯
川
ス
ミ
夫
人
に
つ
い
て
は
、
実
に
気

さ
く
で
謙
虚
な
方
で
し
た
。
７５
歳
と
い
う

の
に
と
て
も
若
々
し
い
。
会
場
は
青
山
荘

と
い
う
元
東
伏
見
宮
別
邸
が
高
級
料
理
屋

に
な

っ
た
と
こ
ろ
。
そ
の
オ
ー
ナ
ー
が
京

都
支
部
長
で
、
ご
夫
妻
と
も
ボ
ス
ト
ン
で

久
司
兄
に
会

っ
て
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ

ク
を
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
い
つ
の
で
し
た
。
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E   手 紙
奇
縁
と
い
う
も
の
で
す
。

先
生
が
す

っ
か
り
お
元
気
に
な
ら
れ
、

つ
え
を
使
わ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
以
前

と
変
わ
り
な
く
皆
様
を
御
指
導
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
主
人
か
ら
聞
き
大
変
う
れ
し
く

思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
先
生
の
強
い
使
命

感
に
満
ち
た
精
神
力
に
、
私
は
胸
が
あ

つ

く
な
る
思
い
が
し
ま
し
た
。
私
も
先
生
の

よ
う
に
生
き
ら
れ
た
ら
と
思
い
、
と
て
も

励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

こ
ち
ら
の
食
養
も
ま
す
ま
す
さ
か
ん
に

な
る
と
思

い
ま
す
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
す
る
も

の
、
単
に
薬
の
よ
う
に
思
う
も
の
、
本
当

の
あ
り
が
た
さ
を
知
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
の

情
報
に
ま
ど
わ
さ
れ
る
も
の
、
い
ろ
い
ろ

あ
る
な
か
で
食
養
の
本
当
の
意
味
か
ら
は

ず
れ
た
こ
と
は
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

う
思
え
ば
思
う
ほ
ど
先
生
の
存
在
は
大
き

く
、

「
ゆ

っ
く
り
お
休
み
下
さ
い
」
と
言

い
た
く
て
も
言
え
ず
、

「ぜ
ひ
、
が
ん
ば

っ
て
私
た
ち
を
ご
指
導
下
さ
い
」
と
言
わ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
先
生
の
い
ら

っ
し
ゃ

る
こ
と
そ
の
も
の
が
、
言
葉
多
く
宣
伝
し

な
く
て
も
、
何
よ
り
も
大
き
な
教
育
で
あ

り
、
世
界
中
の
人
々
が
知
る
べ
き
こ
と
な

の
で
す
。

私
た
ち
家
族
も
元
気
に
生
き
て
来
ら
れ
、

ま
す
ま
す
生
き
る
こ
と
が
楽
し
く
、
年
々

食
養
の
あ
り
が
た
さ
に
目
を
ひ
ら
か
れ
る

思
い
で
す
。
今
年
も
い
っ
そ
う
精
進
し
て

人
々
に
も
わ
か

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努

力

い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
御
指
導
お
ね
が

い
し
ま
す
。

先
日
は
娘
の
あ
ゆ
み
が

「食
養
料
理
集

中
講
座
」
に
参
加
し
、
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
生
ま
れ
て
は
じ
め
て
の
お
料
理
講

習

（今
ま
で
他
の
お
料
理
学
校
に
行

っ
た

こ
と
も
な

い
）
で
、
ど
う
な
る
こ
と
か
と

心
配
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
帰
宅
し
て
す

ぐ
「お
い
し
か

っ
た
ア
」
と
言
う
の
で
す
。

そ
れ
か
ら

「
お
母
さ
ん
、
お
母
さ
ん
の
味

は
違

っ
て
い
る
よ
。
里
真
先
生
が
お

っ
し

ゃ
る
に
は
、
お
料
理
は
お
い
し
い
も
の
な

ん
で
す

っ
て
。
と
き
ど
き
お
母
さ
ん
は
、

ま
ず
く
て
も
し

っ
か
り
食
べ
な
さ
い
と
言

っ
て
た
で
し
ょ
う
。
」
…
…

「
ぉ
母
さ
ん
は

塩
気
を
と
り
す
ぎ
て
い
る
よ
う
だ
。
ご
ま

塩
も
、
Ｃ
Ｉ
で
は
小
さ
い
ス
プ
ー
ン
ー
杯

だ

っ
た
よ
」

「油
は
ど
う
か
ナ
」

「大
さ

じ
１
杯
が
１０
人
分
な
ん
だ

っ
て
」
「あ
れ
、

や

っ
ぱ
り
油
も
使

い
す
ぎ
て
い
る
。
お
母

さ
ん
も
教
わ
ら
な
い
と
だ
め
だ
ネ
」
と
、

こ
ん
な
具
合
に
夜
ふ
け
ま
で
主
人
と
二
人

で
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
が
つ
づ
き
ま
し
た
。

と
も
す
る
と
勤
め
先
で
邪
食
に
お
ち

い

り
、
玄
米
を
口
に
し
な
か

っ
た
娘
が
、
里

真
先
生
や
吉
成
先
生
の
お
料
理
に
感
激
し

き

っ
て
帰

っ
て
き
た
こ
と
、
最
近
は
自
分

か
ら
玄
米
弁
当
を
持

っ
て
行
く
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
、
心
か
ら
う
れ
し
く
、
何
と
お
礼

を
申
し
上
げ
て
よ
い
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

桜
沢
如

一
先
生
の

「た
の
し
い
、
す
ば
ら

し
い
、
あ
り
が
た
い
、
お
も
し
ろ
い

一
生
」

が
送
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
言
葉
を
家
訓
と

し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

■
お
詫
び
と
訂
正

本
誌
元
会
年

一
月
号
の
３５
頁
、
天
然
村

の
年
賀
広
告
で
、
縄
文
杉
の
樹
齢
、七
夭
年

は

「主
８
年
」
の
誤
り
で
す
。
天
然
村

ヘ

の
連
絡
は
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
友
の
店
の
欄

を
ご
覧
下
さ
い
。

■
こ
の
欄
、
編
集
部

「手
紙

。
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
」
あ
て
に
、
会
報
や
写
真
、

お
便
り
な
ど
を
お
送
り
下
さ
い
。

（住
所

・
氏
名
・年
齢
・職
業
明
記
。
編
集
の
都
合

で
、
原
稿
の

一
部
を
整
理
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
投
稿
原
稿
は
返
却

で
き
ま
せ
ん
の
で
、

コ
ピ
ー
を
と

っ
て
か

ら
お
送
り
下
さ
い
。）

美術 印刷 一般

郵 東 賀
代表取締役 :野 ヶ 山 量 尉 知

東 京 都 台 東 区 浅 草 橋 4丁 目 16番 8号 〒 111
1日言舌  コに易煎  (862) ftヨ辱 1  6  2  7 ^-  9  調『
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中国で

●8日間 中国素菜食の旅
'86・ 9月 6日 0～ 13日 (土 )
●募集人員/30名限定

東京発着20名 、大阪発着

10名  .
●参加費用/¥298,000
●主催/びいゆう会
●後援/日本CI協会

正 食 協 会

●企Tu/

アイランドジャップ

*問合せ、申込み先一―

東京はアイランド(東京都

渋谷区神宮前4-11-14-204

■,030401 ・ 1688)

大阪はアイランドジャッ

プ (大阪市南区西清水町

34江川直ビル 3F
8060245・ 1414)

びいゆう会係ま
・
で。

*案内バンフレット送ります。

大山 夏の健康学園
会  場 /寂 光 院 (愛知県大山市杉之段12    申 込 金 /2,000円 織 額は締切り日までに)

80568・ 61・ 0035)

締 切 り/7月 13日個X定員80名 で締切。
交  通i//名古屋駅から名鉄電車急行で35分、大山

遊園駅下車、徒歩30分、タクシーで5分    講 義 と/①子宮ガンと子宮筋腫の治し方

日 時 /7月 26日 (■l 正午受付開始       イテ 事  ②胃ガンと直腸ガンの治し方
7月 28日 (月)午後 2時解散

③短時間睡眠法と不眠症の治し

講 師/大森英桜、大森一慧、大崎健一      方

④最高の人相とは?
椰子1修費し/大人 20,000円  中学生以下 12.000円

4歳未満 5,000円
●座談会、公開健康相談

主催 /愛 知 陰陽会   伊藤 誠
●詳しいバンフレツトご希望の方はお申し込み下さい。        (〒 想

50翼

計8ょ為見言
浦2943)
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戦
争
を
廃
絶
す
る
も

っ
と
も
手

っ
と
り
早

い
方
法
は
、
言
語
を
廃
絶

す
る
こ
と
だ
。
言
葉
が
な
け
れ
ば
詩
も
な
い
。
だ
が
戦
争
も
な
い
。

人
類
も
欠
陥
脳
設
計
の
犠
牲
者
ら
し
い
…
…

ア
ー
サ
ー
ケ
ス
ト
一了

●
ア
ー
サ
ー

・
ケ
ス
ト
ラ
ー

エ
作
舎

　
一
九
八
三
年

こ
れ
だ
け
を
し
て
い
れ
ば

い
い
と
い
う

よ
う
な
妙
案
は
、
も
う
ど
こ
に
も
な
い
。

そ
ん
な
も
の
が
あ

っ
た
ら
、
お
目
に
か
か

り
た

い
も
の
だ
―
―
そ
う
ケ
ス
ト
ラ
ー
も

一言
い
た
か

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ

の
書
の

「日
本
語
版

へ
の
序
」
に

―
―
人
類
が
絶
望
を
超
え
て
と
る
べ
き

道
を
、
試
み
に
提
案
す
る
も
の
で
あ

Ｚ
つ
。

と
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

っ
て
い
る
の
だ
・か

ら
、
ホ
ロ
ン
な
る
考
え
に
期
待
を

つ
な
い

で
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

だ
が
、
ラ」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ふ
た
月
後
、

一
九
八
三
年
二
月
、
ヶ
ス
ト
ラ
ー
は
シ
ン

シ
ア
夫
人
と
と
も
に
自
殺
し
た
。

◇
　
　
◇
　
　
◇

試
み
に
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
は
、
二
面
性

（
ヤ
ヌ
ス
＝
二
つ
の
顔
）
を
持

つ
。

た
と
え
ば
、
そ
れ
を
陰
陽
と
表
現
し
て

も
い
い
が
、
こ
こ
で
は
全
体
と
部
分
が
問

題
と
な
る
。
心
臓
は
、
人
体
と
い
う
全
体

か
ら
み
れ
ば
部
分
的
器
官
に
な
る
が
、
器

官
を
形
づ
く
っ
て
い
る
筋
肉
か
ら
み
れ
ば
、

心
臓
が
全
体
で
あ
る
。
■
か
ら
み
れ
ば
部

分
と
み
え
た
も
の
も
、
下
か
ら
み
れ
ば
全

体
で
あ
る
。
そ
れ
を
ホ
ロ
ン

（全
体
子
）

と
名
づ
け
た
。

と
こ
ろ
で
、
人
体
に
は
使

い
方
の
わ
か

ら
な

い
器
官
（＝
人
間
の
脳
）が
、
す
で
に

仕
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
、
ケ
ス
ト
ラ
ー

も
注
意
を
向
け
て
い
る
。
そ
こ
に
ホ
ロ
ン

を
解
く
鍵
が
あ

っ
た
の
だ
が
…
…

●
感
謝
。
次
の
新
刊
本
を
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

に
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
。

『寂
室
語
録
管
窺
抄
』

（高
田
集
蔵
著
、

宮
原
信
編
、
高
田
集
蔵
著
書
刊
行
会
、

非
売
品
、
も
と
漢
文
で
書
か
れ
、
ガ

リ
版
印
刷
で
出
版
さ
れ
た
も
の
を
、

仮
名
ま
じ
り
文
を
付
し
て
、
八
死
頁
の

大
著
に
編
み
な
お
し
た
力
作
。
）

『自
然
食
あ
ら
か
る
と
」

（新
泉
社
、
平

賀
佐
和
子
著
、
一吾
〇
円
、

『中
国
新

聞
』
に
連
載
の

「自
然
食
ア
ラ
カ
ル

卜
Ｌ
私
の
食
養
料
理
」
を
ま
と
め
た

平
賀
さ
ん

（皆
実
Ｃ
Ｉ
）
の
好
著
。

●
日
本

Ｃ
‥
協
会
扱

い
の
他
社
本

『食
べ
も
の
健
康
法
』

（農
山
漁
村
文
化

協
会
、
石
塚
左
玄
著
、
橋
本
政
憲
訳
、

一〓
〇
円
、　
一工
一五
〇
円
）

『母
性
を
政
治
に
生
か
す
道
―
男
社
会
は

な
ぜ
荒
廃
す
る
か
』

（柏
樹
社
、
櫻

本
健
古
著
、
一舌
〇
円
、
〓

一吾
円
）

『が
ん
、
あ
る
完
全
治
癒
の
記
録
」

（
日

本
教
文
社
、
ア
ン
ソ
ニ
ー

・
サ
テ
ィ

ラ
ロ
著
、
１．
野
上

＾
訳
、
一日
〇
円
、

〓

一吾
円
）

『
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
健
康
法

一

（日

貿
出
版
社
、
久
司
道
夫
著
、二
〓
〇
円
、

一二
一８
円
）

『母
乳
で
育
て
る
コ
ツ
』

（新
泉
社
、
山

西
み
な
子
著
、
一日
〇
円
、
二
一吾
円
）

「か
た
み
』

（
み
ち
く
さ
会
、
小
川
み
ち

著
、
量
〓
円
、
一二
一吾
円
）

、か
た
こ
と
』

（
み
ち
く
さ
会
、
小
川
み

ち
著
、
一奎
〇
円
、
〒
孟
ｏ
円
）

『生
命
の
形
態
学
」―
『綜
合
看
護
』
死
屯

年
二
号
、
四
号
、
一七
八
年

一
号
、
三

フ

ッ
ク

レ
ヴ

ュ
ー

■
―

―

日万
、　
一九
七
九
年
十
一　
口万
、
〓
盲
万
（コス
絆
い
好
」、

二
木
成
夫
、
各
吾
ｏ
円
、
一工
一吾
円
）

『怖

い
食
品
あ
８
種
』

『危
険
な
学
校
給

食
」

（ナ
シ
ョ
ナ
ル
出
版
、
郡
司
篤

孝
著
、
各
三
〓
円
、
〓
一一〓
円
）

『玄
米
正
食
の
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
』

（正
食

協
会
、
四
Δ
円
、
一正
一日
円
）

『身
近
か
な
食
物
に
よ
る
手
当
て
法
Ｌ
正

食
協
会
、
夭
ｏ
円
、
正

一８
円
）

『砂
糖
病
―
甘

い
麻
薬
の
正
体
』

（
日
貿

出
版
社
、
ウ
イ
リ
ア
ム

・
ダ
フ
テ
ィ

著
、
田
村
源
二
訳
、
一吾
〇
円
、
二
あ

ｏ
円
）

『長
生
き
の
研
究
』

（風
濤
社
、
古
守
豊

甫
著
、
一舌
〇
円
、
〓

一吾
円
）

『
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
の
占
領
革
命
ヽ
フ
リ

ー
メ
ー
ソ
ン
の
ア
ジ
ア
管
理
Ｌ
新
國

民
社
、
大
塚
き
ょ
子
著
、
各
宍
ｏ
鳳

一工
一吾
円
）

『漢
方
間
答
―
東
洋
医
学
の
世
界
』

『続

漢
方
間
答
―
食
養
生
の
思
想
』

（柏

樹
社
、
荒
本
正
胤
著
、
各
茜
〓
円
、

一二
一８
円
）

『姓
名
の
神
秘
』

（紀
元
書
房
、
熊
崎
健

翁
著
、
九
五
〇
円
、　
〒
一一二
〇
円
）

『玄
米
食
の
す
す
め
』

（風
媒
社
、
櫻
本

健
古
著
、
宍
ｏ
円
、
工

一吾
円
）

『元
気
の
革
命
』

（新
泉
社
、
石
田
英
湾

著
、　
一四
〇
〇
円
、　
〒
一一五
〇
円
）

『食
原
病
』

（潮
文
社
、
十
尾
盛
保
著
、

七
五
〇
円
、
〒
舌
ｏ
円
）
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●
材
料
／
油
揚
げ

（６
枚
Ｘ
餅
玄
米
粉

（カ
ッ
プ
３
Ｘ
カ
ン

ピ

ョ
ウ

（６
本
）
、
レ
ー
ズ
ン

（カ
ッ
プ
２
分
の
ｌ
Ｘ
自
然
塩

（少
々
）
、讐
油

（大
２
）
、
ワ
イ
ン

①
油
揚
げ
は
長
い
方
に
包
丁
を
入
れ
、細
長

い
袋
に
は
が
し
、

油
抜
き
を
し
、
水
カ
ツ
。フ
ー
、
醤
油
大
１
で
煮
て
、
味
を
つ

け
る
。

②
餅
玄
米
粉
に
塩
小
さ
じ
２
分
の
１
加
え
、
ぬ
る
ま
湯
で
耳

た
ぶ
く
ら
い
に
こ
ね
る
。
レ
ー
ズ
ン
を
細
か
く
切
り
、
ヮ
イ

ン
を
容
器
に
入
れ
、
切

っ
た
レ
ー
ズ
ン
を
ワ
イ
ン
に
ひ
た
ひ

た
に
つ
け
て
２０
分
く
ら
い
置
い
て
お
く
。
こ
ね
た
粉
を
丸
め

て
２０
分
ほ
ど
ふ
か
し
、
こ
ね
鉢
に
と

っ
て
掲
き
、
レ
ー
ズ
ン

を
ま
ぜ
る
。
こ
れ
を
太
さ
―
セ
ン
チ
く
ら
い
の
棒
に
し
、
３

セ
ン
チ
く
ら
い
に
切
り
、
①
の
油
揚
げ
に
、
形
を
く
ず
さ
な

い
よ
う
に
入
れ
て
端
を
巻
く
。

③
カ
ン
ピ

ョ
ウ
を
塩
水
で
も
み
、
水
カ
ツ
。フ
ー
、
醤
油
大
１

で
５
分
ほ
ど
煮
る
。
こ
れ
で
②
を
巻
き
、
ち
ま
き
に
し
、
５

分
ほ
ど
ふ
か
す
。

も
し
笹
の
葉
が
あ

っ
た
ら
、
笹
で
巻
き
、
糸
で
固
く
巻
い

て
蒸
し
ま
す
。

●
材
料
／
コ
‥
フ
ー

（硼
グ
ラ
ム
Ｘ
生
ゆ
ば

ぎ

（大
１
本
ヽ
人
参

（２
分
の
１
本
Ｘ
大
根

１０
セ
ン
チ
×
讐
油
、
油
、
塩
、
生
姜
少
々

（１
本
Ｘ
長
ね

（お
ろ
し
用
、

①
コ
ー
フ
ー
は
２
セ
ン
チ
角
の
斜
め
薄
切
り
に
し
、
ゴ
マ
油

で
揚
げ
る
。

②
生
ゆ
ば
は
８
切
れ
と
し
、
長
ね
ぎ
も
ゆ
ば
と
同
じ
長
さ
に

切
り
、
人
参
は
５
ミ
リ
厚
さ
の
輪
切
り
に
し
、
小
１
の
塩
を

ふ
り
、
手
で
ま
ぜ
、
水
分
が
出
た
ら
、
か
ら
炒
り
し
、
大
２

の
水
で
弱
火
で
蒸
し
煮
を
し
、
型
で
抜
く
。

③
大
根
は
お
ろ
し
、
長
ね
ぎ
を
大
１
の
油
で
炒
め
、
コ
ー
フ

ー
を
入
れ
て
薄
い
醤
油
味
の
汁
で
煮
込
み
、
大
根
お
ろ
し
の

汁
も
い
っ
し
よ
に
入
れ
、
吸
い
物
よ
り
少
々
か
ら
め
に
味
を

つ
け
、
器
に
盛
り
、
人
参
を
二
、
三
飾
る
。

●
材
料
／
豆
腐
（２
丁
）
、人
参
（２
分
の
１
本
ヽ
玉
ね
ぎ

（１

個
Ｘ
キ
ャ
ベ
ツ
（６
枚
）
、
コ
…
フ
ー
（硼
グ
ラ
ム
ヽ
地
粉

（少

少
）
、バ
ン
粉
、
油
、
塩

①
豆
腐
は
水
を
切

っ
て
つ
ぶ
し
、
小
２
の
塩
と
大
２
の
替
油

で
味
を
つ
け
、

②
人
参
は
１
セ
ン
チ
角
の
薄
切
り
、
玉
ね
ぎ
は
荒
ミ
ジ
ン
切

り
、
コ
ー
フ
ー
は
薄
く
切
っ
て
油
で
揚
げ
、
一ヽ
ジヽ
ン
に
切
る
。

鍋
に
昆
布
を
敷
き
、
刻
ん
だ
コ
ー
フ
ー
を
入
れ
、
カ
ツ
プ
２

分
の
１
の
水
に
替
油
大
２
分
の
１
入
れ
て
煮
つ
け
、
水
分
が

な
く
な
っ
た
時
、
生
姜
お
ろ
し
を
小
１
加
え
る
。

③
大
１
の
油
で
玉
ね
ぎ
を
炒
め
、
塩
小
１
加
え
、
人
参
を
加

え
て
炒
め
、
コ
ー
フ
ー
を
ま
ぜ
、
①
に
入
れ
、
地
粉
も
大
山

３
く
ら
い
入
れ
て
、
よ
く
ま
ぜ
、
８
個
に
丸
め
、
少
々
平
ら

に
し
、
地
粉
を
天
ぶ
ら
の
衣
よ
り
少
々
固
め
に
と
い
た
の
を

つ
け
、
バ
ン
粉
を
ま
ぶ
し
、
脚
度
く
ら
い
の
油
で
か
ら
り
と

キ
ツ
ネ
色
に
揚
げ
る
。
キ
ャ
ベ
ツ
を
薄
く
切
り
、
熱
湯
を
か
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ガ
ン
モ
と
た
け
の
こ
煮
合
わ
せ

け
、
少
し
塩
味
し
た
も
の
を
付
け
合
わ
せ
に
す
る
。

●
材
料
／
豆
腐
（２
丁
ヽ
た
け
の
こ
（硼
グ
ラ
ム
）
、
人
参

（５０

グ
ラ
ム
ヽ
キ
ク
ラ
ゲ

（５
Ｘ
自
ゴ
マ

（大
ｌ
Ｘ
さ
や
い
ん
げ

ん

（２０
本
）
、
ア
ラ
メ

（１０
グ
ラ
ム
）
、大
和
芋

（ｌ
Ｘ
善
油
、

塩
、
ゴ
マ
油
、
地
粉

①
豆
腐
は
よ
く
水
を
切
る
。
た
け
の
こ
は
皮
の
ま
ま
先
を
斜

め
に
切
り
、
縦
に
浅
く
包
丁
目
を
入
れ
、
糠
を
入
れ
た
湯
で

２
時
間
く
ら
い
ゆ
で
、
汁
が
冷
え
る
ま
で
そ
の
ま
ま
置
き
、

縦
に
包
丁
し
て
皮
を
む
き
、
縦
２
つ
切
り
、
１
セ
ン
チ
に
切

る
。
人
参
は
細
か
く
切
る
。
キ
ク
ラ
ゲ
は
水
に
も
ど
し
て
細

か
く
切
る
。

自
ゴ
マ
は
炒
る
。
さ
や
い
ん
げ
ん
は
塩
ゆ
で
し
て
５
ミ
リ

に
切
り
、
ア
ラ
メ
は
水
に
も
ど
す
。

②
人
参
、
キ
ク
ラ
ゲ
、
自
ゴ
マ
、
さ
や
い
ん
げ
ん
の
半
分
を

①
の
豆
腐
に
ま
ぜ
、
大
和
芋
を
お
ろ
し
て
入
れ
、
よ
く
ま
ぜ

合
わ
せ
、
３
セ
ン
チ
大
に
丸
め
、平
ら
に
し
て
油
で
揚
げ
る
。

③
鍋
に
出
し
汁
を
カ
ツ
プ
３
入
れ
、
た
け
の
こ
と
ア
ラ
メ
を

入
れ
、
醤
油
大
２
、塩
小
１
で
味
を
つ
け
、よ
く
煮
ふ
く
め
、

ガ
ン
モ
ド
キ
、
た
け
の
こ
、
ア
ラ
メ
を
美
し
く
器
に
盛
り
合

わ
せ
、
い
ん
げ
ん
を
上
に
天
盛
り
す
る
。

●
材
料
／
さ
や
い
ん
げ
ん
（２０
本
Ｘ
グ
リ
‥
ン
ア
ス
パ
ラ
（１０

本
Ｘ
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー

（２
分
の
１
本
）
、
レ
タ
ス

（４
枚
ヽ
ラ

デ
ィ
シ
ュ
（７
個
Ｘ
卵
の
黄
身

（１
個
分
）
、
か
ら
し

（少
々
）
、

オ
リ
ー
ブ
油

（カ
ッ
プ
２
分
の
ｌ
Ｘ
塩
、
書
油
、
レ
モ
ン
汁

（少
々
）

①
さ
や
い
ん
げ
ん
は
色
よ
く
塩
ゆ
で
し
て
２
つ
切
り
。
グ
リ

ー
ン
ア
ス
パ
ラ
の
固
い
と
こ
ろ
は
切
り
、
塩
ゆ
で
し
て
２
つ

切
り
。
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
は
、
ひ
と
花
ず

つ
に
し
、
自
く
ゆ
で

る
。
ラ
デ

ィ
シ
ュ
の
う
ち
４
つ
は
花
形
に
切
り
目
を
入
れ
、

冷
水
に
つ
け
、
３
つ
は
小
口
切
り
し
て
塩
を
少
々
ふ
る
。

②
卵
の
黄
身
を
よ
く
ま
ぜ
、
塩
小
２
分
の
１
、
か
ら
し
小
２

分
の
１
を
加
え
て
よ
く
ま
ぜ
、
オ
リ
ー
ブ
油
を

一
、
二
滴
ず

つ
入
れ
な
が
ら
よ
く
泡
立
て
て
器
で
ま
ぜ
、
油
を
少
し
ず

つ

流
し
入
れ
な
が
ら
、
た
え
ず
ま
ぜ
合
わ
せ
、
固
ま

っ
た
ら
レ

モ
ン
汁
を
二
、
三
滴
落
と
し
、
さ
ら
に
ま
ぜ
て
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

を
作
る
。
そ
れ
に
醤
油
を
少
々
入
れ
て
ま
ぜ
る
。

③
ラ
デ

イ
シ
ュ
を
の
ぞ
い
た
①
を
②
で
和
え
、
レ
タ
ス
を
器

に
敷
い
て
、
そ
の
上
に
美
し
く
盛
り
、
切
リ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
を

ち
ら
し
、
花
形
を
飾
り
に
す
る
。

●
材
料
／
バ
ン

（１
斤
Ｘ
油
揚
げ

（２
枚
）
、
キ
ャ
ベ
ツ

（５

枚
Ｘ
人
参

（１
本
Ｘ
き
ゅ
う
り
（２
本
Ｘ
黒
ゴ

マ
パ
タ
…
（大

２
Ｘ
塩
、
油

①
油
揚
げ
を
縦
２
つ
切
り
に
し
、熱
湯
を
か
け
て
油
抜
き
し
、

細
か
く
切
る
。
キ
ャ
ベ
ツ
は
細
切
り
、
人
参
も
細
切
り
に
す

る
。
②
鍋
に
油
を
小
２
温
め
、
①
を
炒
め
、
塩
で
味
を
つ
け
る
。

き
ゆ
う
り
は
塩
で
板
ず
り
し
、
小
口
切
り
。
塩
を
少
々
ふ

っ

て
、
し
ん
な
り
し
た
ら
し
ば
る
。

③
バ
ン
を
６
ミ
リ
く
ら
い
に
切
り
、
②
を
は
さ
み
、
１
枚
を

か
ぶ
せ
る
。
１
枚
に
は
ゴ
マ
パ
タ
ー
少
々
塩
を
ふ
り
ま
ぜ
て

ぬ
り
、
１
枚
合
わ
せ
。
野
菜
を
は
さ
ん
だ
の
と
ゴ
マ
パ
タ
ー

を
ぬ
っ
た
の
と
を
重
ね
、
ま
な
板
を
重
し
に
の
せ
る
。
適
宜

に
切

っ
て
供
す
。
目

Ｈ

一出日

●
材
料
／
玄
米
粉

（カ
ッ
プ
３
Ｘ
ク
ル
ミ

（１０
個
）
、
ひ
し
お

味
嘱

（大
２
）
、
レ
‥
ズ
ン

（カ
ッ
プ
３
分
の
１
ヽ
地
粉

（カ

ッ
プ
２
分
の
ｌ
Ｘ
柏
の
葉

（１６
枚
Ｘ
塩
、
ワ
イ
ン

①
玄
米
粉
を
熱
湯
で
こ
ね
、
耳
た
ぶ
よ
り
少
々
や
わ
ら
か
め

に
す
る
。

②
蒸
し
器
に
ぬ
れ
布
巾
を
敷
き
、①
を
適
宜
に
つ
か
み
取
り
、

約
２０
分
く
ら
い
蒸
す
。
す
り
鉢
に
と
り
、
つ
い
て
こ
ね
る
。

③
レ
ー
ズ
ン
を
細
か
く
切
り
、
ワ
イ
ン
に
２０
分
く
ら
い
つ
け

た
も
の
を
②
に
つ
き
ま
ぜ
、
直
径
３
セ
ン
チ
く
ら
い
の
量
を

手
に
取
り
、
丸
く
平
ら
に
す
る
。

④
ク
ル
ミ
を
炒
り
、
薄
皮
を
取
っ
て
、
よ
く
す
り
つ
ぶ
し
、

ひ
し
お
味
噌
を
入
れ
て
よ
く
す
り
、
水
大
２
を
加
え
て
ど
ろ

り
と
さ
せ
、
地
粉
を
油
大
２
で
キ
ツ
ネ
色
に
炒

つ
て
少
し
ず

つ
ま
ぜ
て
、
２
セ
ン
チ
く
ら
い
に
丸
め
る
。

こ
れ
を
②
に
の
せ
て
２
つ
に
曲
げ
、
柏
の
葉
に
く
る
み
、

５
分
ほ
ど
蒸
す
。

５
月
５
日
は
子
ど
も
の
節
句
で
す
の
で
、
子
ど
も
向
き
の

献
立
を
入
れ
ま
し
た
。
お
友
だ
ち
を
呼
ん
で
皆
様
で
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

軍
興
義
封
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（
前

略

）
御
承
知
の
通
り
、
最
近
エ
イ
ズ
が
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
、
抗
生
物
質
も
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
も
何
も

効
か
な
い
、
治
ら
な
い
、
皆
二
年
以
内
に
死
ん
で
行
く
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
思
い
立
っ
て
、
エ
イ
ズ
に
つ
い

て
の
本
を
書
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
人
二
億
五

千
万
人
を
対
象
と
し
て
、
理
解
さ
せ
、
実
行
さ
せ
る
こ
と

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
陰
陽
の
理
論
を
避
け
、

「
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
の
も
避

け
て
、
プ
ラ
ス
、

マ
イ
ナ
ス
で
表
現
し
、
誰
に
も
実
行
で

き
る
程
度
に
食
品
の
制
限
も
な
る
べ
く
ゆ
る
や
か
に
し
て

最
少
限
度
に
と
ど
め
ま
し
た
。
今
に
わ
か
に
全
ア
メ
リ
カ

人
に
味
噌
汁
を
飲
め
、
糠
漬
を
食
べ
ろ
と
い
っ
て
も
、
手

に
入
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。

エ
イ
ズ
は
そ
ん
な
に
難
し
い
病
気
で
は
な
い
と
思
う
。

し
か
し
、
そ
れ
で
さ
え
、
現
代
医
学
、
栄
養
学
に
大
革
命

を
起
こ
す
よ
う
な
こ
と
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
後
日

ガ
ン
の
本
を
出
し
て
、
そ
の
時
、
は
っ
き
リ
マ
ク
ロ
ビ
オ

テ
ィ
ッ
ク
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
、
世
界
中
の
人
々
に

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ア
メ

リ
カ
で
出
版
す
る
前
に
、
日
本
の
皆
様
に
、
私
が
な
ぜ
こ

う
い
う
本
を
書
い
た
か
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

内
容
の

一
端
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
の
構
成
は
、

序
文
、
結
論
　
【
第

一
部

問
題
の
所
在
】
エ
イ
ズ
、
疫

病
　
【
第
二
部

不
調
と
退
化
の
原
因
】
肉
食
、
砂
糖

【
第

二
部

生
命
の
本
質
】
永
遠
の
生
命
、
防
疫
機
能
、
植
物
と

動
物
、
徴
生
物
の
世
界
、
酸
性
と
ア
ル
カ
リ
性
、
均
衡

【第
四
部

回
復
】
塩
、
穀
物
、
野
菜
と
果
物
、
噛
む
こ
と

【
第
五
部

再
建
と
治
療
】
症
候
と
作
戦
、
日
よ
り
見
的
伝
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染
病
、
心
理
的
観
点
、
運
動
と
社
会
的
問
題
　
結
論

「
エ
イ
ズ
」
と
は
？

疫
病

エ
イ
ズ

の
発
生
は
我

々
に
多
く
の
解
決
す

べ
き
問

題
を
提
起
し
た
。
我

々
は
皆

ひ
と
し
く
、
何
が
本
当

で
あ

る
か
、
ど
う
し
た
ら
本
当
の
健
康

に
な
れ
る
か
を
試
し

て

み
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
何
を
選
ぶ
か
、
治
る
か
治
ら
な

い
か
は
、
あ
な
た
に
か
か

っ
て
い
る
問
題
で
あ
る
。
私
は
、

エ
イ
ズ
を
通
じ
て
、
生
命

の
本
質
、
起
源
、
構
造
、
機
能

に
ま

で
問
題
を
掘
り
下
げ
て
、
誰

に
で
も
理
解

で
き
る
よ

う
に
説
明
し
、
そ
し
て
実
行
し
や
す

い
よ
う
に
、
き
わ
め

て
簡
単
な
要
求

で
、
し
か
も
こ
れ
が
生
命

の
本
質
、
真
理

で
あ
り
、
自
由

へ
の
入
り
口
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
よ
う

と
思
う
。

こ
の
基
本
的
問
題
を
理
解
す
る
こ
と
が
、

エ
イ

ズ
の
恐
怖
を
ぬ
ぐ

い
去
る
ば
か
り
で
な
く
、
他

の
数
多
く

の
病
気
を
克
服
す
る
方
法

で
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
、

エ
イ
ズ
は
不

治
の
病
で
も
な
く
、
予
防
も
可
能
、
治
癒
も
可
能
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
思
う
。
そ
の
た
め
、
ま
ず

エ

イ
ズ
と
、
歴
史

に
残
る
疫
病

の
記
録
を
検
討
し
、　
つ
づ

い

て
、
生
命
と
は
何
か
、
動
物
性
食
品
と
植
物
性
食
品
と
は

ど
う
違
う
か
、
ど
う
関
係
し
て
い
る
か
、

こ
れ
が
現
代
的

食
事
法
と
ど
う
関
連
し
て
い
る
か
、
な
ぜ
身
体
的
な
機
能

が
低
下
し
、
退
化
現
象
が
起

こ
る
か
を
検
討
す
る
。

第
四
部

で
は
、
そ
れ
で
は
何
を
食

べ
た
ら
い
い
か
、
理

想
的
な
健
康
を
回
復
し
、
維
持
す
る
食
品

に

つ
い
て
述

べ
、

第
五
部

で
は
、
肉
食

の
多
過
ぎ
る
場
合
は
、
ど
の
よ
う
な

病
候
が
現
わ
れ
、
植
物
性
食
品
、
特

に
砂
糖
そ
の
他

の
性

格

の
強

い
食
品
を
摂
り
過
ぎ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
病
候

が
現
わ
れ
る
か
を
説
く
。
次
に
、

エ
イ
ズ
の
病
候
か
ら
推

理
し
て
、
肉
の
食
べ
過
ぎ
で
あ
る
か
、
砂
糖
の
食
べ
過
ぎ

で
あ
る
か
を
病
状
に
よ
っ
て
決
定
し
、
食
事
法
を
説
明
す

２一
。エ

イ
ズ
が
世
界
に
投
じ
た
問
題
は
二

つ
あ
る
。
　
一
つ
は

病
気
そ
の
も
の
、
も
う

一
つ
は

エ
イ
ズ

ヘ
の
恐
怖
か
ら
く

る
社
会
的
混
乱

で
あ
る
。

そ
の
筋

の
権
威
者
た
ち
が
、
繰
り
返
し
く
り
か
え
し
、

エ
イ
ズ
は
単
な
る
社
会
的
交
際
だ
け
で
伝
染
す
る
病
気

で

は
な

い
、
病
人

の
血
液
が
直
接
体
内

に
侵
入
し
た
場
合

に

だ
け
で
あ
る
と
強
調
す
る
。
し
か
し
ほ
と
ん
ど
の
人
は
こ

れ
を
信
用
し
な

い
。
そ
ん
な
こ
と
を
言

っ
て
も
、
分
か

っ

て
い
な

い
こ
と
が
多
過
ぎ
る
で
は
な

い
か
、
と

い
う
わ
け

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
現
在
ア
メ
リ
カ
に

一
万
六
千
人
以

上

エ
イ
ズ

の
患
者
が
出
た
。
そ
の
中
で
八
百
人
以
上
、
ど

う

い
う
わ
け
で
う

つ
っ
た
か
分
か
ら
な

い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

ノ
ミ
や
蚊

に
く
わ
れ
て
も
う

つ
ら
な

い
の
か
、
病
人

の
セ

キ
で
飛
ん
で
き
た
ツ
バ
キ
の
微
粒
子
を
吸
っ
て
も
う

つ
ら

な

い
の
か
。
う

つ
ら
な

い
と

い
う
な
ら
、
ど

こ
に
証
拠
が

あ
る
の
か
。
危
な

い
橋
は
渡
ら
な

い
方
が

い
い
に
き
ま

っ

て
い
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
人
間
の
生
命
以
上

に
大
切
な
も
の

は
な

い
。
誰
が
危
険
を
冒
し
て
ま
で
、
不
治

の
病

エ
イ
ズ

の
病
人
と
席
を
共

に
し
た
り
、

い
っ
し
ょ
に
働

い
た
り
す

る
必
要
が
あ
る
か
。
安
全
第

一
、
疑
わ
し

い
場
合
は
近
づ

か
な

い
の
が

一
番

で
あ
る
、
病
人
は
隔
離
し
ろ
、
社
会
か

ら
追

い
出
せ
、
等

々
、
大
衆
の
直
感
と
権
威
者

の
説
明
と

ど
ち
ら
が
正
し

い
の
か
、
今
後
の
研
究

に
ま

つ
し
か
結
論

が
出
な

い
。

エ
イ
ズ

の
み
な
ら
ず
、
す

べ
て
の
疫
病
は
、
個
人
の
間

題

で
あ
る
と
同
時

に
社
会
的
問
題

で
も
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
に
対
処
す
る
た
め

に
は
莫
大
な
金
が
か
か
る
。
患
者

数
は
、
す
で
に
う
な
ぎ
の
ぼ
り
に
増
加
し
て
い
る
。
多
分
、

三
百
万
人
は
す
で
に
感
染
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た

だ
、
症
候
が
現
わ
れ
て
い
な

い

（
不
顕
性
感
染
）
と

い
う

だ
け
で
あ
る
。
病
院
も
医
者
も
施
設
も
何
も
か
も
不
足

で

あ
る
。
不
顕
性
感
染
は
、
自
分
で
は
知
ら
な

い
も
の
の
、

他
人

に
う

つ
す
可
能
性

は
充
分
あ
る
。

こ
れ
だ
け
大
勢

の

人
間
を
隔
離
す
る
の
は
不
可
能
な
こ
と
で
あ
る
。
治
療
法

は
な

い
。
抗
生
物
質
も
放
射
線
治
療
も
化
学
薬
品
も
何
も

効
か
な

い
。
治

っ
た
例
が

一
つ
も
な

い
。
発
病
し
た
ら
、

た
だ
、
死
を
待

つ
だ
け
と

い
う
状
態

で
あ
る
。

昔
か
ら
恐
ろ
し

い
病
気
は
い
く

つ
も
あ

っ
た
。
ラ
イ
病
、

黒
死
病
、
梅
毒
、

コ
レ
ラ
そ
の
他
数

々
の
疫
病
が
蔓
延
じ

た
。
そ
の

つ
ど
、
社
会
を
恐
怖

の
ど
ん
底
に
た
た
き
込
ん

だ
。
そ
の

つ
ど
、
神

の
報

い
だ
と
か
、
天
刑
病
だ
と
か
、

隣
国
の
人
間
が
病
気
を
持
ち
込
ん
だ
な
ど
と
騒
ぎ
た
て
た
。

今
ま
た

エ
イ
ズ

で
、
中
世
暗
黒
時
代
と
た
い
し
て
変
わ
ら

な

い
状
態

で
あ
る
。
問
題
は
、

こ
の
よ
う
な
恐
怖
心
を
ど

う
し
た
ら

一
掃

で
き
る
か

で
あ
る
。

私
の
考
え
方

の
基
本
は
、

こ
の
世

の
生
物

の
総

て
は
均

衡
と
調
和

の
上

に
成
り
立

っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

進
化
論
か
ら
言

っ
て
も
、
我

々
の
祖
先
は
海
か
ら
発
生
し
、

環
境
の
変
化
と
と
も
に
進
化
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

こ

の
環
境
の
変
化
は
、
外
部
環
境
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
と
と

も
に
食
物
が
変
わ

っ
た
こ
と
に
も
大

い
に
関
係
し
て
い
る
。

総

て
の
生
物

は
、

こ
の
変
化
に
適
応

で
き
る
も
の
だ
け

生
き
残
り
、
適
応

で
き
な

い
も
の
は
死

に
絶
え
た
、
単
細
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胞
の
顕
微
鏡
的
微
生
物
か
ら
、
十
億
年
の
進
化
の
後
、
人

類
が
出
現
し
た
。
現
在
、
我
々
の
体
は
、
機
能
、
構
造
、

総
て
完
ぺ
き
で
あ
り
、
非
常
に
複
雑
に
な
っ
た
。
総
て
は
、

そ
の
必
要
が
あ
っ
て
発
達
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

十
億
年
の
進
化
の
歴
史
は
ま
た
、
病
気
と
の
戦
い
の
歴
史

で
も
あ
る
。
他
の
病
原
菌
は
絶
え
ず
我
々
の
先
祖
を
攻
撃

し
た
。
生
き
る
こ
と
、
繁
殖
す
る
こ
と
が
生
物
の
本
性
で

あ
る
以
上
、
こ
れ
は
や
む
を
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。

微
生
物
の
章
で
論
ず
る
通
り
、
こ
の
世
の
総
て
の
生
物

は
、
助
け
合
い
な
が
ら
生
き
て
い
る
と
同
時
に
、
他
の
物

を
食
べ
な
が
ら
生
き
て
い
る
。
食
う
こ
と
と
食
わ
れ
る
こ

と
も
完
全
に
均
衡
し
て
い
る
。
た
だ
、
生
き
な
が
ら
食
わ

れ
た
の
で
は
死
に
絶
え
て
し
ま
う
か
ら
、
体
に
防
衛
機
構

が
発
達
し
た
。
十
億
年
間
、
あ
ら
ゆ
る
細
菌
の
攻
撃
を
受

け
た
経
験
が
記
憶
と
な
り
、
遺
伝
子
に
蓄
積
さ
れ
た
。

遺
伝
子
は
十
億
年
間
、
死
ん
だ
こ
と
が
な
い
。
も
し
死

ん
だ
ら
、
我
々
が
生
き
て
い
る
わ
け
が
な
い
。
こ
の
世
に

遺
伝
子
ほ
ど
奇
跡
的
な
物
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
小
さ
な

小
さ
な
極
微
の
生
命
の
綱
の
中
に
、
我
々
の
体
の
構
造
、

大
小
、
機
能
、
建
設
順
序
等
々
、
全
部
完
全
に
記
憶
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
お
か
げ
で
我
々
は
五
体
完
全
な
体
に
生
ま

れ
て
く
る
こ
と
が
出
来
た
。
生
理
学
的
に
見
て
、
我
々
の

脳
が
最
も
発
達
し
た
器
官
で
あ
る
こ
と
は
、
誰
で
も
認
め

る
。
脳
の
次
に
完
全
な
も
の
は
、
防
衛
機
構
で
あ
る
こ
と

も
生
理
学
者
の
認
め
る
こ
と
で
あ
る
。

十
億
年
の
戦
い
と
防
衛
の
歴
史
と
、
遺
伝
子
の
記
憶
が

完
全
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
限
り
、
こ
の
世
に
不
治
の
病

気
も
伝
染
病
も
な
い
。
あ
る
も
の
は
、
た
だ
、
こ
の
防
衛

機
構
を
弱
く
す
る
も
の
だ
け
で
あ
る
。

何
が
こ
の
完
ぺ
き
な
防
衛
機
構
を
弱
く
す
る
か
。
そ
の

最
た
る
も
の
と
し
て
私
は
こ
こ
に
食
物
を
取
り
上
げ
る
。

我
々
は
食
物
に
よ
っ
て
生
き
て
い
る
。
食
物
が
血
液
を
作

り
、
血
液
が
全
身
の
細
胞
を
養
っ
て
生
き
て
い
る
こ
と
も
、

も
う
疑
う
人
も
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。
血
液
が
清
浄
で
あ

れ
ば
、
我
々
は
健
康
で
あ
り
、
細
菌
に
負
け
な
い
。
血
液

が
よ
ご
れ
て
く
る
と
、
病
気
に
か
か
る
。
そ
の
他
、
化
学

薬
品
、
空
気
汚
染
、
運
動
不
足
な
ど
い
ろ
い
ろ
の
要
素
が

加
わ
っ
て
、　
つ
い
に
は
完
全
敗
北
と
な
る
。

発
病

地
帯

は

？

一
日

一
人
当
た
り
の
動
物
性
蛋
白
質
の
摂
取
量
九
〇
グ

ラ
ム
以
上
の
国
を
挙
げ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
を
筆
頭
と
し
て

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
プ
ラ
ジ
ル
の

一

部
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
。

と
す
る
と
、
こ
れ
は
エ
イ
ズ
の
蔓
延
し
て
い
る
国
々
と

正
確
に

一
致
す
る
。
と
い
う
と
、
皆
さ
ん
は
反
対
す
る
か

も
知
れ
な
い
。

「
そ
れ
で
は
、
ア
フ
リ
カ
や
カ
リ
ブ
海
諸

国
は
ど
う
な
ん
だ
？
」
そ
れ
も
当
然
の
疑
間
と
思
う
。

と
な
る
と
、
少
し
説
明
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
ア
フ

リ
カ
や
カ
リ
ブ
海
諸
国
は
熱
帯
地
方
で
、
肉
を
食
う
必
要

の
な
い
土
地
な
の
だ
。
北
極
地
方
に
住
む
エ
ス
キ
モ
ー
は

食
物
の
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
く
ら
い
肉
を
食
べ
て
い
て
も
害

が
な
い
。
反
対
に
、
熱
帯
地
方
で
は
わ
ず
か
な
肉
食
で
も

有
害
で
あ
る
。
そ
の
上
、
カ
リ
ブ
海
諸
国
は
砂
糖
の
産
地

で
あ
り
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
も
、
果
物
の
上
に
最
近
は
砂
糖

を
過
分
に
食
べ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、

エ
イ
ズ
で
も
病
気
の
型
が
違
う
。
ア
メ

リ
カ
、
ョ
ー
ロ
ッ
パ
で

一
番
問
題
に
な
る
の
は
ご
８
■
．
∽

∽
鶴
８
ヨ

（
カ
ポ
シ
ー
肉
腫
）

で
、　
一
種

の
ガ

ン
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
ガ

ン
と
言
え
ば
、
誰
し
も
す
ぐ
不
治
と

考
え
る
。

こ
れ
は
明
ら
か
に
肉
食
過
多
か
ら
来
る
。

ア
フ

リ
カ
、
カ
リ
ブ
海
地
方

の
エ
イ
ズ
は
、
Ｆ
８
８
Ｑ
二

″

０
駕
〓
〓

”
８
雪
８

ご

（
カ
リ

ニ
肺
炎
）
で
あ
る
。

こ
れ

は
主
と
し
て
呼
吸
器
を
冒
し
、
脳
、
神
経
細
胞
を
冒
す
。

こ
れ
に
肺
結
核
を
併
発
す
る
ケ
ー
ス
が
大
部
分

で
あ
る
。

こ
れ
は
、
肉
食

に
多
量
の
砂
糖
、
果
物
が
加
わ

っ
た
場
合

に
現
わ
れ
る
。

他

の
ア
ジ
ア
諸
国

で
は
、
患
者
が
出

て
も

ひ
ろ
が
ら
な

い
。
な
ぜ
で
す
か
？
　
日
本

の
例
を
引
く
と
、　
一
九
八
二

年
十
月
、
ぁ
る
日
本
女
性
が
外
国
か
ら
帰

っ
て
発
病
し
、

エ
イ
ズ
と
診
断
さ
れ
た
。
そ
れ
以
来
、
十

一
人
発
病
、
三

人
死
亡
、
現
在
、
八
人
が
入
院
加
療
中
。
し
か
し
、
そ
の

う
ち
二
人

は
外
国
人

で
あ
り
、
二
人
は
外
国
か
ら
帰

っ
て

き
た
人

で
あ
り
、
二
人
は
輸
入
血
液
に
よ

っ
て
感
染
し
た

と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
と
す
る
と
、
最
初

の
ケ
ー
ス
が
発

見
さ
れ
て
か
ら
三
、
四
年
た
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日

本

で
は
エ
イ
ズ
が
ひ
ろ
が

っ
た
と

い
う
形
跡
が
な

い
。

と
す
る
と
、

こ
れ
は
珍
現
象
と

い
う
ほ
か
な

い
。
片
方

は
衛
生
環
境
も
と
と
の
い
、
国
民
の
教
育
程
度
も
高

い
富

裕
国
。　
一
方

は

ハ
ダ

シ
で
歩

い
て
い
る
貧
乏
国
で
、
衛
生

施
設
も
最
低
。

こ
の
両
極
端

の
国
々
が
、
ど
ち
ら
も

エ
イ

ズ
の
蔓
延
で
悩
ま
さ
れ
て
い
る
と

い
う
の
は
、
ど
う

い
う

わ
け
か
。
何
か
共
通
の
要
因
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

私
は
、
こ
れ
を

「
内
部
環
境
の
同

一
」
と
断
定
す
る
。

内
部
環
境
と

い
う
の
は
、
十
九
世
紀

フ
ラ
ン
ス
の
有
名
な

生
理
学
者
、
ク

ロ
ー
ド

・
ベ
ル
ナ
ー
ル
が
、
我

々
の
体
内

細
胞
の
生
き
て
い
る
環
境
、
血
液
、
体
液
を
、

「
内
部
環
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境
」
と
呼
ん
だ
。
血
液
の
質

の
わ
ず
か
な
変
化
も
我

々
の

健
康

に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
と

い
う
の
が
彼

の
所
論

で
、

医
学
的
に
も
確
立
さ
れ
、
ど
ん
な
教
科
書

に
も
の
っ
て
い

る
学
説
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
臨
床
医

に
は
ほ
と
ん

ど
使
わ
れ
て
い
な

い
の
も
変
な
話

で
あ
る
。

こ
の
血
液
の
質

に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
る
の
は
、
空

気

（
酸
素
）
と
食
物

で
あ
る
。
し
か
し
、
空
気
は
最
も
重

大

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
れ
を
論
ず
る
こ
と
は
、

あ
ま
り
実
用
的

で
は
な

い
。
せ

い
ぜ

い
我

々
の
で
き
る
こ

と
は
、
窓
を
あ
け
る
か
、
劇
場
な
ど
に
行
か
な

い
よ
う
に

す
る
と
か
、
大
都
会
か
ら
田
舎

に
引

っ
越
す
こ
と
の
ほ
か

に
は
、
深
呼
吸
く
ら

い
し
か
す
る
こ
と
が
な

い
。

こ
れ
に
反
し

て
、
食
物
は
す

べ
て
各
人

の
選
択

に
よ

っ

て
い
る
。
変
え
よ
う
と
思
え
ば
、
い

つ
で
も
変
え
ら
れ
る
。

し
た
が

っ
て
、
食
物
が
人

々
の
健
、
不
健

に
最
も
重
大
な

影
響
が
あ
る
と
考
え
て
差
し

つ
か
え
な

い
こ
と
に
な
る
。

新
聞

の
報
道

に
よ
れ
ば
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
菜
食
主
義

者

の
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

・
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。
不
思
議

な
こ
と
に
、

こ
の
仲
間

に
は

一
人
の
エ
イ
ズ
患
者
も
出

て

い
な

い
と

い
う
。
な
ん
と
も
簡
単
な
こ
と
だ
。
私

に
は
当

然
と
思
え
る
の
に
、
学
者
な
ど
と
称
す
る
人

々
に
は
、

こ

ん
な
簡
単
な
こ
と
が
分
か
ら
な

い
ら
し

い
。
嘘
だ
と
思

っ

た
ら
、
早
く
調
査
し
た
ら

い
い
。
米
国
農
務
省
の
発
表

で

は
、
現
在
、
約

一
千
万
人

の
菜
食
主
義
者
が

い
る
と

い
う
。

す
る
と
全
人
口
の
約
４
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
。

エ
イ
ズ

の
患
者
が

一
万
六
千
人
と
す
る
と
、
確
率
上
、
六
四
〇
人

の
菜
食
主
義
者
が

い
る
こ
と
に
な
る
が
、
多
分
、
ご
く
少

数
、
ま
た
は
現
実

に

一
人
も

い
な

い
か
も
知
れ
な

い
。
特

に
菜
食
主
義
者

で
カ
ポ

シ
ー
肉
腫
の
患
者

は

一
人
も

い
な

い
は
ず

で
あ
る
。
赤
ん
坊

に
カ
ポ
シ
ー
肉
腫
が
出
た
こ
と

が
な

い
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
肉
を
食

べ
る
赤

ん
坊
が

い
な

い
か
ら
当
た
り
前

の
こ
と
な
の
だ
。
そ
ん
な

調
査
さ
え
し
て
い
な

い
の
な
ら
、
今
す
ぐ
や
っ
た
方
が

い

い
。私

が
こ
の
本
を
書
く

の
は
、
患
者
を
救

い
、
病
気
を
予

防
す
る
だ
け
で
な
く
、
処
置
に
困
り
果
て
て
い
る
政
府
、

州
知
事
、
市
長
、
そ
の
他
衛
生
、
健
康
関
係
機
関

や
個
人

を
助
け
、
ま
た
、
納
税
者

の
エ
イ
ズ
の
た
め
の
過
分

の
負

担
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

現
在

の
推
計

に
よ
れ
ば
、
三
年
後
に
は
エ
イ
ズ
患
者
は

十
万
人
を
越
す
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
な

っ
た

ら
、

エ
イ
ズ
だ
け
で
医
療
費
が
二
千
億
ド
ル
に
達
し
、

ア

メ
リ
カ
全
体

の
他

の
す

べ
て
の
病
気
の
医
療
費

に
匹
敵
す

る
。
健
康
保
険
、
福
祉
保
険
、
生
命
保
険
そ
の
他

一
切

の

社
会
保
障
の
組
織
が
全
部
倒
産
す
る
。

エ
イ
ズ

ｏ
ワ
ク
チ

ン
が
仮
に
実
用
化
さ
れ
る
時
が
来
る
と
し
て
も
、
最
低
五

年
以
上
は
か
か
る
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。

も
う

一
つ
証
拠
を
挙
げ
る
。

カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
、　
ロ
ス
ア
ル
ト
市

の
有
名
な
整
形
外

科
医
が
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
大
量
投
与
に
よ

っ
て
、
カ
ポ

シ

ー
肉
腫
が
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
回
復
す
る
、
と
発
表
し
て
い

る
。
薬
も
外
科
手
術
も
、
何
の
役
に
も
立
た
な

い
エ
イ
ズ

に
、
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
も

い
い
、
回
復
も
す
る
し
、
平

均
の
生
存
年
数

の
二
年
を
、　
一
年

で
も
二
年

で
も
長
く
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、　
一
応
は
成
功
と
認
め
な
け
れ
ば
な

いり
な

い
。

し
か
し
、
他

の
大
勢

の
ド
ク
タ
ー
た
ち

は
、
ビ

タ
ミ

ン

Ｃ
の
大
量
投
与

は
危
険

で
あ
る
と
反
対

し

て
い
る
。

こ
れ

も
正
し
い
。
こ
の
問
題
の
本
質
を
探
っ
て
み
て
も
、
解
決

策
は
出
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
野
菜
や
果

物
の
エ
ッ
セ
ン
ス
で
あ
っ
て
、
肉
食
の
害
を
取
り
去
る
効

果
は
当
然
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
な
ら
私
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
野
菜
の
大
量
投
与

を
し
た
ら
当
然
有
効
な
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
方
が
他
の
ビ

タ
ミ
ン
も
ミ
ネ
ラ
ル
も
酵
素
も
含
ん
で
お
り
、
自
然
排
便

を
促
進
し
て
体
を
清
浄
に
す
る
効
果
も
あ
る
。
と
同
時
に
、

高
蛋
白
質
の
食
事
を
続
け
て
い
て
は
、
い
く
ら
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
で
も
野
菜
で
も
追
い
つ
か
な
い
か
ら
、
肉
食
を

一
時
停

止
す
る
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
大
量
投
与
が
危
険
な
の
は
、
肺

炎
、
結
核
型
の
エ
イ
ズ
の
場
合
で
、
こ
れ
は
砂
糖
（植
物
）

の
過
食
か
ら
来
る
の
だ
か
ら
、
当
然
禁
止
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
同
じ
病
名
が

つ
い
て
も
、
二
つ
、
時
に

は
二
つ
以
上
の
違
っ
た
型
の
病
気
が
出
て
く
る
こ
と
は
、

常
に
起
こ
る
。
こ
の
区
別
が
分
か
れ
ば
、

エ
イ
ズ
の
治
療

も
そ
う
難
し
く
は
な
い
。

も
う

一
つ
私
が
強
調
す
る
の
は
、
ソ
シ
ャ
ク
に
つ
い
て

で
あ
る
。
食
物
は
、
よ
ぐ
噛
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
消
化
、

吸
収
を
よ
く
す
る
だ
け
で
な
く
て
、
全
身
の
防
衛
機
能
を

促
進
し
、
体
を
若
返
ら
せ
る
こ
と
が
医
学
的
に
も
証
明
さ

れ
た
。
試
し
に
、　
一
週
間
で
も
い
い
、
ひ
と
口
百
回
噛
む

こ
と
を
や
っ
て
み
た
ら
、
全
身
の
ヒ
フ
が
生
き
生
き
と

つ

や
を
増
し
、
う
す
黒
い
色
が
取
れ
て
、
笑
い
が
止
ま
ら
な

い
ほ
ど
に
な
る
。
ば
い
菌
に
対
す
る
抵
抗
力
が
増
し
て
く

る
か
ら
、
伝
染
病
に
か
か
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安

も
消
え
て
い
く
。
そ
の
他
、
心
理
的
、
感
情
的
問
題
、
肉

体
的
活
動
、
あ
る
い
は
運
動
の
問
題
な
ど
本
文
中
で
取
り
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上
げ
る
。

最
後

に
も
う

一
つ
、
付
け
加
え
る
と
、
古
代

日
本

で
、

疫
病
が
流
行
し
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
詳
細
な
病
状

の
記
述

が
な

い
の
で
、
な
ん
の
病
気
だ

っ
た
か
分
か
ら
な

い
が
、

多
分
、
黒
死
病

の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

人

々
は
、
な
す
す

べ
を
知
ら
な
か

っ
た
。
時

の
天
武
天
皇

は
、
僧
侶

の
助
言

に
よ

っ
て
、
勅
命
を
出
し
た
。

「
今
よ
り
後
、
牛

。
馬

・
鶏

。
猿

・
犬

の
肉
を
食

べ
る
こ

と
を
禁
ず
」

か
く
て
、
さ
し
も
の
悪
疫
も
克
服
さ
れ
た
。

こ
れ
が
伝

統
と
な

っ
て
、
以
来
千
二
百
年
、
日
本
人
は
野
獣

の
肉
以

外
、
肉
食
を
し
な
か

っ
た
。

十
九
世
紀

の
半
ば
ご
ろ
、
ア
メ
リ
カ
の
ペ
ル
リ
提
督
が

「
黒
船
」
に
乗

っ
て
鎖
国
日
本

の
門
を
た
た
き
、
開
国
を

追

っ
た
。

こ
れ
が
端
緒
と
な

っ
て
幕
府
政
治
は
崩
壊
し
、

「
文
明
開
化
」
の
大
波
が
こ
の
国
を
洗

い
、
千
二
百
年

の

伝
統
は
破
ら
れ
、
肉
食

の
習
慣
が
次
第

に
ひ
ろ
ま

っ
た
。

そ
れ
か
ら
百
三
十
年
後
、
偶
然
か
因
縁
か
、　
一
人

の
日

本
人
が
、
今
度
は
全

ア
メ
リ
カ
人

に
向
か

っ
て
、

エ
イ
ズ

を
克
服
す
る
唯

一
の
方
法

は
、
肉
食
を
や
め
る
か
、
極
度

に
減
ら
す
し
か
な

い
と
教
え
よ
う
と
し
て
い
ろ
。
そ
れ
は

私

で
あ
る
。

（
ミ
ド
２
●
い
ｏ
ヽ
●

ミ
ヾ
ド
ヽ
ド
ｏ
ざ
も
ぃ
∞
ω
０

い
●
ざヽ

ヽ
ミ
お

い
ヽ
８
，
”
∽
い
ｏ
ｓ
ヽ
ミ
Ｐ

Ｏ
卜

Ｏ
Ｎ
Ｓ
ヽ
い

ｑ

∽
卜
）
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″
認
／

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
は
、
最
近
、
米
陸
軍
輸
送
設

備
研
究
開
発
司
令
部

（パ
ー
ジ
エ
ア
州
）
の
調

査
レ
ポ
ー
ト
２
２
４
７

『生
物
組
織
に
お
け
る

元
素
転
換
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
』

（Ｓ

・
ゴ
ー
ル
ド
フ
ェ
イ
ン
、
１
９
７
８

・
５
）
と

い
う
文
書
の
コ
ピ
ー
を
入
手
し
た
。
こ
れ
は
公

開
承
認
済
み
の
文
書
で
あ
る
が
、
桜
沢
先
生
が

晩
年
、
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
だ

「原
子
転

換
」
に
つ
い
て
、
米
陸
軍
が
独
自
の
立
場
か
ら

調
査
し
、

「確
か
に
元
素
転
換
は
存
在
す
る
」

と
結
論
し
て
い
る
ノ

■
ル
イ

・
ケ
ル
ヴ
ラ
ン
著
、
桜
沢
如

一
訳

『生
体
に
よ

る
原
子
転
換
』

『自
然
の
中
の
原
子
転
換
」
は
、
そ

れ
ぞ
れ
３
、
５
０
０
円
、
送
料
３
０
０
円
ず
つ
で
す

が
、
只
今
、
２
点
を

一
緒
に
ご
注
文
の
方
に
は
、
送

料
を
当
協
会
が
負
担
し
、
７
、
０
０
０
円
で
お
頒
け

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

▲ルイ・ケルヴラン博士
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初
め
て
の
方
に
お
勧
め
す
る
本

＊
魔
法
の
メ
ガ
ネ
　
無
双
原
理
の
物
の
考
え
方
　

　

一、
二
８
円
　
一〓
一吾

＊
永
遠
の
少
年
　
少
年
よ
、
大
志
を
い
だ
け
／
　
　
　
　
七
吾
円
　
一Ｉ
一〓

＊
食
養
人
生
読
本
　
食
養
で
開
く
自
由
の
人
生
　
　
　
一、〓一８
円
　
一Ｉ
一吾

＊
生
大
駆
現
象
ア
通
露
現
　
ゃ
さ
し
い
ェ
コ
ロ
ジ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
一〓
あ
ｏ

＊
新
食
養
療
法
　
正
食
身
心
改
造
法
　
　
　
　
　
　
一、
〈
８
円
　
一Ｉ
一吾

＊
東
洋
医
学
の
哲
学
　
最
高
判
断
力
の
書
　
　
　
　
一一、
０
８
円
　
一工
一吾

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理

（桜
沢
里
真
著
）
「
〓
詢
昨
版
〓
一一８

食
養
料
理
カ
ー
ド
（１
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
８
円
　
一Ｉ
一日

食
物
の
陰
陽
表
　
色
刷
り
一枚
　
　
　
　
　
　
　
二
８
円
　
一工

舌

正
食
医
学
の
救
急
手
当
法
　
色
刷
り
一
枚
　

　

　

一一８
円
　
一工

舌

食
物
に
よ
る
健
康
法

・
料
理
法
特
集

翁
新
し
き
世
界
へ
Ｌ
吾
号
）

二
、
０
８
円
（送
料
土
ｃ

■
昭
和
６‐
年
１
月
現
在

■
＊
印
は

「桜
沢
如

一
著
」
で
す
。

＊
無
双
原
理

・
易

＊

宇

宙

の

秩

序

　

最

重

大

Ｐ

Ｕ
書

＊
病
気
を
治
す
術

。
病
人
を
治
す
法

人
生
論

＊
心
臓
を
入
れ
替

へ
る
法
　
悪
魔
の
書

＊
人
間
―
こ
の
未
知
な
る
も
の

（カ
レ
Ｌ

＊
生
体
に
よ
る
原
子
転
換

（ヶ
ル
ツ
フ
と

＊
自
然
の
中
の
原
子
転
換

ア
ル
ツ
フ
と

＊
永
遠
の
子
供
　
　
　
　
　
　
　
一一、五
〓
円
　
一Ｉ
一吾

＊
食
養
講
義
録
　
　
　
　
　
　
　
　
七
、
三
８
円
　
一Ｉ
一〓

＊
新
し
い
栄
養
学
　
　
　
　
　
　
　
一一一、
三
８
円
　
一Ｉ
一８

＊
世
界
恒
久
平
和
案
「意
志
し
教
育
五
十
年
の
実
験
報
告

一、
０
８
円
　
一Ｉ
一８

＊
桜
沢
如

一
ア
ル
バ
ム
　
　
　
　
　
　
三
８
円
　
一Ｉ
一〓

石
塚
左
玄
著

化
学
的
食
養
長
寿
論
　
食
養
の
原
典
／
七
、
吾
〇
円
　
一〓
一８

桜
沢
里
真
著

リ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ
　
豪
華
カ
ラ
ー

七
、
三
〇
〇
［間
　
一Ｔ
二
五
〇

米
国
の
食
事
改
善
目
標
　
米
上
院
栄
養
委
昌
ｏ
円
　
一Ｔ

里

桜
沢
如

一
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
フ

判
断
力
の
話

９０
分
ヽ
１
本

一至
（〇
〇
円
　
一Ｔ
毛
ｏ

座
間
講
演
　
　
　
　
　
　
６０
分
ア
２
本

三
、８
０
円
　
一工
一日

Ｇ

・
０
母
を
語
る
　
　
　
９０
分
ｘ
ｌ
本

二
、さ
〇
円
　
一工

占

大
森
英
桜
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

生
命
と
食
物
の
歴
史

　

６０
分
×
２
本

二
、六
８
円
　
一■
一〓

食
物
の
陰
陽

６０
分
×
２
本

一一、六
〇
〇
円
　
一■
西
ｏ

宇
宙
の
秩
序
解
説

　

　

６０
分
×
２
本

二
、さ
〇
円
　
一Ｉ
一日

子
供
の
病
気
と
食
養

　

９０
分
×
２
本

四
、七
８
円
　
一ェ
一日

眼
病
の
治
し
方

６０
分
×
２
本

一二、〇
〇
〇
円
　
〒
一一四
〇

ｏ
日
本
Ｃ
ｌ
協
会
の
出
版
物
は
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
友
の
店

（本
誌

巻
末
参
照
）
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

ｏ
本
部
へ
の
注
文
は
、
Ｇ
現
金
書
留
、
ま
た
は
２‐振
一替
東
京
？
冗

里
霊
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
へ
、
代
金
と
送
料
と
注
文
品
を
明
示
し
て
送

金
し
て
く
だ
さ
い
。
し
の
場
合
は
１０
日
、

２
の
場
合
は
、
２
週

間
み
て
く
だ
さ
い
。

一、三
８
円
　
一〓
一吾

一、
〇
〓
円
　
一工
一〓

七
三
〇
口
］
　
一Ｔ
一δ
Ｏ

二
、
三
８
円
　
一Ｉ
一吾

二
、
０
８
円
　
一〓
一〓

三
、
三
８
円
　
一〓
一８

三
、三
８
円
　
一〓
一８

＊
ウ
ナ
ギ
の
無
双
原
理

＊
我
が
生
命
線
爆
破
さ
る

＊
健
康
戦
線
の
第

一
線
に
立
ち
て

＊
中
央
ア
フ
リ
カ
横
断
記

＊
不
思
議
な
世
界

＊
う
さ
ぎ
の
ビ
ピ

＊
Ｐ
Ｕ
中
国
四
千
年
史

＊
パ
ス
ト
ゥ
ー
ル
の
審
判

＊
千
三
百
年
前
の

一
自
由
人

＊
兵
法
七
書
の
新
研
究

＊
最
後
に
そ
し
て
永
遠
に
勝

つ
者

＊
コ
ン
パ
文
庫
５

＊
コ
ン
パ
文
庫
６

＊
Ｐ
Ｕ
歌
集

＊
人
間
の
秩
序

八
８
円
　
一Ｉ
一〓

〈
〓
円
　
一Ｉ
一〓

一、
三
〓
円
　
一Ｉ
一己

一、
０
８
円
　
一工
一〓

八
８
円
　
一Ｉ
一〓

〈
８
円
　
一Ｉ
一８

一、
三
８
円
　
一Ｉ
一吾

八
８
円
　
一〓
一〓

一、
三
８
円
　
一Ｉ
一吾

二
、０
８
円
　
一Ｉ
一吾

一、
二
８
円
　
一Ｉ
一〓

一、
七
８
円
　
一Ｉ
一吾

三
、
〈
８
円
　
一Ｉ
一吾

三
８
円
　
一工
一〓

一、
二
８
円
　
一〓
一８

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

東
京
都
渋
谷
区
大
山
町

一
一
―
五

（〇
三
）
四
六
九

・
七
六
三

一
Ｑ

電 〒
話 1馴

■
２
冊
以
上
の
場
合
の
送
料
は
、
定
価
合
計
が

三
千
円
未
満
　
一二
百
円

六
千
円
未
満
　
四
百
円

一
万
円
未
満
　
五
百
円

一
万
円
以
上
　
エハ
百
円
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販 売 店 名 1 住  所 。 電  饉  1鱗 時間・休日 1主 な商&僣 しもの |

人口 医学社府中支月
●●E学社広島県縄綸詢店

〔〒726〕 広島県府中市府中町5906
● 0847-41-7668 特に定めず

食品、ライスピネガー、真空

浄血泊療器、正食浄血指導

い 綺正食品マルシマ 〔
〒722〕 広島県尾道市新浜1-6-21国道 2号線沿
0 0848-22-5577

∞

日

〓
祝

］

日曜．

自然食品販売普及活動、P
U研究会、自然食品会館

● 島 食 品 〔
〒747〕 山口県防府市南松崎町5-400835220347
社長 鶴島ツユ子  専務 原田昌―・弘美

純正食品、自然食品全国卸
2F健康教室開放

山口健康生活センター
〔〒753〕 山口県山口市道場門前2丁目422(駅通り)
● 0839-23-1842 (本 部 。研究所 ● 083972-38∞ )

10:00～ 18:∞
毎日曜日

健康相談 渾
"相
談、健康

教室、各種サークル活動

ヤ ス 美 美 色 サ ロ ン
〔〒68924〕 鳥取県東伯郡東伯町八橋223
● 0858522243 井上裕恵

10:K10～ 17:∞
無休

純正食品配達・発送、健康
相談、CI図書、リマ化粧品 ①

ア ズ ヤ
〔〒760〕 香川県高松市紺屋町36
0 0878-21-7665

9 :00- 21 :00

愛燿純正食品センター
〔〒790〕 愛暖県松山市湯渡町1022松山東高東 3011m
● 089943-6464 菅本フジ子

8:00～ 20:lXl
第4日曜日

健康相談、料理講習 (毎火
曜日)東洋医学会 (第 3日 曜 )

ビ ネ ス
〔〒796〕 愛媛県八幡浜市矢野町 4丁目 渡辺薬局内
● 089422-1768 渡辺大起、渡辺ナミ枝

10:Oll～ 17:00
毎日曜日

幸せの輪をひろげましょう
①

の ま 商 店
〔〒794)愛媛県今治市常盤町47-17
8 0898-32-2378

10:llKl～ 20:00
無   休

自然食品、書籍販売
①

<九州・沖縄地方>
八幡自然食品センター

〔〒806)福岡県Jヒ九州市八幡西区八千代町622
0 093 -621-4184

料理講習会、健康相談、勉
強会 (各 1～ 2回 ) ①

自然回帰健 康 セ ンター
〔〒802〕 福岡県北九り11市小倉北区田町105
● 093-561-3001 代表 北崎允昭

10:00～ 19:llkl
日曜・祝日

正食指導
ゲルマニウム温浴 ①

サ ニ ー 健 康 食 品
〔〒813〕 福llll県 福岡市東区千115105
0 092-681-0883

10:00～ 19:00
毎日曜日

食品、洗剤、書籍、器具、
自然化粧品 ①

あ ま の が は
(〒 816〕 福‖1県 人野城市栄町2416
● 0925814916 長木光世

9:00～ 19:00
毎日曜日

健康食品、自然化粧品
①

フレンドショップ徳■
〔〒870H〕 人分県人分1'HI尻 4535
8 0975-42-1215

10:00～ 20:00
日曜・祝日

食品、野菜。松山医院長に
よる健康相談・正食指導

天 粧 下 通 店
〔〒860〕 熊本県熊本市ド通148
● 0963549161 福山敬救

10:∞～19100
第 1・ 3・ 日曜 [1

f本質別食養相談・オリープ
自然美容相談・ 1、  3日 曜 ①

天 粒 子 飼 店
[〒 860〕 熊本県熊 本市東 rn・l町 35
80963434043 福山聖ノb

聾
¨ 休

体質別食養相談、 オ リープ

自然美容法 ①

天 然 村
〔〒89144〕 鹿りこ島県熊毛部屋久町麦生335(高 平)
8 09974-7-2922・  7-2541

心身魂のいこいの場、案内
書60円切手同封請求 0

自然食品 セ ン ターロ報
〔〒900〕 l ll縄県‖

`覇

li久茂地3H8
8 0988-61-7195

10:00--19:00
日曜・祝 日

談

品

相

食

養

正

食

純
料理教室、書籍
リマ化粧品 ①

玄米食 レス トラン 味■
〔〒900〕 沖縄県郡覇市泉崎1911琉球新報社向
● 0988-66-5366

9 :00～ 19:00
日曜・祝 日

食品・玄米 レス トラン

陽報 泉崎店 ①

紅 葉 籠 正 食 品 店
〔〒902〕 沖縄県那覇市寄宮156
● 0988-54-0296

10:00～ 20:∞
毎日曜日

食養相談、書籍販売、純正
食品、アザレ化粧品

ltl

くすりとメスを使わない
いトキワヘルシー研究所

〔〒9∞〕沖縄県那覇市若狭2-3-13
● 098863-1589(研究所)628555(事務所) 年中無休

減食、正食、断食療法、体
内清掃慢性病短期治療指導

場二

年

■

３

豆

応

品

慶

食

業

部

創
日
＜

〔〒86146〕 熊ホ県上益城郡甲佐町岩下143
8 096-234-0447

7:lXl～ 19:00
毎日曜日

純正豆腐、食養研究会
純正豆腐の味10■ ①

旬 の 味  そ よ 風 〔812〕 福岡市東区箱崎3-820● 092-6419044
10:00-18: 30
日曜、木曜

無農薬有機野菜、果物、食
品。市内近郊配達 ①

一カ
”
ユ・ミ
臓
眸

食

民

然

有

自

夢
〔〒885)長崎県島原市桜町951
80957643169(本田春代)

地卵、無農薬有機野菜直売

安全食品、安全洗剤配達
ヽ
こ

友の店に入会御希望の方は別ページの大会申込書 (法人会員)に記入して、お申し込み下さい。
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販 売 店 名 住 所 電 話 営業時間・休日 主な商品、催しもの

マ ル ナ カ 薬 局
〔〒403〕 山梨県富士吉田市下吉田251
8 0552-22-0200

9:00～ 21:00
第 2、 4日 曜日

漢方薬、健康相談、リスプ

ラン化粧品、食品 ①

自然食贔センター川合
〔〒414〕 静岡県伊東市南町11-6
8o55■ 36-7306

10:30～ 18:00
毎水曜日

純正食品、無農薬野菜、C
I図書、ヨガ教室過 2回 ①

院都京 〔〒4∞〕山梨県甲府市九の内22212
8 0552-26-0008

∞
Ｂ
∝
祝帽日曜．

」
毎

鍼灸、漢方薬、正食品によ
る綜合治療 ①

<近畿地方>
マクロ ビオティック 〔

〒606〕 京都市左京区高野蓼原町77
● 075-7114551 レストラン

弁当

籍

(予約制X正食品、書
①

京都自然食品センター
〔〒604〕 京都市中京区河原町通り夷川東1ヒ角
1' 075-221-7890、  231-0348

9:00～ 18:OKl
日曜・祝日

ヘ  ル  ス  伏  見 〔
〒612〕 京都市伏見区桃山町鍋島7国鉄桃山駅西50m
8 075-611-0337

10:00～ 20:00
毎 日曜 日

純正食品、洗剤、自家栽培

無農薬野菜、配達可 O

0

中村 自然医食 セ ンター
〔〒602〕 京都市上京区河原町通九太町下ル伊勢屋口T410
0 075-256-4388

9:00～ 20:00
日曜・祝日

自然食、グルマニウム温浴
エアロピクス、症状別体操

い エ ンチ ー ム 三 丹
(〒 620〕 京都府福知山市堀内田町19532
0 0773-22-9508 Ю曜０ヽ２靱］稚

食品、厨房器具、酵素、化
粧品、天塩、書籍他

天 粒
マクロビオティックセンター

〔〒624〕 京都府舞鶴市サンモールマナイlJ‐ 日ヘルスションプみ
ずたに内 ● 0773767126

9:llll～ 19:00
無   休

食養相談、自然化粧品、食
品、書籍販売

了 瑚 自 然 食 品
〔〒625〕 京都府舞鶴市五条朝日北
8 07773-63-5729

10:00～ 19:00
第一日曜

食品、調理 器具、 リマ化粧
品、書籍販売、配達、発送 0

ヘ ル スマ ー ト大 手通 店
〔〒540〕 大阪市東区大手通251
● 06-945-0618

駐

・祝３０ヽ‐硼
９

第

正 食 協
〔〒540〕 大阪市東区大手通251
8 06-941-7506

9:00～ 18:00
毎日曜日

料理教室 (火木土)定例会
(第 1日 曜 )入門講座

研心館本部 食姜道場
〔〒545〕 大阪市阿倍野区西田辺町2229
8 06-691-1590

9:00～ 21:00
無   休

無双原理研修、気の研究会
食養道場、心身統 ‐合気道

福 口 健 康 道 場 〔
〒533〕 大阪市東淀川区西淡路1-182 栃尾ビル
● 06-3417798、 3455621

入会金 3,Kll10円
治療費 1,lXlll円

健 康 と喜 びの 学 □
バ ラ デ ィテ レ ス テ

〔〒503〕 大阪市北区中崎2312自然食品店暁
8 06-371-8014 毎月曜 日

正食品、料理講習、
導、ヨーガ、合気、

指

他

食

道

正

仙

自 然 食 品 む ぎ の 家
〔〒532〕 大阪市淀川区東二国町4175地 下鉄東三国駅南日
8 06-395-7806 、 393-4577

8:00～ 20:00 健康講習会、食品、無農薬
野菜販売 ①

ハ ッ コ ー 山 海 フ ー ズ 嘔潜〕鰍 髪誓驚為晟誌癸装lζ語
ニゾン新大阪ビル Ю

金
00～ 17:00
土・ 日営業

無農薬野菜、強化食計:、 書
籍販売 、配達 可 ①

サ ヌ キ ・ ア ワ 〔〒535〕 大阪市旭区清水2-18438 06-954-0425
9:00～ 19:00
毎 日曜 [1 ①

アイランド・ジャツプ 〔〒542〕 大阪市南区西清水田J34 江川直ビル3F
8 06-245-1414

10:00～ 19:00 書籍、ri然 食品販売
〇

山 本 祥 ロ
(ソ  フ  ィ  ー)

〔〒573〕 大阪府枚方市高田222PU学 園
● 0720-53-2200

福園、水・金曜
11

健康相談、料理教室、PU
勉強会、出張講師、GO書

神戸ヘルスフーズ岡本店
〔〒658〕 神戸市東灘区岡本177 ● 0784531777
1主吉店 住吉町室の内237 ● 0788222600

10:00ヽ-19:00

毎木曜 日

養食

菜ヽ

導

野

指
薬

食

農

正

無
美容‖1談

マ ツ ヤ 健 康 食 品
〔〒655〕 兵庫県神戸市垂水区五色山849
80787089380 東松弘樹

10:00～ 19:Oo
毎日曜 日

正食健康‖l談 、純正食ハl,、

野菜、化粧品、rp 小売

南紀自然食品センター
シ ャロ ン勝 浦 本 店

〔〒64953〕 和歌山県部智勝浦町朝日2239
8 07355-2-1107

正食料理 ヨガ 足心道、
南紀正食会、自然医 j・ 会

桧  扇  荘 〈民宿) 〔〒51705〕 二重県●摩郡阿児町鵜方9431(正食料翠可)
● 059943-lX177伊 勢志摩マクロピオティック (玄庵)● 34372

9:00～ 18:00 CI書籍、年 1・ 2ル 1健康
学園・講師・橋本市八 ①

<中国・四国地方>

〔〒734〕 広島県広島市南区皆実町4112
● 0822552846平 賀佐和子

毎月、第4土曜、例会、
理講習、PU勉強会

l■l岩 本 綜 合 漢 方 〔
〒730〕 広島県広島市東区若草町104
■
' 082-261-8001

日曜、祝 日、
第 4月曜

食品、漢方薬、敏灸による
綜合治療、健康教育実施

明 治 製 粉 侑) 〔
〒726〕 広島県府中市中町536
● 0847412255 ′]ヽ ,11 i青

めん類、純正養老持油、
命みそ製造
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販 売 店 名 1 住 _所
。 ■  饉  |"時 日・休日 1主 な薔&僣 しもの |

I / +orlfrilt*E (〒 190〕 立川市柏町4-5-16
0 0425-35-5227

３０

日

‥

曜

‐８

日

賑

・
第３

Ю

第
自家裁培の無農薬有機野菜
純正食品、食養・健康相談 ①

1 /'rcalii +ts 〔〒196〕 昭島市中神町H74-107●

“

25-45-1254
10:lXl～ 19:00
毎日ll日

無農薬有機野菜、純正食品
安全洗剤、健康・美容相談 ①

美 山 ■ 茶 ●
〔〒192〕 八王子市長沼町58-2∝ -6日 生商店内
● 0426-35-9643 自宅 ● 0426-35-0214

11:lXl～ 18:∞
毎土・日・祝日

自然食品、健苔海
ヽ
談

茶

相
お
康 ①

口造自然食品センター
〔〒192〕 八王子市明神町4‐ 1‐ 7
● 0426446162

10:00～ 19:lXl
第 2日曜日

無農薬野菜、食品、書籍、
リマ化粧品、配達 。発送 ①

自然食品センターあずま
〔〒19203)八王子市堀ノ内450
● 0426-761258 ドンク併設

8:lXl～ 20:lXl

毎日曜日
純正食品、野菜、食養相談
料理講習、巡回販売、配逮 ①

南 部 菜 嗅 場
〔〒192)八王子市明神町4-10-13
● 0426463095 蒼玄協会 ● 042625-lX196

H:30～ 23:lXl
毎日曜日

玄米菜食郷土料理、蒼玄協
会、正食半断食、理学療法 ①

葉日明
〔〒194〕 口r田市玉川学園276
8 0427-29-5015

10:00～ 18:30
毎日曜日

有機野菜、食品、手作り生
活用品、図書、移動販売 ①

い な ば 洒 店 〔
〒100-01〕 東京都大島元町2-110
0 04992-1221

8:lXl～ 20:00
毎火曜日 ①

自然 食 糧 品  美 味 〔〒202)保 谷市東伏見26200 0424-63-7613
9:00～ 20 1 1Xl
毎日1■日

無農薬野菜、 トーフ、バン
毎過月水金に入荷 ①

ん

店

ぇ

品
い
食

すう

然
ほ
自

〔〒182〕 調布市仙川町1-1316
8 03-326-2356

10:llll～ 19:00
毎日曜日

無農薬、無添カロのお茶・

有機野菜・果物、純正食品 ①

い身土 ゲルマニウム
健 康 管 理 セ ン タ ー

〔〒187〕 小平市学園東町30-54
8 0423-45-8540

回帰水総発売元、食養相談
健康指導

<東海・甲信越>
酒 井 須 三 子

〔〒380〕 長野県長野市上松1535
0 0262-34-3824

リマ化粧品取扱、正食品販
売、長野無農薬野菜の会

ティーハウス プテロン 〔〒38901〕 長野県北佐久郡軽井沢町追分10748 02674-5-7525
9:∞～21:30
毎火曜日

薬草茶

食 書 の 店  ス エ ヒ ロ 〔
〒390〕 長野県松本市ホ′tl 14 2
● 0263-36-3498 年中無休

無農薬野菜、地元の農産加
工品、ムソー食品 他

新津自然食品センター
〔〒956)折潟県新津市奉町392 ● 0250-245810
食養料理教f・ (第 3月曜λ11本料理教室 (年 4回 )

9:30～ 19:00
毎日曜・祝日

有機農産物
食養相談、CI図書、配達 ①

量明欄
〔〒95921)析 潟県北蒲原ヨ

`水

原町ド条町155
8 02506-2-7433

8:30～ 19:30
第 2・ 411'■ 日

配達毎週火ll日
①

自然食の店 カジヨー 〔
〒4∞〕愛知県名古屋市中区錦1-18-24大 正生命錦ビルBl
0 052-221-7900

10:00～ 20:00
無 休

自然食品、自然食レストラ
ン、料理教室

丸 の 内 豪 局
〔〒930〕 富山県富山市九の内211
8 0764-24-0891

9:∞ 1ヽ9:KXl
毎日II H

漢 方相談、健康相談、オー

サワジャバン商品

正 食 の 店  和 や (〒 930H〕 富山県富山市中川原17
8 0764-25-1448

9:00～ 20:00
年中無休

台所食品、本、F■ 力鍋等

襦 井 健 康 学 ■
「〒91o〕 福片県福井市照「

lH2
8 0776-21-3811

ヨガ・正食の健康道場
rl然 食品センター (市内)

マ ル カ ワ み そ
〔〒915〕 福丼県武生市杉崎田rl1 44
8 0778-27-2111

8:00～ 18:00
年中無休

天塩f[込 みの味噌・椛販売
賃力‖I、 味噌作 りの指導

富士 グリーン健康 セカ ー
(〒 418)静岡県富士

'f市

宮口J528
● 0544240556 富 |:の 茶l■ 食堂 ●235835

10:00～ 18:00
毎 :III・ 祝日

食養料理教室 (毎 月第 1日

'■

)食品、野菜 ①

Ｊ
に

る

め壁
吐品競

食

の然辟
自

心
(〒 410〕 静悩l県熱海市中央町1927
0 0557-83-5490

10:00～ 17:00
′

`Il'1[〕

健康食品、卵油、 グラニス

ケ九、健康指導、灸 ①

命然会健康文化センター
〔〒453〕 愛知県名古犀市中村lX闘り武1193
0 052-451-4195

8:00～ 20:00
年中無休

正食普及、料理教室、合気
ヨガ、茶道など文化活動

(合)′卜 島 商 店 〔
〒457)景知県名古犀市南|え呼続元町161
0 052-821-8746

8:00～ 19:00
毎日8,[l

無農薬玄米、玄米餅製造、
純正普油、味I10

愛 知 陰 日 会
(長   生   堂)

〔〒485〕 愛知県小牧市大字寺浦2943
8 0568-76-2731

9:00ヽ 19:00
毎日曜・祝H

食養吉
=演
会、リマ・タノキ

ングスクール、健康相談 ①

豊襦 自然 食 品 セ ンター
(〒 440〕 愛知県霊橋1,松葉町365市民病院前
0 0532-54-5876

9:00～ 18:30
1,日 l」 Il

食品全般、化粧品、健康相
言炎

大 岩 自 然 食 品
〔〒47033〕 景kll県知多];南知多田r内海中之郷73
8 o569-62-0342

9:llll～ 18:30
fi ttBI Il

食品全般、化粧品、健康相
j炎 ①

岐         阜

健康 自然 食 品 セ ンター
〔〒502〕 岐阜県岐阜市長良鮎原町 1「 日
8 0582-32-0631

9:CXl～ 20:00
毎 [IIJ‖

食品、書籍、化粧品、正食
講座、料理教室

柳 屋 自 然 食 品 店
〔〒51111〕 岐阜県岐阜市織田塚口r12
0 0582-45-9355

10:00～ 20:∞
毎日曜 日

無料健康相談

正食料理教室

熱 海 断 食 道 場 〔
〒413〕 静岡県熱海市伊豆山字吾妻1∞ 21
0 0557-80-2101

半断食合宿セミナー
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販 売 店 名 住 所 電 話 営業時間・休日 主な商品、催しもの

味穂自然食品・江古田店
(〒 176〕 練馬区栄町40(Jヒ ロ栄町奉通り商店街)
8 03-948-5701

10:30-19:30
毎日曜日

無農薬農産物、雑穀類、食
養相談、配達 。発送 ①

味穂自然食品・線用店
〔〒176〕 練馬区練馬2221(北口弁天通り商店街)
8 03-948-6911

10:30～ 19:30
毎日曜日

無農薬野菜、純正食品、食
養相談、配達・発送 ①

ピ ー ナ ツ ハ ウ ス 〔
〒177〕 練馬区上石神井3289
8 03-920-1589

9:00～ 20:lXl
年中無休

無農薬野菜、無添カロ食品、
書籍、電話にて注文配達 ①

富士見 台自然食品店
〔〒176〕 練′馬区貫井31416
● 039906773 代表 酒十三恵子

9:lXl-19:C10
毎日曜日

自然農法食品、野菜、化粧
品、図書 ①

自然食品の店ななくさ 〔
〒177〕 練馬区西大泉町115-10
8 03-925-0914

10:∞～20:00
第2・ 第4日曜日 ①

い ゲ ダ ツ 商 事
〔〒160〕 新宿区荒木町4解脱会東京道場横
803357H61～ 4

健康自然食品、化粧品、図
書販売他

サ ン ゴ 草 本 田 い
〔〒160〕 新宿区西新宿853ス トータ新宿小岩井ビル603
8 03-366-2921

365日 24時間営
業

宿便取りのサンゴ草、梅醤
番、豊寿

西武新宿駅前クリ=ッ ク
〔〒160〕 新宿区歌舞伎町2456千代田ビル4F
8o32099217 予約制

10:∞～18:∞
毎日曜・祝日

漢方湯液治療、宿便・発汗
療法、鍼灸指圧整体食養 ①

ゲルマニウムセンター
「ア   ル  ボ」

〔〒160〕 新宿区高田馬場1244106
8 03-207-4101

∞

日

〓
祝

］

叫

∝
毎

正食+ゲルマニウム、ヘル
スサロン、販売代理店指導

自然 食 品の店 たんぼ ぼ
(〒 162〕 新宿区富久町246
0 03-353-4545

10:00-19:00
毎日曜日

信州内城農場直販有機野菜
リマ化粧品、健康食品他 ①

不 二 自 然 食 品
〔〒106〕 港区麻布十番2213-の橋交差点バス停前
8 03-451-8966

9:30～ 19:00
毎 日曜 日

食養相談、料理講習、
区内配達

隣接
①

あ い わ 。世田谷店
〔〒154〕 世田谷区世田谷
8034270665健 康美容センター併設

10:00～ 19:00
毎日曜日

無農薬有機野菜、海産物、
純正食品、安全洗斉」 ①

れ ん や
〔〒157〕 世田谷区南鳥山5114
8 03-326-5085

10:lXl～ 20:00 女性 3人 の八百屋 と玄米 レ
ス トラン、無農薬野菜、乾物 ①

店

ド

門

ツ

専

ウ

品食然

ル

自

べ
〔〒143〕 大田区北馬込?3318都営地下鉄馬込駅徒歩1分
8 03-771-9243

10:00～ 19:30
毎日曜日

無農薬野菜、雑穀類、純正
食品、化粧品、配達 ①

自然食品と手作り小物の店
マ サ  チ エ ミ

〔〒146〕 大田区多摩川1352
8 03-756-2445

”
祝

０．
曜

∝
毎

純正食品、無農薬野菜、料
理教室、健康相談、配達 0

a- {-

i i r rst,>t- 〔〒130〕 墨田区両国3254と きわビル3階
8 03-633-7433

10:00--19:00
第1・ 第3日曜日

陰陽疫身健康法、ソフトカ
イロ、食養指導、指圧治療 ①

高砂自然食品センター
〔〒125)菌節区高砂8135
■
' 03-6011-1412

9:00～ 19:llll
毎日曜日

無農薬野菜、果物、料理講
習、勉強会、配達 発送 0

女  性
はりきゅ

専  科
う亀有清涼院

〔〒125〕 葛飾区亀有1245富 士見荘105
8 03-603-4008

9:30～ 19:00
毎木曜・日曜日

女性の慢性病専門のはり、
きゅう院、0」 商品取扱 ①

田 山 商 会
〔〒155〕 世田谷区北沢3277
8 03-485-4785

10:00～ 17:00
土・日曜

健康電子製水機、風呂用の

活性板等、全国卸し小売り

い 長 寿 村
〔〒150〕 渋谷区神山町420
0 03-465-8151

10:00^-19:00
日曜、祝日

料理教室、配達、発送、無

農薬野菜、化粧品 ①

<東京・市部>
は じめ 健 康 食 品 店

〔〒180〕 武蔵野市中町1295
8 0422-54-7716

8:30～ 20:00
第2日 11と 毎15日

食品全般、無農薬野菜
小川みち先生料理教室

村や い
〔〒181〕 三鷹市下運雀3625 ● 0422476639 ミルキーウエイ
武蔵野市吉祥寺北町5417 ● o422536483

10:00^-19:00
銀河通信発行

無展薬野菜「自然の法則と
共に生きる正食」発行 ①

南 伊 豆 山 荘 〔
〒202〕 保谷市柳沢3-29
80424673404五 蔦久男 山荘連絡先 ● 0558623629 野   菜 山荘・静岡県賀茂郡南伊豆

町加納 113942整体指導
兄    弟   社
自然食粗供給センター

〔〒181〕 三鷹市中原2126
0 0422-49-7225

10:lXl～ 18:00
無  休

無農薬野菜、自然食糧品
書籍販売、農山林用具 C

東  京  シ ー  ト 〔〒184〕 小金井市本町65シ ャトー小金井l階8 0423-84-4600
10:00～ 18:00
毎 日曜 日

健l.t食品、食品全般、書籍
健康・美容相談、配達

自 然 食 品 の 店 和康 〔
〒184〕 」ヽ金井市本町31013
8 0423-85-5261

００

日

‥
曜

‐８

月

一

・

００
曜

１０
毎

食品、書籍、健康相談、料
理教室、玄米試食会 C

自然 健 康 食 品 の 店
い    な   ほ

〔〒187〕 小平市花小金井1718
● 042462-8975

10:∞ ～19:00
毎 日曜 日

自然健康食品、有機無農薬
野菜、石けん、書籍 ①

一
村

夕

の

ン

ヽ

セ

Ｌ社あ．
中^中【
．

＝

れ

米

・

久

ふ
〔〒189〕 東村山市栄町2-2228
8 0423-95-9525

H:00～ 19:∞
毎日曜日

食品、有機野菜、イオン水
生成器、書籍、配達、宅配 C
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販 売 店 名 住 所 電 話 営業時間・休日 主な商品、催 しもの

フ タ バ 藁 局 〔
〒356)埼玉県上福岡市上福岡6-3-3

● 0492-61-2738
7 :00-21 :00

心身健康相談、純正食品、
本、ニキビ、肌荒用化粧料 ①

大橘自然食品センター
〔〒350〕 埼玉県川越市霞ケ関北5128
8 0492-32‐ 9445

9:∞～19:00
毎水曜日

無農薬野菜、食品、図書
玄米試食会、料理講習 D

働 浅 見 サ ンヘ ル ス
〔〒335〕 埼玉県蕨市中央1-9-3浅見ビル602
8 0484-31-2102

10:l10～ 17:00
毎日曜・祭日

ゲルマニウム温浴、正食指
導、食
『

:

す こ や か 事 局 」1腸:l認藷見瑠珈 キ粂駅東口3分 )
漢方相談、健康相談、食養

料理教室 (毎月第 3土曜) ①

市  川  平  和  堂 〔
〒272)千葉県市川市真間3-H12
8 0473-22-0810

10:00～ 19:00
毎日1■ 〔]

食品、無農薬野菜、料理講
習、勉強会。配達・発送 D

自然食品の店 たんぼぼ 〔〒277〕 千葉県柏市泉町
1618

0 0471-67-1997

鮮

休
ヽЮ

毎
一

食品、無農薬野菜。食養・
美容相談、各地発送 Э

La Vie de ,t 菫 〔
〒273〕 千葉県船橋市馬込町725
● 0474-39-7493

10:Oll～ 16:00
毎日曜・祝 H

品

達

食

配
無農薬野菜、書籍、
料理教室 ①

菊 屋 片 山 商 店
〔〒2H〕 神奈川県川崎市幸区古市場134
● 044522-6233～ 4 整体道場l■設

:00～ 20:00
毎本曜日

自然酒・無添カロ
水味麻、燎酎■

ン
扶
イ
養
ワ
国
＜
全 0

株 式 会 社 豊 兼
(〒 220〕 神奈川県横浜市西区花咲田14111
8 045-231-4823、  242-3614

10:00～ 19:00
第 2日 曜日

食養健康画期的美容相談、
第 1[]曜健康美容講演会 ●

一
店

タ

″寺
品食

明

然自
弘

〔〒232〕 神奈川県横浜市南区中島町481
8 045-712-3339

10:00～ 19:00 無農薬野菜、無添カロ豆腐、
枇↑じ葉温圧横浜 支部 0

菊 屋 百 貨 店
健慶 自然 食 品 セ ンター

〔〒244〕 神奈りli県横浜市戸塚区戸塚町44
80458817636、 田中久夫

10100～ 19:00
毎水曜日

料理教室 (第 2水曜・小川
みち先生 0

湘 南   豆   彦
〔〒233〕 神奈川県横浜市港南区港南台7499
● 0458313040、 グループ購入歓迎

無添力‖り8製造販売、国産
人豆・日塩研大島苦rt使 用

(有)天 ■ 架 相 槙原 店
〔〒229
8 0427

神奈川県相模原市相模原357
558870 健康美容セ ンター併設

10:00～ 19:00
1■ ||「

=lI

無農薬有機野菜、海産物、

純正食品、安 全洗剤 ω

自 然 食 セ ン タ ー
ヘ ル ス ロ ー ド

一Ｔ

υ^

亡
ａ

神奈川県大和市中央6322大 和警察署ウラ
62-0020

10:00～ 19:00
毎ll'″ H

t″

陰 口 洞
一Ｔ

０

亡
●

神奈川県越 i市逗 r5328
73-7137

10:00～ 19100
毎日

'IH

食品、無農薬野菜、豆腐、

化粧品、食養相談 、配達 ①

ゆうき自然健康食品店
〔〒249〕 神奈川県越 r市久本25H
■
' 0468-73-8050

10:00～ 19:30
祝   ‖ ①

延 寿
〔〒239〕 神奈川県横須賀lf根岸町436
8 0468-35-8773

10:00～ 19:00
1,Ill■ ll

無農薬農産物、豆腐、食裏
指導、料理講習会。配達 ″ヽ

真 営 堂 治 療 院
〔〒25003〕 神奈川県足柄ド郡箱根町湯本97
8 0460-5-6525

10:00～ 19'00
月曜  第311'J

鍼灸 指l[。 生活習慣の改
造が健康の人「]

和 一
不
〔〒232)横浜市南区井土ケ谷下町17
8 045-714-4125

現在は,t文による

配達、発送のみ

純正食品、大森英桜VTR
Iズ書、勉強会、情報交換会 O

ク

ル

ナ

一

ス食

レ

然自

ク
〔〒228〕 神奈川県相模原市南台4168
8 0427-48-8936

H:30～H:30
水、木曜日

日替リランチ、手造り菓子、
自然酒、食品、化粧品 ①

健 館
〔〒250〕 小田原市荻窪2851
8 0465-35-1247

<東京区部>
ン
店【゙沢

ワサ

北
一ォ

東
〔〒 151〕 ′■谷|え 人111田rH 5イ ンターマ ノク 1階 (売 店 )
● 034655021 小Hi急線 東北沢 l分 11

10:30～ 18:30
毎本曜 fl 祝 [l

日本CI協 会事業部、国内
配送

″

′ヽ
　
一

′

タ

ン゙

′ヽ

ワ

セ

サ一
送

ォ

配
〔〒173)llx橋 |え 小茂根54( 般注 文先)
8 03-958-7112

００

日

‥
祝

‐７

ヽ
日

００

曜

９

毎
日本CI協会事業部、都内
配達、国内配送 0

自然 食品 セ ンター本店
〔
I建霧:犠;鼎霊1翼 t',晟 ♀::1:610:45-9051H

日

祝

平

日

10～ 19100
10～ 18:00

食品全般・ lXl書 、小売・卸
レス トラン「天味」併設

野中

ゲルマニウム健康サロン 〔〒164)!|=野 Iえ中rT2 23 1ニ ューグリーンマンション401号
8 03-383-1980

10:00～ 20:30
第2・ 第4日 曜 日

ゲルマニウム温浴、玄米入
門コース、温浴器販売指導

健康 自然食品店 
¨
ミナ
" 〔〒165〕 中野lえ新井52011西 武llr宿線FFl井薬師駅南[13分
8 03-385-6058

10:00～ 19:00
毎日曜日

無農薬野菜、食品、化粧品
海産物、雑穀類、配達 ①

グ  ル  ツ  ベ
自然食糧品店レストラン

〔〒167〕 杉並区荻窪5275 自然食粗品店 ●3987427 10:00～ 19:∞ 日曜定休
人百屋のレストラン ●3931224 10:30～ 21100 本曜定休

無農薬。有機農産物、自然
食糧品、海産物、雑穀類他 ①

ナチュラルハウス・愛
〔〒167〕 杉並Iズ萩窪24112
● 033916261レ ストラン :荻窪村,併 :贄

10:30～ 19:30
無  休

健康食品、無農薬野菜、愛
の教室(ョ ーガ料理)

エコロジー生活協同組合
ィ  サ  キ  会

〔〒112〕 文京lκ rl山 53512第 2さ つき荘101号
8 03-813-7825

各種講習会、料理教室、機
関誌「イサキ」年間19Xl円

味         穂

自然食 レス トランとお茶
〔〒176〕 練馬区栄町3927(江古田駅北[12分、音大通り横)
8 03-948-9635

11:∞～21:∞
第 3日 曜日
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このページは日本CI協会友の店bEl盟の、皆さまのお近くの自然食品店、レストラン、治療院等をご紹介するものです。
食品、日本CI書籍のご購入はもちろん、勉強会、料理教室、健康食事生活相談に、下記の友の店を安心してご利用下さ
い。(なお、①印はオーサヮジャパン商品取扱店です)

北 海 道 健 康 学 苑
〔〒07802)旭 川市永山町11526
8 o166-48-4107

8 :00～ 20:∞
毎日曜日

食養相談、足心道指導、食
品・書籍

サ ロ ン 十 和 田 〔
〒034〕 青森県十和田市稲生町1034
8 01762-2-7840

10:KXl～ 20:∞
毎日曜日

健康相談、月例の集い、食
品、有精卵 ①

マ ナ 自 然 食 〔
〒02001〕 岩手県盛岡市高松11531
8 0196-62-6205

10:∞～20:00
毎土II日

料理講習 (第 4水 )、 食品、
野菜雑穀、図書、配達引売 ①

盛岡マクロピォティック
センター ぃ一は一と一ぶ

〔〒020 ol〕 岩手県盛岡市上田堤1512
8 0196-61-3024

9:lXl～ 20:00
第 1・ 3月 曜日

食品、無農薬雑穀、野菜、
果物、リマ化粧品、勉強会 ①

こ う げ ん 堂 〔〒980〕 宮城県仙台市大町26178 0222-65-4465
10:∞～19:oo
月末日曜日

食品、無農薬野菜、強化食
品、書籍、配達・発送

会    津   E
純正食品流通センター

〔〒966〕 福島県喜多方市字諏訪1561
● 0241224193 会津正食611究会事務

"i

8:30～ 19:00
年中無休

純正食品、日本CI図書、
地方発送 ①

曇

'3を

サンケン
」弓♀::l:鼈温

留萌市奉町 3「 Hた (き・ん向かし 9:∞～18:00
毎日曜日

ヨガ・正食の健康道場
講演会、純正食品、書籍

みちのく自然食品センター 〔
〒980〕 宮城県仙台市中央3107
8 0222-62-7677

9 :Oo～ 19:oo
毎日曜日 場撃薦清 iL雰翼送

海産
①

秋田 自然食品センター 〔〒010〕 秋田市山王5「目3-24
■
' 0188-23-2921

10:00-18:00
日11、 祝日

料理教室、健康講演会、食
品販売、無農薬野菜 ①

<関東地方>

<北海道・東北地方>

群馬マクロビオティック
センター M AttN A

:〒 370〕 ‖すも県高崎市和田町713
t' 0273-22-5484

10:00～ 20:00
毎月曜日

図書、食品販売、無双原理
と正食の勉強会、健康相談

高崎自然食品センター 〔
〒370〕 群馬県高崎市新町63
■
'0273-25-2605

10:00～ 19:0(
毎日曜日

図書、食品販売、正食・空
手 ヨガ講習会、健康指導

一
述木鈴 子

|〒 37012〕 群馬県高崎市山名町乙611
● 0273464921 群馬県安全農法研究会

自然農法農産物・加工、料理
教室。群EJ食養友の会 ①

商藤須 店
〔〒376〕 群馬県桐生市東久方町2621
80277-44-5733

8:∞～20:00
毎日曜日

食品、有機野菜、自然酒、
自然化粧品 C

農雨
「晴

場
〔〒34913〕 栃本県下都賀郡藤岡町大前175]
● 0282622635 来訪の際、要連絡

無農薬野菜、穀
物

自給自足的基盤に立っての
衣食住の追求と実践 ①

自然食スーバー健康館
」7:機 i魔慮誌

市やなtmTЫ 3駅より徒歩Ю分主婦の店を 10:00～ 18:30
無  休

食品、森下食隻他全部有。
グルマニウム温浴 〇

食 養 健 康 セ ン タ ー 〔
〒320〕 栃木県宇都宮市一番町24駅より7分
8 0286-36-2415

10:00- 18:00
毎日曜日

純正食品、リマ化粧品、森 下
食品、CI書 籍 0

ブ

店
ョ
商
ンヽ・ ズ

繁
フス

田

へ
内 碁l淵 [::ち奄欝

県稲敷都牛久町■久3475ぶ と・う園通り 9:llll～ 19:oo
毎月曜日

食品、書籍、器具

自 然 健 康 食 品
三   好   屋

〔〒336〕 埼玉県浦和市北浦和1194
8 o488-86-7234

9:00～20:00
毎水曜日

食品、書籍、器具。美容・
健康相談。配達 。発送

ヘルスショップ浅野 〔
〒336〕 埼玉県浦和市常盤9104
8 o488-31-0647

9:30～ 20:00
無休(臨時休業)

食品、無農薬野菜、書籍、
リマ化粧品、食養相談 こ

協

一

生

タノヽ

食

セ

然

ロ

自

全
〔〒336〕 埼玉県浦和市三室135911
● 0488742691 月刊「健康と食物」

9:00～ 18:llll
毎日曜日 倉量裏菫テ7)湾貨募

品、
①

′ト リII自 然 食 品 店 〔
〒362〕 埼玉県上尾市上町2725
80487748504 料理講習 (CI協会より講師)

9:30～ 18:30
無休(臨時休業) 警医曇量淳温増壼肇響ヽ健こ

堂陽太
〔〒343〕 埼玉県越谷市大沢4105
80489-62・ 3479

9:00～20:00
毎日曜日

純正食品、野菜、自然化粧
品、書籍、料理教室 ①

村直正 〔〒364〕 埼玉県北本市西高尾5237
8 0485-92-2007

9:00～ 18:lXl 豆腐、納豆、あげ、みそ、
特油、野菜卸。巡回販売
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自然食ニュースのミネラル栄養療法基礎講座開講 !
今、話題のミネラル栄養療法の真髄をあなたも学んでみ

ませんか。

一般の方々はもとより健康食品店の皆様は地域の人々か

ら信頼される健康リーダーとしてご活躍されるために、是

非この機会をお見逃しなく積極的にご参加下さい。

●基礎講座期間 昭和60年 12月 ～昭和61年 11月
●開 講 日 時 毎月第1日 曜日(原則)amll:∞～pm2:00

場 中心健康センター (目 黒駅前 )
品り|1区上大崎 3-3-6803(449)5001
(変更する場合もあります。)

近藤 賢医学博士(エージングクリニック院長)

1回 (1講座)3,000円
各講座開講日の 5日 前迄
バイオミネラル研究会
803919)4876

●会

●講
●受  講
●申 込 受

師

料

付

●基礎購座内容

60/12月 1日

61/1月 5日
2月 2日
3月 2日
4月 6日
5月 11日

6月 1日

7月 6日
8月 3日
9月 7日
10月 5日
11月 2日
12月 7日

ミネラル栄養療法

リューマチ、関節炎

ガン

心筋梗塞

脳溢血

アレルギー疾患

ボケ、ノイローゼ

肥満、糖尿病

シミ、ソバカス

慢性疲労、生理時

ストレス

カゼ

消化吸収不全

まとめ,受講修了証授与

いま、もうひとつの1憂ヨηキ|こ :葬争
赤穂の天 塩 二つの食卓用塩

淡味力`′じヽがけらオt

:′fけ やすくソフト

"ヽ
、りかけ用 淡味塩

東京都新宿区百人町 2丁目24番 9号  株 式:`針社  天 塩 〒 160 電話 03(371)1521代 表
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４

振
替
　
東
京

０
／

６

３

１
（
代

）

■

編

集

後

記

■

●
４
月
の
第

一
週
に
は
、
ア
メ
リ
ヵ
か
ら
ヘ
ル
マ
ン
相
原
先

生
が
所
用
で
来
ら
れ
、
１３
日
は
同
じ
ア
メ
リ
ヵ
、
ボ
ス
ト
ン

か
ら
久
司
偕
代
夫
人
、
１８
日
、
久
司
道
夫
先
生
と
、
海
外
で

活
躍
し
て
い
る
方
々
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
来
日
さ
れ
た
。

●
相
原
先
生
は
予
告
な
し
だ

っ
た
の
で
、
何
も
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
組
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
久
司
先
生
の
行
事
は
急
な
計
画
で

し
た
が
、
会
館
の
限
度
を
越
え
る
人
数
の
方
々
が
来
ら
れ
ま

し
た
。
詳
し
い
こ
と
は
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
２
月
号
の
後
記
で
書

い
た
、
桜
沢
如

一
の
研
究
家
、
ロ
ナ

ル
ド

・
コ
ー
チ
さ
ん
が
仲
間
の
人
た
ち
と
日
本
各
地
を
自
転

車
旅
行
の
た
め
に
来
日
し
ま
す
。
７
月
１２
日
夜
、
新
宿
文
化

セ
ン
タ
ー
で
講
演
が
あ
り
ま
す
。
　

　

　

　

（橋
本
政
憲
）

穀
物
や
野
菜
、
海
草
な
ど
の
持

っ
て
い
る
素
朴
な

味
を
最
大
限
に
ひ
き
出
し
、
天
然
醸
造
の
味
噌
、
書

油
、
自
然
塩
、
国
内
産
の
ゴ
マ
油
な
ど
で
調
味
し
、

砂
糖
や
化
学
調
味
料
は
い
っ
さ
い
用
い
ま
せ
ん
。

夏
の
料
理
教
室

開
講

●
初
級
コ
ー
ス
／
マ
ク
ロ
ピ
オ
テ
ィ
ツ
ク
料
理
の
基
礎
。

●
中
上
級
師
範
コ
ー
ス
／
桜
沢
流
普
茶
料
理
、
民
族
風

自
然
食
料
理
。

●
校
長
／
桜
沢
里
真

●
定
員
／
４０
名
（昼
の
部
１１
時
、
夜
の
部
６
時
）
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食養生活法の決定版 .4′  究1

男肌明学特 男J
の大敵。カビやコクゾウ虫の発生で、お米の風味は大な

悩みを解消 し、いつまでも新鮮なお米 を保証いたします。

真髄、今ずり玄米 をぜひご賞味 ください。

梅雨時の高温多湿期はお米

しです。籾付米はこうした

この機会に、食養生活法の

(1)予約単位
30k9を 1回 とします。 (2口 =60k9、 3口 =90k9)
(2)産地・品種   宮城産   ささに しき
自然農法 10年以上。農薬、化学肥料、除草剤等、
一切使用 していません。

(3)価 格   ①もみ米  1口 30k9-17300円
(実質玄米重量 24k9～ 25.5k9)

②籾すり機 1台    80280円
お支払いは、全額前払いでお願いします。

(4)予約締切
昭和61年 5月 15日 (限定品につき予約総量に達 し
次第、締切 らせていただきます。)
(5)申 込方法
①お申込みは、巻末とじ込みの振替用紙をご使用
の上、裏面通信欄に籾米の申込回数「〇口」及び
籾すり機御入用の方は「籾すり機」と明記 し、品
代と送料 (送料表をご覧下さい。)の合計金額をご
送金下さい。

③郵便局で発行される郵便振替払込金受領証は、
大切に保存 して下さい。

④予約取消 しはご遠慮願います。
⑤なお、籾すり機はメーカーより直送 しますので
送*斗はかかりません。
⑥本会員募集は日本CI協会の正会員または誌友
を対象としています。
(6)配送方法
店頭渡 し以外は、都内を含めすべて自動車便使用
による配送となります。送料は原則として元払い

ですので、送料表をご覧下さい。

送料表 (梱 包費含む)

回数

あて地
1ロ ー30k9

1口増す
ご と に

第 1地帯

東京都内 700Fq 300Fq

そ の 他 i,000円 500F]

第 2地 帯 l,300Fq 800F]

第 3地 帯 1 ,500Fq 1,000F]

●沖縄県、伊豆・小笠原諸島などの島部は、別料

金となりますので、お問い合わせ下さい。

今ず り米について

日本 CI協 会 会長 桜 沢 里 真
今ず り米は健康維持にも病気治療にも卓効があり

桜沢先生は常にこれを奨励 し、印度でも欧州でも

多 くの会員に普及 させていました。日本でも長い

間、籾すり機の良いもの をと捜 していたところ、
このたびオーサヮジャ
パンから発売 されるこ

とになり大変喜ばしい

ことです。食養家には

理想的なものなので、
ぜひ籾すり機 を使 つて

身体に良いおい しい玄

米 を皆様に食べてr頁 き

たいと思います。

●主要諸元

名 称/ミ ニダンプ
型 式/FClK― MS
大 きさ/59.6× 35.6× 62 3cm

重 量 /23k9
能 力/1k91分 (6080k9/時 )

モータ/2"W ilDV
脱ぷ率/9799%

(水分15%の とき)

定¨ 円→80280円

(特別会員割引き価格 )

粗 l k9がわずか1分 で今ず
り米
`こ

。 しかも脱ぷ率97
%以上と大型機並み。
多少騒音がありますがホ
コリも出ず汚れません。

MACROB!○丁IC FOODS
オーサヮジャバン株式会社
玄米カムカムクラブ係

T173 ]にア言者謳布反事喬[=/jヽ 1竜ホ艮5-4 2,03-958-7112

國
國
國



種   別 年 会 費 特 徴

A 正 会 員 12,∞0円
月刊機関誌 (年間n回発行)1部送呈。会員証、会員パソジ。各種行事割引。料理教室、無
農薬玄米配布のカムカムクラブ入会可。各種相談を受けられる。日本CI発行の図書・テー
プ5%引 き (図書券で)

B 賛助会員
12,000円

を2日以上
機関誌毎号 2部送呈。その他は正会員に同じ。日本CI発行の図書・テープ10%引 き (図書
券で)

C 誌  友 5,∞0円 月刊機関誌 1部送呈。料理機室、無農薬玄米配布のカムカムクラブ入会可。

D 法   人 30,000円
(2分害1可 )

④に同じ、本誌巻末に毎号、店名・住所・電話・営業時間・申し込み回数
。その他を広告。

「新しき世界へ」5部配布 日本CI友の店シール配布

●下記の用紙または振替用紙に記入し、会費を添えて、〒151東京都渋谷区大山町11-5 日本Cl協会会員係 にご送付ください。

月刊『新しき世界へ』購読案内

三姫 輯E∃  財 団 日 本 CI協 会 入 会 申込 書 皓書で書いてください♪

私は日本CI協会の会員になりたく、次の通り申し込みます。(会員別の符号を○でかこんでください。)

□ 年 □ 月号から□ 年間分

A.正 会 員   B.賛 助会員    C.誌   友   D.法 人 (店舗)
(12.∞0円)   (12,000円 を 口) (5,0∞円)   (30,000円 を 口。 2分割可)

■ぃったん納入された会費、誌代は、返却できません。 日付昭和

日
本

Ｃ

Ｉ
協
会

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
は
、
桜
沢
如

一
が
創
立
し
た
、

マ

ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
運
動
の
国
際
セ
ン
タ
ー
で
、
研

究

・
教
育

・
普
及
活
動
を
展
開
し
て
い
る
非
営
利
団

体
で
す
。
会
長
、
桜
沢
里
真
。

活
動
内
容
は
、

①
実
用
弁
証
法

（無
双
原
理
）
と
正
食
法

の
研
究

・

実
践

。
普
及
。

②
桜
沢
如

一
ほ
か
、
右
の
内
容
に
関
連
し
た
図
書

・

出
版
物
の
刊
行
。

③
講
演
会

。
講
習
会

・
研
究
会

・
正
食
料
理
教
室

・

正
食
医
学
研
修
講
座

・
海
山
ス
キ
ー
な
ど
の
健
康
学

園
、
特
訓
セ
ミ
ナ
ー

・
海
外
研
修
旅
行
の
開
催
。

④
正
食
医
学
に
よ
る
食
事
健
康
相
談
会

の
開
催
。

⑤
出
張
講
習

。
講
演
会
な
ど

の
斡
旋
。

⑥
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
事
業
部
門
と
し
て
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ

パ
ン
株
式
会
社
が
あ
り
、
純
正
食
品

。
無
農
薬
農
産

物

・
料
理
器
具

・
洗
剤
、
石
け
ん
等
の
普
及
販
売
。

⑦
関
連
活
動
団
体
、
各
地
セ
ン
タ
ー
、
事
業
組
織
な

ど
が
多
数
活
躍
中
。

③
欧
米
は
じ
め
全
世
界
に
関
連
団
体
多
数
活
動
中
。

フリガナ

氏  名

職 業 (

明

男・女   生年月日奄

)

年   月   日生

住  (〒     ) (°
°号室)(○○様方)と 詳しく。

所 TEL

ご家族 ① 独身 ②既婚 (家族名。構成内容 )

玄米歴 備考



…土と生 きられる子どもを育てよう…

1豪   携

8月 5日映卜→ 8月 11日側 6泊 7日
奥 会 津/福島県耶麻郡熱塩加納村
参加資格 6歳以上 定員60名 (大人も参加できます
参 カロ費 30,000円  チャーターバス料金 9,000円
問い含せ 日本CI協会 大竹・沢田まで

畑仕事に

マキひろい

牧場に

テントはつて

玄米のはんごう

すいはん

川あそびと魚の

つかみどり

星空の下で星の

名前をおぼえよ七

△集合 8月 5日ω
午前8時

△解散  8月 11日口

午後 5時

△場所

赤羽駅南口

国鉄利用

上
貫百軍響
山=―喜多召

熱塩温泉下車連絡必要

車利用

東北自動車道

郡山インター下る

国道49号線経由
喜多方―一熱塩加納村

―→牧場へ登る

(車道あり)



○

轄壁響釘勇筑′θf″″S申約「アカデミー凛中■屋一――

玄米と野菜と海草のもつ素材を最大限にひき出

し、砂糖・化学調味料はいつさい用いません。

(日 時 )昭和 61年 6月 14日 l■l～ 15日個)1泊 2日

∈ 催・会場 )日本CI協 会 (イ ンターマック)本部
〒151東京都渋谷区大山町11-5 奮 (03)469-7631

初級 、中級一緒に勉強します。 3回で初級修了、

それ以後 4回の受講で中級を修了します。

① 沢里真 、吉成知江子

∈憂D所定のコースを修了された方には希望により
リマ・クツキングアカデミーの初級 、中級修了証

を授与します。

(受講料 )タト泊 =14,000円 、宿泊 -15,500円 、部分参

カロは 1講習 3,500円

(申込方法 )申込書に記入し、受講料を添えて現金書

留で送るか直接持参する。日本CI協 会の正会員
(年 12,000円 )ま たは誌友(年 5,000円 )になること

が必要です。

(締切 り)6月 10日関

⊂亜藝⊃締切曰志での取消しは手数料 2,000円を引

いて返還。それ以降は会の運営上 、半額返還。

(持参品)筆記用具 、寝巻 、エプロン、スカーフ (頭

にかぶるもの )、 容器 、雑巾。

1.CI会館に宿泊=15,500円  2.外泊します=14,000円  3.部 分参加 料I里一、二、三、四 (各 3,500円 )
りがな

男

・
女

( )歳

日

生

月年

明
大

昭

未婚

既婚

正会員(の家族)です。番号

誌友(の家族)です。 番号
入会申し込みます。

氏名

:り がな

(〒 )

住所 道
県
都
府

自宅 市外局番

電話 (   )
職 業
勤務先

勤務先 市外局番

電 話 (  )

月 日日本 CI協 会御中

円を添えて申込みます。
今までに食養料理集中講座を受講された

方は、記入してください。



①
=食
編■■2月11-2壼 ⑤各論編■16月17..3書 ●主催/日 本CI協会 〒151東

京都渋谷区大山町11-5

80346976310
0会場/天理教鎮西大教会 〒815
福岡市南区大橋 4丁目27の 20
0研修費/19,500円 (宿泊費含)
●持参品/食器―茶わん、汁わん、
中皿、はし、布巾、雑巾、学習用具
●申込方法/申込書に記入し、研
修費を添えて日本CI協会あて現
金書留で送るか直接持参する。日

本CI協会の正会員 (年、12,000
円)ま たは誌友 (年、5,000円 )
になることが必要です。
●締切り/開講 4日 前の火Iど 日
●取消し/締切り[ヨ までの取消し
は手数料 2.000円 をひいて返還し
ます。それ以後の場合は会の運営
11、 半額返還となります。
*食事は日本CI協会の料理部が
調理する玄米正食料理です。
*①～⑥まで受講された方には、
「正食医学講座修了証Jを 発行い
たします。

1.無双原理解説

2.人間の成りたち

3.穀物 (主食)の陰陽、効用
4.野菜、海草幅J食)の陰陽、効用

5.調味料、加工品の陰陽、効用

6.食べ方、宿便と反応

名種病気の原因、症状と療法
1.生殖器

2.脳 と神経

3.目

4.耳、鼻、歯、日、のど
5.骨、関節、外傷
6.皮膚、血液

②基礎副  3月 112日 ⑥各論編Ⅲ 71月 51‐ |‐6目
1.動物性食品、果物、飲料の陰陽

2.体質、年齢、性、労働、環境別食養法

3.救急手当法の用い方、実習

4.食物療法食用品の作り方、用い方
5.消化の生理と造血、物質転換

6.食の段階と病気の七段階

各種病気の原因、症状と療法
1.内分泌、アレルギー

2.こ ころの病気

3.子供の病気、老化
4.ガン (胃、子宮、撃L)
5.ガン (白血病、肺、その他 )
6.寄生虫、食中毒、感染症

③基礎編1 4月 5。

`ロ
1日 目l■l、 時間割

12:30～ 1:00 受付
1:00～ 3:00 講義 1
3:30～ 5:30 講義 2
5:30～ 6:00 協会説明
6:00～ 7:30 夕食
7:30～ 9:30 講義 3
11:00～    消灯、就寝

2日 目lE)、 時間割
6:00～ 7100 起床、清掃、歌
7:00～ 9:oo l講 義 4
9:30～ 11:30 1講 義 5
11:30～ 1:oO 朝食
1:00～ 1:30 写真、次 |口l分受付
1:30～ 3:30 講義 6

1.人体発生学と臓腑の陰陽

2.五行説と気と経絡

3.望診法 (人相、手相 )

4.望診法 (体、性格、便尿、その他 )
5.自律神経とバイオリズム、心療法

6.症状にみる陰陽判断の仕方

博多駅→地下鉄で天神駅→ (乗りか
え)→西鉄大牟田線福岡駅→大橋駅

●会場 (天理教鎮西大教会 )
④各論編1 5月 3,4日
各種病気の原因、症状と療法
1.呼吸器 (気管支、肺)
2.循環器 (心臓、血管)
3.消化器 (食道、胃)
4.消化器 (十二指腸から肛門)
5.肝、胆、膵、牌臓
6.泌尿器 (腎、膀洸 )

(講師 )大森英桜 大正8年 11月 、静岡県熱海生まれ。
昭和23年、偶然、桜沢如 ‐著『字宙の秩
序』『新食養療法』にふれ、以来、正
食の研究30余年。

(協力)サニー健康食品

あ ま の が は

〒813 福llYl」 |lf束 区千:115105

■, 092-681-0883

〒8“ 福岡嶋t人野城市栄町24-16
■, 092-581-4916

(1986年 2月 ～86年 7月 )
,1 ||

キ リ ト , 線

正食医学講座⑤ 申込書

1 各回参加l=19,500111
(外泊の場合も変わりません)

2 部分参加1 1 2 3 4 5 6
1講義 3.300円  :「義番,)に〇存つすてドさてヽ

TEL
り;

女

( )歳 1  職 業

氏 名
自 4七 明

人 年 月 日 生
日召勤務先

1 正会員 (の家族)です 番号_
2 誌友 (の家族)です  番,=
3 人会中し込みます

一Ｔ
)

fL,ll

円を添えて中込みます
*今回で全 61可 を修『 する方は

ここにサインをしてくださぃ

*`ざ場 |二 1言′白 (イ J

-8-

*講義の録 占Iよ ご遠慮 下さい 霊
一



本物の塩作りをこの日で確かめ

海水浴、三原出HdJてからだを鍛えようノ

日時/'86 7月 26日～30日
場所/東京都立大島セミナーハウス
〒100-02 東京都大島町波浮港17番地 下E L 04992

驚 師 紹 介 (講義順) 勢義内容

阪本 章 裕 日本食用塩研究会 。大島試験  講義①阪本章裕「本物の塩作りをめざして」
所長。            講義②牛尾盛保「塩、くすりか毒か」

牛 尾 盛保 日本CI協会副会長。日本食  講義③武者宗―郎「太陽系にだけある生命」
用塩研究会理事長。医博、厚  講義④大森英桜「公開健康相談講習会」
生荘病院長。著書『菜食の効  講義⑤  ク 「′いとからだの改造法」
用』『食原病』ほか       ※食事は日本CI協会料理部による玄米正食

武者宗―郎 大阪府立大学名誉教授。日本   料理。調味料に大島試験所の塩を使います。
食用塩研究会会長。著書『自

 會  科 会
然塩健康法』『生命科学読本』 ‐

大 森 英桜 正食の研究、30余年。日本C  「正食料理法」「育児」「映画批評」などにつ
1協会「正食医学講座」の担  いて日本CI協会のスタツフが各テーマご
当講師として活躍中。     とに担当します。

7月 20日 0 ワ月27日 (Bl 7月23日偏) 7月 29日ω 7月 30日1的

6 :30

7 :30

9 :30
10 :00

11 :00

受 付

本物の塩づくり

の見学

起床 。清掃 起床 。清掃 起床 。清掃 起床・清掃

太極拳・PU歌 太極挙。PU歌 太極撃。PU歌 太極拳。PU歌

請 義 ②
牛 尾盛保

自 由 時 間

(菫原奮登口)

分 科 会
請 薇 ⑤
大 森 英 桜

朝   食 朝   食 朝   食

自 由 時 間

(海 水 浴 )

自 由 時 間

(海 水 浴 )

解   散

稲 義 ④
大森 英 桜

夕   食 夕  食 夕  食 夕  食

請 義 ③
武者宗一郎 分 科 会 キャンプフアイヤ

~
講 義 ①
阪 本 革 裕

消   灯 消  灯 消   灯 消   灯

日本CI協会
ォーサワジヤバン硼

日本食用塩研究会

▲
三原山

(4)1111
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8:00

10:00

12:00

14:00

16:00

18:00

20:00

22:00



参 加 要 項

参加費/〔通し参加〕大人 (中学生以上)¥35,000
子供(5歳以上)¥22,000〔部分参加〕1泊24時間大
人 (中学生以上 )¥9,000子供(5歳以上 )¥6,000
子供の参tO/子供(5歳以上の参加については、係
が自由時間以外、お世話します。幼児(4歳以下 )

についてはお連れの方がお世話願います。宿泊

費はかかりませんが、食費等は実費になります。

持参品/食器 (ごはん茶わん、汁わん、中皿、は
し、ふきん)筆記用具、ゴムぞうり、水着、写
生用具 (子供のみ)など

交 通

■大島航路ごあんない
● 汽 船 鰊海汽船)
東京―一大島 3時間50分 (毎日2往復)
横浜―一大島 3時間20分 (特 定 日)
熱海―一大島 1時間40分 (毎日2往復)
伊東一一大島 1時間30分 (毎日2往復)

六島セミナーハウス

本島セミナーハウスは、静かで豊かな自然環境に意まれた伊豆大島
の、東南端に位置し、波浮港の近<の台地に嫁っています。

申込方法/申込書にご記入の上、参カロ費を現金書
留で郵送するか、直接持参して下さい。6/20ま

でに予約された方は参加費が一割引きとなりま

す。7/20ま での取消しは手数料2,000円。21日以

降の取消しは会の運営上、半額を引いての返還

となりますのであらかじめご了承願います。

申込締切/7月 20日
申込先/日本 CI協会 〒 151 東京都渋谷区大
山町115 奮034697631
健康相談/希望の方は申込書にご記入ください。

期間中、船、飛行機とも混雑が予想されます。船、飛行機の御予約は早めにお申し込み
ください。船、飛行機の時刻、運賃をお知りになりたい方は東海汽船 (432)4551、 日本近
距離航空0422(31)4191、 または日本CI協会 (石川)ま でお問い合わせください。

● 高速船シーガル (東海汽船)

熱海―一大身    60分 (毎 日2往復)
● 高速船シーホーク 2(東海汽船)
稲取―一大島    40分 (毎日1往復)
● 飛行機 (日 本近距離航空)

東京 (羽田)一一大島 30分 (毎 日 2往復 )

'86伊豆大島 夏の健康学園 (7/26-30)申込書
ふりがな 男

・女
歳

勤
務
先

玄
米
歴

年氏

名

一Ｔ住

所

)TEL 参 力□ 費

〔通じ参カロ〕

大人  ¥35,000× (   )名
(中学生以上 )

子供  ¥22,000× (   )名
(5歳以上 )

〔部分参力0〕  1泊 24時間
(  )月 (  )日 ～(  )月 (  )日
人

供

太

子

¥9,000×

¥6,000×
)名
)名

家族 、同伴者氏名 年 齢 性 別 職 業

歳 (男 女 )

歳 (男 女 )

歳 (男 女 )

蔵 (男 女 )

公開健康相談講習会の個人相談 (¥5,000)を 受ける/受けない

合計 円を添えて申込みます

日本CI協会御中     1986年   月  日

-6-
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‐第1期 オ
ーニ‐サワ塾

2時30分
受付開始

ジョルジュ・オーサワ (桜沢如―)の残した宇自の秩序
0万物転換陰陽論 。最高判断力の生理的基礎・食養論・

世界平和への道などを継承 。発展させる場

一― A・ NoS新オーサワ塾

東京インターマツク菫鶴

主催●日本CI協会  雷

“

4697631

0151東京都渋谷区大山IB」 115

研修費●宿泊-19,500円

タト)白 -18,000円

持参品●茶わん、汁わん、中皿、はし

雑巾、学習用具

配布テキスト●未発売テープ「丁ES
講義録」

申込方法●申込書に記入し、研修費を添えて日本CI協会あて現金書留で送るか直接持参する。日本CI

3:00-3:30

3:30-5:30

6:00-7:30

7:30-9:30

7:00-9:00

9:30-11:30

12:00-1:30

1:30-3:30

ゲスト講師予定

宮沢秀明「電気の話」

夕食

大森英桜「数とPU」

『無双原理・易』(大森 )

「GOの クラックス」 (大森 )

食事 。写真 。次回分受付

川嶋正治「映画批評と質疑」

協会の正会員 (年 12,000円 )または誌友 (年 5,000円 )になることが必要です。

締切り●5月 20日 関

取消し●締切日までの取消しは手数料 2,000円 をひいて返還します。

それ以後の場合は会の運営上、半額返還となります。

>食事は日本 CI協会の料理部が調理する玄米正食料理です。

>家族害J引―夫婦などで参カロする場合、1名につき 2,000円審」引きます。

(配布テキストは 1部だけになります )

>全 6回を受講された方には、修了記念をさしあげます。

I〕

キ リ ト リ 線    ―

第1期 AONOS新オーサワ塾⑤ 申込書 (1986年 1ヽ 6月 )

為

1 各国参加=19,500円

(外泊の場合は、18,000円 )

2. 部分参加 1.2.3.4.5
1講義 3,300円 講義番

')に
○をつけて下さ

フリガナ TEL 男

女

( )歳 職 業

氏 名

自 宅 りl
大 年 月 日 生
日召勤務先

フリガナ 1.正会員 (の家族)です 番号
2 誌友 (の家族)です  番号
3 入会申し込みます

(〒 )

住所

円を添えて申込みます

*講義の録音はご遠慮下さい *会場に宿泊 (し ます。しません。)
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LIMA
C00KING ACADEMY

リマ・クツキングアカデミー

昭和61年度夏期 (%0%～%)募集。ノ

コー ス 曜 日 クラス 時 間 講 師 授   業   日

蜘
臓
コ・ス

火

A 11 :00^-14:00 桜沢里真
4 月 5 月 6 月 7  月

６

１３

２０

２７

3
10
17
24

１

８

１３B 18:00^-20:30 桜沢里真

初 級
コー ス

水

C 11 : 00-14:00 浮津宏子

23

７

１４

２‐

２８

４

Ｈ

ｌ８

２５

２

９

１３

D 18:00-20:30 桜沢里真

料講受

入 学 金 一 括 納 入 納分 単一受講

¥3,0∞

(入学時のみ)

A.B.C.D
クラス

¥22,yxl

日本CI協会の会員(正会員、誌友など)
で、入学金を納めた方は、月ぎめの分納

(一回分 2,lXXl円 )ができます。

一回

¥2,500

昭和61年度夏期

リマ・ クッキングアカデミー申込■

新   規

1正会員(の家族)ですNo.

2誌友 (の家族)ですNo

3CIの 雑誌購読していません

希望クラス A・ BoC・ D
ふりがな

たし

を

ま

状
し
免
得
の
取

級
級
級

初
中
上

１
９
一
３

継続/前回のコース名 (

日

生

月

歳

年

＜

明

大

昭

(〒

自宅 市外局番

電話 (  )
職 業
勤務先

円を添えて申込みます。

日本 CI協 会 御 中 年  月  日

(備 考)



LIMA
C00KING ACADEMY
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健康と幸福と美を創るマクロビオティックの料理教室

リマ・クツキング/7カデミー
昭和61年度夏期 (%0%～%)募集 .ノ

玄米をはじめ各種の穀物や野菜、海草な。どの持っている素朴

な味を最大限にひき出し、肉体 と精神の養いとするお料理を勉

強 しましょう。天然醸造の味噌、醤油、自然塩、純正のゴマ、

菜種の油などで調味 し、砂糖や化学調味料はいっさい用いませ

ん。

●初級コースー昭和61年 4月 23日 開講

マクロビオティックの料理基礎 (基本食、

食箋料理など)

●中上級師範コースー昭和61年 4月 22日開講

桜沢流普茶、懐石料理。フランス、インド

など世界各国の民族風自然食料理。美容食、

治療食を含む応用コース

●校長一桜沢里真 (日本CI協会会長)
●定員―各クラス40名 (年齢・性別に制限あ

りません)

●特典一規定の回数出席し、試作会に出品さ

れた方に免状を授与いたします。

●原則として授業に30分以上遅刻した場合は、

出席回数には入りません。 (た だし、受講

はできます。)

●いったん納入された受講料はお返しできま

せんので、ご了承ください。

●申込み一申込用紙に記入し、受講料を添え

日本C:協会 クッキングアカデミー係
〒 151 東京都渋谷区大山町11-5 803(469)7631

て、下記へ。

●持参品一筆記用具、エプロン、スカーフ(手

拭い)タ ツパーウエアやサランラップなど

(料理を持ち帰る場合は、各自でご用意く

ださヽヽ。)

●日本C!協会の会員 (正会員、年 1万 2千
円など)ま たは誌友 (『新しき世界へ』購読、

年 5千円)になること。
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■ ■毎木曜日は休館です。
(¬ 階の食品店は、本曜と行事のない祝日が定休日)

日 本 cI協 会
〒151東京都渋谷区大山町l15

0会員でなくても参加歓迎です    ● 03・ 469・ 7631 11t,
0録音はご遠慮ください。  小田急線 。東北沢駅下車 2分

小田急線

(各釈停車)

5月 3日 (土・祝)～ 4日 (日)正食医学講座④ (各論  講llll1/大森英桜、川嶋正治 ゲスト講師/宮沢秀明
編 I)博多会場 講師/大森英桜 九州、中国方面  参加1者 には、GOの l■l義テーフを配布します。〈わ

の方はこの機会にぜひご参加 Fさ い。くわしくは別  しくは別紙をご覧 下さいぃ
紙を参照。 5月 31日 田  2時～ 桜沢如―先生20周年記念祭、
5月 3日 (土・祝)～ 4日 lB)12時～ 4時 お産と育児  桜沢里真先生米寿パーティ チサンホテル浜松町に
のティーチインー妊娠から7歳 まで |:韓師/山西み  て、詳細は本 :よ 4ベージをご覧くださいc
な子 大森一慧 会費/3500円 (1日 のみ2000円 、お  6月 4日因  2時半～ 4時半 お産と育児の勉強会
茶とおやつ付)*1日 日は山l■l先生の講演、人森・  講師/大森―慈 会費/1000円  みんなの経験を|||
山西対談。2 Fl目 は大森先生の講演、参加l者の発 ::。   し合って、 lII食 による子育てを話し合いましょう]
5月 10日田 2時～ 5時 正食医学による健康相談  6月 7日田～8日 (日)正食医学講座.51(各論編 J)
講習会 (公開)講師/大森英桜 lIし い食べ物、正  博多会場 講l l1/大 森英桜 ブし州、中国方面の方は
しい食べ方による、各病気、各体『 1に そった食提指  この機会にぜひご参力||ド さい]く わしくは別紙を参
導の公開「峰習会です。相談希望の方は′Zヽず予約して  1照 。

ドさい。聴講はどなたもできます。会費/相談をす  6月 8日 (日)‖ 時～   手打ちソバ 。ウ ドン講習
る人 (J:会 11)=10,000円  聴l lll=正会員2000円 、  会 講師/辺見新― (1=屋 )会費/2000111 定員20
誌友・一般 =2500円                 名ですぃ中し込みはオーサワジャバン束Jじ尺店へ

=

午後 6時～ 8時 講演会「左脳・右脳のハタラキと  a4655021
超能力」講師/大森英桜 会費/正会it=1200円    6月 14日 l■ ～15日国 食養料理集中講座20 初級・
誌友 。一般=1500111                中級 講師/桜沢里真、吉成知江子 詳細は別紙を
5月 11日 lE)11時～ 3時半 手づくリバン講習会   ご覧 ドさい。
講師/甲田幹夫 (ル ヴァン株式会社)会費/1500円   6月 15日個)11時～ 4時 正食相談 講師/橋本宙
|キ製パンとタンポボコーヒー、バン種付,中 し込み  八 毎ll第 3「 11だ。体『〔を改 |キ し病気を治す食tli指
はオーサワジヤパン東北沢liへ。a4655021    導。村11:炎 希望 (有料)の 方はJEttitに なり、 予約し
5月 17日 l■1 12時～ 3時 今ずり玄米の宣伝試食会  て 下さい。
会費/1000円  オーサワジャパン、日本CI協会共  6月 21日 l■l～ 22日 lB)A・ NoS新 オーサワ塾16)
催、粗l品 。モミ米進 il。 講師/山 口卓二、桜沢里真 ゲスト講師/宮沢秀明
5月 18日 lE)10時～ 3時 子ども行事 羽根本公園  第 1期 (1986111ナ ]～ 6月 )の最終 II:|で す。桜沢如
プレイパーク (小田急線梅ケ丘下車 5分 )にて。 一著『未開人の精神と日本精神』のコピー (抄 )を

参加費/300円  集合場所/梅ケJl駅北口10時 詳細  配布します、くわしくは別紙をご覧 ドさいc
は協会、大竹・沢田まで。 6月 22日 (日)10時～ 3時 子ども行事 羽根本公園
5月 18日 lH)‖ 時～ 4時 正食相談 講師/橋本宙  ブレイパーク (小 ||1急線梅ケr■ ド卓 5分 )に てぃ
八 毎月第 3日 曜。体質を改善し病気を治す食事指  6月 29日同 11時～ 2時  レストラン風料理講習会
導。相談希望 (有料)の方は正会員になり、予約し  会費/3000円  *日 本CI協 会男子スタッフが豆腐
て下さい。 作りから調理まで‖1｀ 1`し ます。献立/、,腐 ステーキ、

5月 18日 lB)1時～ 4時 中国精進料理試食会 1講  納豆スパゲティ、スーブ、サラダ (女性にはワイン
師/南喬生 (み なみたかお、台北市出身)会費/50  のサービスがあります)%140ま でに要予約 ,

00円  7品デザート付、14日けoま でに電話で予約。   5月 9日 0 12時～3時 子供を持つ親の会
5月 24日田～25日 lB)A・ NoS新オーサワ塾⑤   *6月の正食医学による健康相談講習会は休みます。



■
東
北
沢
店
の
体
業
日
は
毎
週
木
曜
と
行
事
の
な
い
祝
日
で
す
。
土
曜

。
日
曜
は
営
業
。
（営
業
時
間
は
１０
時
半
～
１８
時
半
）
５
月
３
日
（祝
）
５
日
（祝
）
は
営
業
し
ま
す
。

が獅'I口頃判F ① 斑

ノーシュガー

ォーサワキャンデー
純・生姜    各 1009    300円
「キャンデーは砂糖と化学物質の塊」とい

う常識を見事にくつがえした、類まれな逸

品です。 “梅肉"は都合により発売延期。
このたび、理解ある製造者、小笠原栄一

氏 (佐賀県、創業文政 5年、御菓子司小笠

原店主)の協力のもとに、無農薬・無化学

肥料・無除草剤で栽培された最高品質のも

ち米を麦芽で糖化し、鉄釜で薪を燃料とし

て煮詰めた純粋な米あめキャンデーを発売

することになりました。昔ながらの素朴な

風味はお子様にも御年寄にも喜ばれること

でしょう。

新

セサメオイル    5 cc   350円
冬場、油が凍り絞れずおまたせしてしま

いました。九州で契約栽培した貴重な無農

薬白ゴマを玉締法で絞り、和紙で漉した無

添加極上油です。 (新食養療法 166頁参照)

ゼンケン活水器ZS-1500Bタ イプ
1台  24,800円

従来の2500Bタ イプ同様、活性炭 100%の

O」 特注品。お手頃な価格でコンパクト設

計、しかも機能は従来通りです。

天塩20的ポリ袋入り      100円
使って便利な 2009入 りをどうぞ !

きゅうりのみそ漬   2009  350円
無農薬栽培のきゅうりを

ミ
海の精ミおよび

無農薬玄米みそ・無農薬生しぼり醤油で漬

けた逸品です。

再入荷商品

特選黒胡麻 1009 400F月

秋田県で無農薬栽培された黒胡麻の最高級

品。数量に限りがございますのでご注文は

お早めにお願いいたします。

品切れ商品

ゆずの香味

夏季は腐敗しやすいため中止いたします。

次回人荷は10～ H月 になります。

べったら漬

今季分は終了致しました。次回入荷は12月

になります。

G020周年記念セール
東北沢店は桜沢先生20周年記念特別セー

ルを実施します。 (5月 31日 (土〉、6月

1日 〈日〉)記念祭参加の方は1週間有効

の優待券を差し上げます。

手打ちうどん・そば講習会

日時  6月 8日 (H)11日寺～   (昼 食付 )
会場 日本CI協 会 3F
会費 2000円 (中込みは東北沢店へ 予約 )

講師 逸見新一 (幸屋)

ォーサワわかめ

1009  430円→480円

八幡平きな粉

1009  200円→250円

価格変更商品

実施済

5/21～

他のそ

カムカム特別会員 (籾米)募集中 H

締め切りが間近に迫っています。まだ中し

込みされていない方はお早めに。詳細は、

巻木色ページをご覧下さい。
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ど
っ
ぶ
り
と
ソ
ー
ス

に
つ
か
つ
て
４０
年

昭
和
２‐
年
な
ら
「ホ
ン
モ
ノ
」を
追
い
求
め

て
き
た
人
生
が
あ
る
。
徳
島
県
鳴
門
市
で
ソ

ー
ス
を
つ
く
り
つ
づ
け
て
き
た
島
川
利
雄
、そ

の
人
で
あ
る
。
「ど
こ
に
で
も
あ
る
ソ
ー
ス
は

作
り
た
く
な
Ｌ
買
う
口只
わ
な
い
は
お
客
が
決

め
る

ア
ン
に
、製
造
者
は
た
だ
良
い
も

道

］ｏ。
　
　
の
を
つ
く
れ
ば
い
ど
と
言
い
切
奄

逃

吟岬
＝
〕「粍
崚瀞

（
田
）

¨
　

聞
“
れ
畔
製
』
畔

加̈
の
超
特
級
ソ

緯

無
添
加
を
こ
え
た

自
然
農
法
て

ソースにかけ
島田

―
―
世
界
一
の
ソ
ー
ス
づ
く
り
を
め
ざ
し
た
ら
、

売
れ
る
ハ
ズ
の
な
い
ソ
ー
ス
が
で
き
た

ソ
ー
ス
づ
く
Ｌ
で
社
会
に
貢
献
し
た
い
と
の

願
い
を
持
つ
島
田
は
、あ
る
時
、街
で
自
然
農

法
を
し
て
い
る
旧
友
に
出
会

λ^
こ
の
出
会
い

が
さ
ら
な
る
飛
躍
に
つ
な
が
っ
た
。

自
然
農
法
の
野
菜
も
果
実
も
コ
ク
が
あ
っ

て
ウ
マ
イ
。
・ヽ
れ
こ
そ
「ホ
ン
モ
ノ
・
ソ
ー
ス
」の
原

点
だ
と
考
）え
る
よ
う
に
な
る
。か
と
い
っ
て
、お

い
そ
れ
と
農
家
も
す
ぐ
に
作
っ
て
く
れ
る
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。何
年
も
か
か
っ
て
説
得
し
、

や
っ
と
の
こ
と
で
農
家
も
腰
を
あ
げ
て
く
れ
、

野
菜
・果
実
の
自
然
農
法
栽
培
契
約
を
結

ぶ
「」と
が
で
き
た
。ヽ
」う
し
て
、つ
い
に
世
界
で

も
例
の
な
い
「無
農
薬
。無
化
学
肥
料
ワ
ー

ス
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

恭
知
へ
の
挑
戦
―

癬
砂
糖

食
養
に
砂
糖
と
カ
ラ
メ
ル
は
い
し，な
い
。オ

ー
サ
７
ン
ャ
パ
ン
と
の
接
触
で
、食
養
ソ
ー
ス

ヘの
新
た
な
取
組
が
は
じ
ま
っ
た
。
ソ
ー
ス
の
階

界
で
無
砂
糖
は
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
。

ま
た
、最
高
の
原
料
を
使
え
ば
値
段
は
法
外

な
も
の
に
な
る
―
　
し
か
し
、商
品
開
発
は

ス
タ
ー
ト
し
た
。世
界

一
の
ソ
ー
ス
を
め
ざ
し

て
情
熱
は
燃
え
た
。

野
菜
と
果
実
の
量
を
倍
に
し
、砂
糖
の
代

り
に
高
価
な
米
飴
を
入
れ
て
み
る
。甘
さ
と
ト

〓

がヽ
で
て
き
た
。原
塩
を
自
然
塩
に
し
、醸

造
酢
を
純
米
酢
に
変
た
、そ

に
⑫
中
の
①
、

人
然
醸
造
し
ょ
フ
油
を
加
え
亀

で
き
た
。
そ
の
独
特
の
風
味
、典
雅
な
香

り
、世
界
中
広
し
と
い
え
ど
、い
ま
ご
の
ソ
ー
ス

に
匹
敵
す
る
も
の
は
な
い
と
確
信
し
た
。

で
ヽ
そ
し
ま
え
ば
、簡
単
な
よ
・２
イＬあ
る
デ

並
大
抵
の
苦
労
ぜ
は
な
か
っ
た
。夜
、眠
れ
な

珈硼

″

Ｊ

い
日
が
続
く
。深
夜
、と
び
起
き
て
は
味
を
み

る
、工
夫
に
工
夫
を
重
ね
て
つ
い
に
完
成
さ
れ

た
も
の
だ
。

開
発
し
た
島
田
利
雄
、販
売
を
ひ
き
う
け

た
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
パ
ン
と
も
に
ほ
め
ら
れ
て
し

か
る
べ
き
だ
。し
か
し
、そ
れ
以
Ｌ
に
、こ
の
ソ
ー

ス
を
買
っ
た
人
、無
名
の
お
客
さ
ま
こ
そ
も
っ

と
も
ほ
め
ら
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。生
産
者

ガ
ンヽ／バ
レ
０お
客
さ
ま
バ
ス
サ
４
。
オ
ー
サ
ワ
ジ

ャ
パ
ス無

農

薬

無
化
学
肥
料

～

―

野
菜
・果
実

か
ら
作
っ
た

か
な
い
」

オーサヮジッ ンヾ株式会社
本社 (注文先)
東京都板橋区小茂根 5-4
〒173803-958-71:2

東北沢店 (売店)
東京都渋谷区大山町‖-5

〒151 a03-465-502!

（年
間
、
正
会
員

一
万
．
一千
円
、
誌
友
五
十
円
）


